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シリーズ ほいくのなかで描いた絵 ❶

ツクシイバラ
描いた人　古川 小晴（錦町 6 歳）

社会福祉法人　福島保育園
球磨郡錦町一武 745-4
定員：90 名　電話番号：0966-38-0260
開園時間：午前 7 時 00 分～午後 7 時 00 分
　　　　  （平日・土曜日、延長保育含む）

　子ども達が走りまわれる広い運動場、夏には大きなプール、そして雨の日には体育館でのびのびと遊ぶ
ことができます。また地域とのふれあいを大切にした活動、延長保育、一時保育等を実施し、地域の子育
て拠点として保育のニーズに応えています。

連載企画球磨川の駅・ものがたり

2016

「球磨川とＳＬ人吉」Ⓒ黒木重道

4くまがわ春秋
流域の人 と々歩む月刊誌

 創刊号
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巻
頭
言
「
ゆ
う
ば
川
」
前
田
一
洋
／
２

今
月
の
言
葉
『
文
読
む
月
日
』（
北
御
門
二
郎
訳
）
／
３

柳
人
が
あ
じ
わ
う
漱
石
俳
句
①　

い
わ
さ
き
楊
子
／
３

海
の
写
真
館
①　

新
井 

章
吾
／
５

記
憶
の
落
ち
穂
①
「
母
の
里
天
草
に
」
坂
本
福
治
／
21

オ
キ
ノ
の
視
点
①
「
子
ど
も
と
事
故
」
興
野 

康
也
／
25

民
話
発
掘
①
「
川
ン
太
郎
の
手
」
緒
方
雅
子
／
32

「
郡
築
干
拓
の
農
業
①
」
磯
田　

毅
／
38

林
業
の
世
界
①
「
事
始
め
」
亀
田
英
雄
／
40

鶺
鴒
短
歌
会
「
三
月
詠
草
」
／
41

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
「
伏
流
水
」

・「
母
親
た
ち
の
春
」
椎
葉 

直
美
／
42

・「
桜
色
の
春
を
想
い
て
」
牛
嶋 

將
克
／
45

お
寺
と
戦
争 

①　

 

山
本 

隆
英
／
48

ひ
ろ
し
の
「
げ
っ
か
ん
・
ぎ
ひ
ょ
う
」
／
50

外
来
語
か
ら
学
ぶ
英
単
語
①
藤
原　

宏
／
51

「
罰
帳
」
に
見
る
人
吉
藩
の
犯
罪 

㊤　

尾
方 

保
之
／
52

マ
イ
・
ビ
ュ
ー 

「
子
ど
も
を
真
ん
中
に
し
て
」
内
田
順
子
／
63

　
　
　
　
　
　

 

「
極
私
的
・
う
ど
ん
の
話
」
上
村 

和
代
／
65

井
上
微
笑
と
近
代
俳
句　

永
田 

満
徳
／
68

鉄
筆
・
骨
筆
︱
︱
こ
れ
ら
は
死
語
か
？　

鶴
上
寛
治
／
70

里
山
の
恵
み
を
い
た
だ
く
①　

森
屋 

浩
美
／
71

美
味
し
い
大
根
が
で
き
る
畑　

上
村
雄
一
／
72

く
ま
が
わ
春
秋
歌
壇
「
い
も
ご
短
歌
会
」
／
75

不
知
火
海
の
自
然
・
生
活
①
「
不
知
火
海
と
私
」 

つ
る
詳
子
／
76

球
磨
川
私
論 

㊤
「
追
想
」
元
村
順
宣
／
79

方
言
を
味
わ
う
①　

前
田
一
洋
／
82

昭
和
二
十
三
年
元
旦
に
父
が
記
し
た
遺
稿 

① 

片
岡 

和
紘
／
86

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
①
「
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
」
苅
田
吉
富
／
88

球
磨
川
の
駅
・
も
の
が
た
り
①
「
八
代
駅
」
／
６

な
つ
か
し
昭
和
の
写
真
館
①
／
12

球
磨
川
大
好
き
！
「
源
流
水
リ
レ
ー
①
」
／
14

限
界
集
落
便
り 

①
「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
篇
」
／
22

人
吉
観
光
案
内
人
物
語
「
定
吉
が
行
く
①
」
／
28

く
ま
が
わ
す
じ
の
考
古
地
誌
①
／
34

小
山
勝
清 

生
誕
一
二
〇
年
特
集
／
57

復
刻
掲
載
「
字
図
で
見
る
球
磨
の
地
名
」
／
90

表紙説明　

「球磨川とＳＬ人吉」

　球磨川流域の観光名
物の一つと言えば「Ｓ
Ｌ人吉」。４月１日の
本格運行を前に、桜・
菜の花が咲くなか、春
の光を浴びながら試運
転のＳＬ人吉は球磨川
沿いを走り抜けた。

（３月 29 日、葦北郡
芦北町箙

えびらせ

瀬にて。編集
部撮影）

月刊「くまがわ春秋」創刊号目次 今月の詩
う た

 人吉球磨児童生徒文詩集「やまぎり」から
第 33号（2007 年＝平成 19年＝３月発行）　選・作文の会

「
な
ん
で
ダ
メ
な
の
？
」

「
私
の
意
見
も
聞
い
て
よ
。」

心
の
中
で
何
度
も
叫
ん
だ

親
に
は
言
っ
て
い
な
い

私
の
本
心
・
・
・

「
ど
う
せ
分
か
っ
て
く
れ
な
い
か
ら
。」

「
受
験
な
ん
て
面
倒
臭
い
」

私
は
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
の
を
止
め
た

自
分
の
こ
と
な
の
に
考
え
る
の
を
止
め
た
・
・
・

周
り
の
み
ん
な
は
次
々
に
進
路
を
決
め
た

夢
に
向
か
っ
て
歩
き
出
し
て
い
た

私
一
人
だ
け
取
り
残
さ
れ
た
・
・
・

そ
ん
な
気
が
し
て
あ
せ
っ
た

「
こ
の
ま
ま
で
は
ダ
メ
だ
。」

も
う
一
度
進
路
に
つ
い
て
考
え
た

親
と
本
気
で
向
き
合
う

私
は
一
つ
の
答
え
を
出
す

け
れ
ど
ま
だ
迷
う
私
が
い
る

す
っ
き
り
し
な
い
私
の
心

「
こ
れ
で
い
い
の
か
？
」

「
本
当
に
自
分
の
進
む
べ
き
道
な
の
だ
ろ
う
か
？
」

そ
う
聞
か
れ
る
と
分
か
ら
な
い

で
も
自
分
で
選
ん
だ
道
だ

後
悔
は
し
な
い

自
分
を
信
じ
る

私
は

た
く
さ
ん
の
中
か
ら
選
ん
だ

た
っ
た
一
つ
の
道
を

歩
き
始
め
る

　
　道
　
　
　
　
　
　
　五
木
中
三
年

　
　濱
岡

　留
美

【
評
】
進
路
に
対
す
る
焦
り
や
迷
い
は
、
だ
れ
で
も
通
る

道
と
は
言
い
な
が
ら
、
十
五
歳
で
の
選
択
は
厳
し
い
も
の

だ
。「
後
悔
は
し
な
い
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
そ
の

道
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
筆
者
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。
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巻
頭
言　
　

ゆ
う
ば
川

　
「
球
磨
川
」
と
聞
け
ば
、
ま
こ
と
に
猛
々
し
く
男
性
的
な
印
象
を
受
け
る
。
九
州
脊
梁
山
地
に
水
源
を
発
し
、
さ
ら
に
球
磨

川
下
り
の
四
十
八
瀬
に
も
象
徴
さ
れ
る
雄
々
し
さ
が
あ
る
か
ら
だ
。
と
こ
ろ
が
同
じ
川
な
が
ら
「
ゆ
う
ば
川
」
と
い
う
至
っ
て

優
雅
な
名
称
も
持
っ
て
い
る
。
漢
字
で
表
記
す
れ
ば
「
木
綿
葉
川
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
美
称
よ
ろ
し
く
「
夕
葉
川
」
と
も
記
さ

れ
る
。
▼
殊
に
ゆ
う
ば
の
方
は
、「
夕
葉
町
」
と
か
「
夕
葉
橋
」
な
ど
と
八
代
方
面
の
方
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の

語
源
は
、
流
れ
て
来
た
麻
の
葉
を
見
て
、
上
流
に
も
人
が
住
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
か
ら
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
承
を

平
安
後
期
の
藤
原
定
隆
は
、〈
夏
来
れ
ば
流
る
る
麻
の
木
綿
川
誰
水
上
に
禊
し
つ
ら
む
〉
と
詠
ん
で
い
る
。
▼
こ
と
ほ
ど
左
様

に
流
れ
る
水
は
少
し
も
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
見
方
や
感
じ
方
で
は
表
現
も
違
っ
て
き
て
ま
こ
と
に
面
白
い
。
そ
う
し

た
感
性
を
幅
広
く
捉
え
、
そ
し
て
後
世
に
残
し
て
い
こ
う
と
、
従
来
十
八
年
間
続
け
て
き
た
『
週
刊
ひ
と
よ
し
』
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
、『
月
刊
く
ま
が
わ
春
秋
』
を
創
刊
す
る
こ
と
に
し
た
。
▼
清
流
日
本
一
の
栄
誉
に
輝
く
「
川
辺
川
」
を
筆
頭
に
、
大

小
四
十
五
も
の
支
流
を
持
ち
、
幹
線
の
流
路
延
長
１
１
４
㎞
に
及
ぶ
球
磨
川
は
不
知
火
海
も
含
め
そ
の
流
域
の
至
宝
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
地
域
は
古
代
か
ら
強
い
絆
で
結
ば
れ
、
盆
地
・
山
地
・
平
野
部
・
海
・
島
が
持
つ
独
特
の
文
化
を
育
て
て
き
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
要
素
を
基
盤
に
多
く
の
人
々
が
活
躍
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
や
成
果
の
記
録
を
残
す

上
か
ら
も『
月
刊
く
ま
が
わ
春
秋
』は
お
役
に
立
ち
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
田
一
洋
）

今
月
の一
言　
『
文
読
む
月
日
』（
　
　
　
　
）
よ
り

レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
編
著

北

御

門

二

郎

訳

　
賢
者
は
そ
れ
が
自
分
に
と
っ
て
有
利
だ
か
ら
愛
す
る
の
で
は
な
く
、
愛
そ
の
も
の
の

な
か
に
幸
福
を
見
い
だ
す
か
ら
愛
す
る
の
で
あ
る
。（
パ
ス
カ
ル
）

柳人があじわう
漱石俳句

菫
程
な
小
さ
き
人
に
生
れ
た
し

（
漱
石
30
歳
）

漱
石
は
29
歳
の
と
き
上
熊
本
駅
に
降
り
立
っ
た
。

漱
石
の
年
齢
と
明
治
の
年
号
は
お
な
じ
。
つ
ま
り
明

治
29
年
４
月
13
日
の
こ
と
。
上
熊
本
駅
か
ら
京
町
台

に
上
っ
て
第
五
高
等
学
校
（
現
在
の
熊
大
）
方
面
へ

下
っ
て
行
っ
た
。

京
町
台
に
上
る
途
中
の
京
陵
中
学
校
正
門
わ
き
に

句
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、「
す
み
れ
程

の
小
さ
き
人
に
生
れ
た
し　

漱
石
」
の
表
記
が
あ
る
。

漱
石
は
後
年
、
書
に
し
た
た
め
る
と
き
に
は
句
を
や

さ
し
い
イ
メ
ー
ジ
に
し
た
よ
う
だ
。

　

な
で
肩
の
ひ
と
と
草
食
恐
竜
展　

楊
子

漱
石
俳
句
の
中
で
は
一
番
有
名
な
句
か
も
し
れ
な

い
。「
菫
程
な
」
の
「
な
」
は
「
の
」
の
ま
ち
が
い

で
は
な
い
。
助
詞
の
つ
か
い
か
た
が
今
よ
り
自
由
だ
。

「
の
」
で
つ
な
ぐ
と
「
小
さ
き
人
」
を
さ
す
だ
け
に

す
ぎ
な
い
が
、「
な
」
に
す
る
こ
と
で
小
さ
な
切
れ
が

生
じ
、
菫

す
み
れの
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
る
。

　

今
年
は
漱
石
没
後
１
０
０
年
、
来
熊
１
２
０
周
年
の
年
に
あ
た

る
。
29
歳
の
と
き
熊
本
の
第
五
高
等
学
校
に
赴
任
し
て
か
ら
在
熊

４
年
３
ヵ
月
の
間
に
１
０
０
０
句
以
上
の
俳
句
を
詠
ん
だ
。
生
涯
で

は
２
５
０
０
余
句
に
も
の
ぼ
る
。
そ
の
な
か
か
ら
選
ん
だ
句
を
柳
人

と
し
て
あ
じ
わ
う
こ
と
に
す
る
。

【
い
わ
さ
き
楊よ
う

子こ

。
川
柳
誌
「
裸ら

ぎ木
」

編
集
人
、
熊
本
市
】

選と鑑賞と川柳／いわさき楊子

①
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先月のおもな出来事 2016 年 3 月

海の写真館

水
俣
市
袋
地
先
の「
マ
ボ
ヤ
」と「
ガ
ン
ガ
ゼ
」

撮影／新井 章吾

　マボヤは寒海域に多い動物ですが、八代海にも生息しています。ガン
ガゼは暖海域のウニで、温暖化に伴って八代海で増えつつあり、海藻を
食害して藻場を衰退させています。

【あらい・しょうご　海藻研究所 所長、福岡県】

15 14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １
火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水

八
代
市
がLIN

E

とTw
itter

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得

球
磨
川
下
り
川
開
き
祭
・
球
磨
村
長
選
で
柳
詰
正
治
氏
再
選

球
磨
川
の
稚
ア
ユ
放
流
始
ま
る

２
０
１
６
菜
の
花
ウ
オ
ー
ク
in
や
つ
し
ろ

相
良
三
十
三
観
音
春
の一
斉
開
帳
・
湯
山
温
泉
桜
ま
つ
り

人
吉
春
の
市
「
ひ
ゅ
う
は
ぎ
市
」・
谷
水
薬
師
春
季
大
祭

相
良
三
十
三
観
音
健
康
ウ
オ
ー
ク
・
山
江
淡
島
神
社
人
形
供
養
祭

相
良
村
長
選
で
徳
田
正
臣
氏
が
３
選

お
ひ
な
ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

青
井
稲
荷
神
社
初
午
大
祭

人
吉
球
磨
民
俗
芸
能
の
祭
典

「
人
吉
球
磨
は
、
ひ
な
ま
つ
り
」
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

人
吉
球
磨
さ
わ
や
か
大
学
修
了
式

大
畑
駅
「
さ
く
ら
祭
り
」・
人
吉
市
石
水
寺
「
海
棠
ま
つ
り
」

熊
本
県
知
事
選
で
蒲
島
郁
男
氏
が
３
選

東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年
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球
磨
川
伝
い
の
こ
の
沿
線
の
川
と
鉄
道
の
両

方
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
企
画
に
で
き
れ
ば

と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
こ
の
好
機
に
恵
ま

れ
た
「
月
刊
く
ま
が
わ
春
秋
」
の
発
刊
は
、

時
代
の
機
運
と
共
に
、
ど
う
も
偶
然
で
は

な
さ
そ
う
な
気
が
す
る
。

八
代
駅

九
州
新
幹
線
新
八
代
駅
か
ら
在
来
線
に

乗
換
え
、
八
代
か
ら
球
磨
川
に
沿
っ
て
走

る
こ
の
鉄
道
の
役
割
は
、
単
な
る
地
域
住

民
の
足
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
客
・

鉄
道
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
も
、
あ
る
意
味
、
大

事
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
超
特
急

と
言
う
新
幹
線
の
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
な
旅
か

ら
、
肥
薩
線
と
い
う
超
ス
ロ
ー
の
旅
へ
の
転

換
と
い
う
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
シ
フ
ト
の
面

白
さ
〈
ズ
レ
〉
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の

ス
ロ
ー
な
車
窓
か
ら
球
磨
川
と
駅
周
辺
を

１
９
９
１
年
の
着
工
か
ら
20
年
を
要
し
た

九
州
新
幹
線
が
全
通
。
今
年
は
ち
ょ
う
ど

開
通
の
５
周
年
記
念
に
あ
た
る
。
し
か
し
、

そ
の
前
日
が
東
北
の
３
・
11
大
地
震
の
た

め
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
は
各
地
で

縮
小
さ
れ
、
お
祝
い
気
分
が
盛

り
上
が
ら
な
か
っ
た
の
を
憶
え
て

い
る
。

そ
し
て
先
月
３
月
26
日
、
八

代
と
陸
続
き
に
な
る
北
海
道
新

幹
線
の
１
４
９
㎞
が
開
通
、
こ

の
熊
本
の
八
代
と
北
海
道
が
結

ば
れ
た
。
こ
れ
で
新
函
館
北
斗

ま
で
八
代
か
ら
約
11
時
間
で
行

け
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の「
月
刊
・
く
ま
が
わ
春
秋
」

を
片
手
に
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

新
観
光
戦
略
に
併
せ
て
外
国
人

観
光
客
に
も
地
元
の
読
者
に
も
、

駅
と
共
に
語
ろ
う
と
言
う
も
の
で
あ
る
（
左

図
参
照
）。
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
「
球
磨
川
の

駅
・
も
の
が
た
り
」
と
し
て
み
た
。

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）
の
３
月
12
日
、

岸
右
岸
を
走
る
球
磨
川
の
駅
周
辺
を
、
開

通
当
時
の
百
数
年
前
の
昔
か
ら
現
在
の
様

子
を
含
め
、
そ
れ
ら
を
紙
幅
の
範
囲
内
で
、

写
真
や
図
で
振
り
返
り
、
そ
の
変
化
・
変

遷
に
つ
い
て
記
し
て
み
た
い
。

こ
の
〝
も
の
が
た
り
〟
は
、
今
か
ら

１
２
０
年
前
、
明
治
29
年
（
１
８
９
６
）

11
月
21
日
に
開
通
し
た
九
州
鉄
道
（
当
時
）

の
終
点
八
代
駅
を
始
点
と
し
て
、
球
磨
川

沿
岸
を
走
る
現
路
線
を
駅
伝
い
に
人
吉
駅

ま
で
走
り
、
人
吉
駅
か
ら
は
路
線
を
さ
ら

に
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
３
月
13
日
に

開
通
の
湯
前
線
（
現
く
ま
川
鉄
道
）
に
乗

り
換
え
、
球
磨
川
本
流
に
寄
り
添
う
人
吉

温
泉
駅
か
ら
湯
前
駅
ま
で
を
順
に
た
ど
る

予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
戦
前
に
企
画
さ

れ
た
湯
前
と
宮
崎
（
妻
線
）
を
結
ぶ
延
長

予
定
線
「
日
肥
線
」
を
含
め
、
球
磨
川
の

河
口
か
ら
分
水
嶺
ま
で
を
、
そ
の
鉄
道
の

は
じ
め
に

今
回
、
月
刊
「
く
ま
が
わ
春
秋
」
の
創

刊
を
記
念
し
て
同
誌
の
名
称
に
ち
な
み
、

球
磨
川
の
河
口
に
存
在
す
る
八
代
駅
か
ら

上
流
へ
と
遡
り
、
球
磨
川
の
沿
線
に
見
ら

れ
る
各
駅
を
一
連
の
流
れ
と
し
て
捉
え
、
左

球磨川の駅 ・ものがたり

熊本産業遺産研究会　松本晉一

河口から上流まで、その駅を訪ねる

連載その❶ ─八代駅

肥薩川線の路線地図（「週刊鉄道の旅」九州⑤ 2007
肥薩線・くま川鉄道）より

八代駅開通後の地図（明治 30 年代）
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23
年
（
１
８
９
０
）
に
設
立
さ
れ
た
日
本

セ
メ
ン
ト
八
代
工
場
か
ら
の
セ
メ
ン
ト
樽

が
、
荷
馬
車
で
直
接
ホ
ー
ム
ま
で
運
び
込

ま
れ
貨
車
に
積
み
込
ま
れ
て
い
た
。
日
本
セ

メ
ン
ト
八
代
工
場
は
同
年
10
月
に
操
業
を

開
始
し
て
い
る
が
、
こ
の
正
月
の
初
荷
風
景

通
当
時
の
九
州
鉄
道
八
代
駅
と
さ
れ
て
い

る
が
、
も
し
か
し
た
ら
、
明
治
41
年
６
月

の
新
駅
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

著
名
な
鉄
道
フ
ァ
ン
小
沢
年
満
氏
（
故

人
）
の
写
真
（
図
④
）
に
あ
る
よ

う
に
初
代
八
代
駅
か
ら
は
、
明
治

所
は
現
在
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
あ
る
新

町
一
帯
で
あ
る
。
こ
の
地
図
で
は
当
時
の
九

州
鉄
道
の
路
線
が
直
接
こ
の
街
中
に
入
っ
て

い
る
の
が
よ
く
分
か
る
。
図
③
の
写
真
は
開

で
あ
り
、
そ
の
元
の
駅
、
九
州
鉄
道
の
八

代
駅
は
明
治
29
年
11
月
、
図
②
の
五
万
分

の
一
地
図
（
明
治
34
）
の
よ
う
に
、
八
代

町
の
東
の
は
ず
れ
、
球
磨
川
支
流
の
前
川

寄
り
に
位
置
し
て
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
場

の
な
い
昔
、
河
口
か
ら
最
初
の
目
的
地
、

標
高
１
０
７
ｍ
の
人
吉
ま
で
、
当
時
は
大

変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
時
間
を
要
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
先
ず
は
八
代
の
駅

か
ら
球
磨
川
を
眺
め
て
み
よ
う
。

八
代
駅
の
昔

球
磨
川
の
流
れ
は
有
明
海

に
注
ぐ
手
前
で
中
州
を
造
り
、

前
川
と
球
磨
川
に
分
か
れ
、

さ
ら
に
そ
の
下
流
の
植
柳
か

ら
は
南
川
の
三
筋
に
分
か
れ

て
海
へ
と
注
ぐ
。
現
在
の
八
代

駅
の
位
置
は
図
①
の
よ
う
に
、

こ
の
麦
島
東
町
の
中
州
先
端
、

そ
の
延
長
線
上
（
矢
印
）
に

位
置
し
て
い
る
の
が
判
る
。

し
か
し
、
こ
の
八
代
駅
は

初
代
で
は
な
く
二
代
目
の
駅

俯
瞰
し
た
時
、
こ
の
百
余
年
を
経
た
駅
や

路
線
か
ら
何
が
見
え
、
何
が
語
れ
る
か
を

探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

球
磨
川
の
源
流
、
湯
前
、
人
吉
方
面
に

向
か
う
に
は
、
新
幹
線
か
ら
肥
薩
線
、
そ

し
て
九
州
自
動
車
道
、
さ
ら
に
は
国
道

２
１
９
号
線
ま
で
、
人
吉
に
入
る
道
の
す

べ
て
は
標
高
３
ｍ
の
こ
こ
〝
八
代
〟
が
起
点

と
な
っ
て
上
流
へ
と
遡
る
。
そ
の
逆
に
球
磨

川
は
標
高
１
７
２
１
ｍ
の
市
房
山
を
始
め
、

標
高
１
５
０
０
ｍ
ク
ラ
ス
の
九
州
脊
梁
に

は
、
九
万
（
球
磨
）
を
超
え
る
多
く
の
水

源
を
い
た
だ
き
、
そ
の
流
れ
球
磨
川
は
総

延
長
１
２
０
㎞
、
多
く
の
流
域
を
包
含
し

て
最
後
は
不
知
火
海
に
注
ぐ
。
そ
の
球
磨

川
河
口
の
海
抜
０
ｍ
か
ら
標
高
１
９
１
ｍ

の
湯
前
駅
ま
で
、
球
磨
川
を
遡
る
言
葉
は

鉄
道
用
語
で
は
「
下
り
」
と
い
う
楽
な
表

現
だ
が
、
こ
の
流
域
の
逆
行
は
、
動
力
源

図①　川下からみた八代駅方面

図③　開通当時の八代駅

図②　八代開通 5 年後の八代（明治 34）

図④　初代八代駅での初荷のセメント樽

➡
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月
18
日
で
、
丁
度
八
代
の
妙
見
さ
ん
の
お

祭
り
の
日
と
重
な
り
、
あ
い
に
く
の
豪
雨
に

も
関
わ
ら
ず
、
見
物
客
で
大
賑
わ
い
で
あ
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

初
代
の
八
代
駅
が
、
な
ぜ
こ
の
場
所
な

の
か
だ
が
、
こ
こ
は
蛇
籠
港
や
徳
淵
に
も

近
く
、
前
川
（
球
磨
川
）
と
八
代
海
に
近

距
離
で
接
し
、
恐
ら
く
積
み
荷
の
搬
出
搬

入
が
容
易
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

八
代
新
駅

そ
の
後
、
明
治
41
年
５
月
末
、
九
州
鉄

道
か
ら
官
営
と
な
っ
た
九
州
線
人
吉
本
線

が
開
通
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
八
代
駅
に
向

か
う
線
路
は
、
大
正
15
年
の
地
図
（
図
⑦
）

の
よ
う
に
太
田
郷
村
の
井
上
の
は
ず
れ
か

ら
大
き
く
東
の
球
磨
川
方
向
に
曲
線
を
描

き
、
萩
原
堤
の
近
く
ま
で
延
長
さ
れ
る
。

（
明
治
42
年
頃
？
）
に
小
沢
氏
の
祖
父
方

が
写
っ
て
い
る
こ
と
を
本
人
か
ら
お
聞
き
し

て
い
る
。
図
⑤
は
明
治
41
年
当
時
の
旧
八

代
駅
の
島
式
の
一
面
ホ
ー
ム
、図
④
と
同
様
、

遠
景
に
は
駅
舎
も
見
え
る
。
そ
の
下
の
図
⑥

は
そ
の
ホ
ー
ム
が
在
っ
た
と
思
わ
れ
る
現
在

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
周
辺
で
あ
る
。
こ
の

九
州
鉄
道
八
代
駅
の
開
業
日
は
旧
暦
の
10

こ
の
新
駅
は
鹿
児
島
へ
と
向
か
う
予
定
線

が
球
磨
川
の
川
線
側
を
通
る
か
、
水
俣
の

海
岸
線
を
通
る
か
、
そ
の
両
者
を
意
識
し

た
位
置
づ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
だ

と
開
通
の
当
初
は
旧
駅
か
ら
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ

ク
で
新
駅
へ
と
向
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明

治
44
年
２
月
に
は
木
造
駅
舎
が

建
て
ら
れ
、
当
時
は
こ
の
駅
が
鹿

児
島
、
宮
崎
方
面
へ
の
表
玄
関
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
元
の
駅
は
球

磨
川
駅
（
図
⑧
八
代
駅
荷
物
取
扱
所
）
と

名
称
が
変
わ
り
、
貨
物
専
用
駅
と
な
っ
て

平
成
元
年
頃
ま
で
運
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
現
在
は
駅
に
隣
接
し
た
Ｊ
Ｒ
貨
物

駅
が
そ
の
代
替
わ
り
を
し
て
い
る
。

参
考
資
料

明
治
41
年
５
月
31
日
福
岡
日
日
新

聞
「
帝
鐡
人
吉
線
畫
報
」

「
八
代
駅
開
業
１
０
０
周
年
記
念

誌
」
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
八
代

駅　

平
成
８
年
11
月
21
日

「
九
州
の
鉄
道
の
歩
み
」
昭
和
48
年

１
月
15
日
日
本
国
有
鉄
道
九
州
総

局ウ
ィ
キ
ぺ
デ
ィ
ア
「
八
代
駅
」

「
空
か
ら
見
た
く
ま
も
と
」
熊
本
県

航
空
写
真
集
'82　

昭
和
52
年
11
月

ワ
ー
ル
ド
ジ
ャ
ー
ナ
ル

「
週
刊
鉄
道
の
旅
」
九
州
⑤

２
０
０
７
肥
薩
線
・
く
ま
川
鉄
道

図⑧　球磨川駅全景（昭和 57 年頃）

図⑥　旧八代駅のホーム跡周辺

図⑤　明治 41 年春の旧八代駅（福岡日日新聞）

図⑦　八代新駅の地図（大正 15）
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なつかし昭和の写真館  1
撮影／東儀一郎

ダ
ム
を
眺
め
る
山
下 

清 

画
伯

川
遊
び
と
ダ
ム
見
学

　

故
・
東
儀
一
郎
さ
ん
は
昭
和
20
年
後
半
か
ら
40
年
後
半
ま
で
旧

坂
本
村
中
心
に
、
当
時
の
出
来
事
を
カ
メ
ラ
に
納
め
膨
大
な
ネ
ガ

を
残
し
て
い
た
。
そ
の
ネ
ガ
に
は
年
月
日
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

年
代
を
推
測
し
て
鑑
賞
す
る
し
か
な
い
よ
う
だ
。

山下清。1922 年（大正 11 年）〜 1971 年（昭和 46 年）。放浪の画家として有名。
本誌掲載の写真は昭和 32 年頃のもの。熊本市内での展示会・サイン会のあとに荒瀬
ダムに立ち寄ったようである。この頃、画伯は放浪していない。この他に画伯の写真は
複数枚ある。

人吉市の「水の手橋」（上）

荒瀬ダム見学のバスか？　同ダムの竣工は昭和 30 年（下）
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源
流
水
リ
レ
ー
は
、
球
磨
川
源
流
の
水
を
竹
筒
に
汲
み
、
徒
歩
・

マ
ラ
ソ
ン
・
自
転
車
・
カ
ヌ
ー
な
ど
人
の
力
で
、
人
か
ら
人
へ
、
源
流

水
を
リ
レ
ー
し
て
運
び
、
ゴ
ー
ル
の
水
島
で
、
球
磨
川
と
不
知
火
海

再
生
を
願
い
、
そ
れ
を
祈
り
、
源
流
水
を
海
へ
お
返
し
す
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。

当
時
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
ク
ラ
ブ
の
仲
間
達
や
カ
ヌ
ー
仲
間
、
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
愛
好
者
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場

へ
と
源
流
水
の
竹
筒
を
運
び
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
自
体
の
集
客
は
大
成
功
と
言
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
源
流
水
リ
レ
ー
に
は
何
か
の
手
応
え
の
よ
う
な

も
の
を
感
じ
た
の
で
す
。

当
時
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
持
ち
始
め
た
、
佐
藤
亮
一
さ
ん
が
第
一
回

か
ら
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
佐
藤
さ
ん
は
、
後
に
、「
ダ
ム
の
水
は

い
ら
ん
！
」
と
い
う
川
辺
川
ダ
ム
利
水
事
業
に
一
石
を
投
じ
た
映
像

作
品
で
東
京
ビ
デ
オ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し

た
！雨

の
中
、
佐
藤
さ
ん
は
源
流
水
リ
レ
ー
を
ビ
デ
オ
に
撮
り
続
け
て
く

れ
ま
し
た
。
源
流
に
到
着
し
た
と
き
、
気
づ
い
た
の
で
す
が
、
彼
は
ゴ

ム
草
履
を
は
い
て
い
ま
し
た
。「
球
磨
川
源
流
へ
の
道
は
水
前
寺
公
園

球
磨
川
源
流
水
リ
レ
ー
の
第
一
回
は
、
一
九
九
六
（
平
成
八
年
）

年
六
月
九
日
に
、
八
代
厚
生
会
館
で
開
催
さ
れ
た
球
磨
川
水
系
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
発
足
式
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

「
球
磨
川
大
好
き
！
」

～
山
か
ら
海
へ
心
を
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と
の
川
～

こ
の
タ
イ
ト
ル
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
前
日
の

ど
し
ゃ
降
り
の
雨
の
な
か
源
流
に
む
か
っ
て
の
登
山
。
私
た
ち
の
記
念

す
べ
き
源
流
水
リ
レ
ー
は
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

球磨川大好き！

高場英二

源流水リレー ❶

球磨川源流水リレー初代実行委員長

ワークショップ参加パネル
ゴール水島で。…ありがとう

源流からスタート

水上役場まで自転車隊
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八
代
の
水
島
に
て
竹
筒
の
水
を
海
へ
と
お
返
し
し
た
あ
と
に
、
水
俣

エ
コ
パ
ー
ク
の
海
を
目
指
し
て
再
び
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

途
中
で
佐
敷
川
、
水
俣
川
な
ど
不
知
火
海
へ
そ
そ
ぐ
支
流
た
ち
の

源
流
水
も
合
流
し
な
が
ら
、
不
知
火
海
再
生
、
水
俣
の
海
の
再
生
へ

の
祈
り
を
込
め
て
私
た
ち
は
水
を
つ
な
い
で
い
っ
た
の
で
す
。
こ
の
「
環

不
知
火
海
源
流
水
リ
レ
ー
」
は
福
田
さ
ん
の
呼
び
掛
け
で
、
芦
北
水

俣
七
浦
会
の
協
力
を
得
て
、
テ
レ
ビ
番
組
と
し
て
制
作
さ
れ
「
不
知

火
海
浪
漫
」
の
タ
イ
ト
ル
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
源
流
水
リ
レ
ー
が
さ

ら
に
広
ま
る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
源
流
水
リ
レ
ー
を
通
し
て
、
地
域
に
伝
え
た
か
っ
た
も
の

て
取
り
組
む
と
い
う
活
動
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
翻
弄

さ
れ
続
け
て
い
た
球
磨
川
で
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
諦
め
ま
せ
ん
で

し
た
。広

が
り
と
確
信

そ
ん
な
中
、
水
俣
の
福
田
興
二
さ
ん
と
知
り
合
い
、
水
俣
の
海
へ
と

球
磨
川
源
流
水
リ
レ
ー
を
つ
な
ご
う
と
い
う
話
が
現
実
の
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
年
）
を
迎
え
、
球
磨
川
源
流
水

リ
レ
ー
は
「
環
不
知
火
海
源
流
水
リ
レ
ー
」
へ
と
広
が
っ
た
の
で
す
。

ま
す
。

あ
る
年
、
ダ
ム
反
対
派
メ
ン
バ
ー
が
掲
げ
た
横
断
幕
が
熊
日
新
聞

の
紙
面
に
大
き
く
載
り
、
そ
の
翌
日
、
参
加
者
の
リ
ー
ダ
ー
の
方
々

か
ら
約
束
が
違
う
と
抗
議
が
あ
り
、
次
回
か
ら
の
参
加
を
見
合
わ
せ

る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
逆
に
ダ
ム
反
対
派
の
な
か
に
は
、
金
尾
さ
ん
を

参
加
さ
せ
た
こ
と
を
非
難
す
る
声
も
上
が
り
ま
し
た
。

私
た
ち
実
行
委
員
会
の
ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
は
川
辺
川
ダ
ム
に
は

反
対
で
し
た
し
、
と
て
も
辛
く
苦
し
い
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

で
す
が
嬉
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
中
心
メ
ン
バ
ー
右
田
い
く
み

さ
ん
が
「
第
一
回 

全
国
川
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
源
流
水
リ
レ
ー
を

発
表
し
、
全
国
ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
の
で
す
。

河
川
法
が
改
正
さ
れ
た
年
の
こ
と
で
す
。

国
土
交
通
省
の
人
々
の
前
で
、

「
ダ
ム
を
造
る
人
も
ダ
ム
を
反
対
す
る
人
も
、
球
磨
川
大
好
き
な
人

は
…
み
ん
な
球
磨
川
水
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
～
す
！
」

と
河
童
に
喋
ら
せ
た
プ
レ
ゼ
ン
は
話
題
に
な
り
ま
し
た
。「
い
い
川

づ
く
り
」
と
は
、
地
域
住
民
の
声
を
聞
き
行
政
も
そ
れ
と
一
体
と
な
っ

の
ご
と
、
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
と
る
も
ん
な
あ
ぁ
」
と
い
う
登
山
好
き

の
東
慶
治
郎
さ
ん
の
言
葉
を
信
じ
た
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
後
、
佐
藤
さ
ん
が
「
英
ち
ゃ
ん
、
10
年
つ
づ
け
て
み
ら
ん
や
ぁ
」

と
い
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
が
私
た
ち
を
球
磨
川
源
流
水
リ
レ
ー
を

続
け
て
い
く
切
っ
掛
け
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
佐
藤
さ
ん
は
毎

年
、
球
磨
川
源
流
水
リ
レ
ー
の
ビ
デ
オ
を
撮
影
、
記
録
し
て
く
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

流
域
の
人
達
に
た
く
さ
ん
参
加
し
て
欲
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
色
々

な
団
体
、
個
人
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
み
ど
り

の
少
年
団
・
小
学
校
陸
上
部
・
高
校
の
馬
術
部
・
各
地
区
の
子
供
会

…
…
。
上
流
の
水
上
村
か
ら
ゴ
ー
ル
の
八
代
水
島
ま
で
途
切
れ
る
こ
と

な
く
、
た
く
さ
ん
の
参
加
者
で
源
流
水
の
竹
筒
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

川
辺
川
問
題

当
時
、
球
磨
川
は
川
辺
川
ダ
ム
問
題
を
か
か
え
て
い
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
川
辺
川
ダ
ム
の
是
非
は
源
流
水
リ
レ
ー
に
は
持
ち
込
ま
な
い

と
い
う
ル
ー
ル
を
か
か
げ
て
い
ま
し
た
。
一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
年
）

に
は
国
土
交
通
省
・
川
辺
川
工
事
事
務
所
長
の
金
尾
健
司
さ
ん
も
参

加
し
て
い
ま
し
た
。
彼
は
、
現
在
、
河
川
局
長
の
職
に
つ
い
て
お
ら
れ

長年のランナー走ろう会

次世代に繋いだ新メンバー

人吉で合流の儀

球磨郡の中学生達
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は
何
だ
っ
た
の
か
？

そ
れ
は
、
故
郷
の
川
、
故
郷
の
海
こ
そ
宝
物
で
あ
る
！
と
い
う
価
値

観
の
共
有
化
で
し
た
！

私
は
当
時
、
休
み
が
あ
れ
ば
球
磨
川
に
カ
ヌ
ー
を
漕
ぎ
に
出
掛
け

て
い
ま
し
た
。

球
磨
川
は
素
晴
ら
し
い
、
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
川
で
す
！　

力
強
く
パ

ワ
ー
に
あ
ふ
れ
た
い
く
つ
も
の
瀬
と
美
し
い
川
の
原
風
景
。

球
磨
川
こ
そ
が
私
た
ち
の
故
郷
の
宝
物
だ
と
確
信
し
ま
し
た
！

こ
ん
な
魅
力
的
な
川
は
九
州
に
た
だ
一
つ
！　

日
本
中
に
も
数
え
る

ほ
ど
で
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
支
流
の
川
辺
川
は
一
〇
年
に
わ
た
り
環
境
省
が
認

め
た
水
質
日
本
一
の
川
で
す
。

こ
ん
な
故
郷
の
宝
物
を
流
域
全
体
に
、
県
下
に
、
全
国
に
知
ら
し

め
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
私
た
ち
は
球
磨
川
源
流
水
リ
レ
ー
を
続
け

て
き
た
の
で
す
。

源
流
水
リ
レ
ー
は
本
流
球
磨
川
だ
け
で
な
く
、
支
流
の
川
辺
川
、

万
江
川
な
ど
も
加
わ
り
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。
旧
坂
本
村
の
深
水

川
や
八
代
の
水
無
川
な
ど
の
小
さ
な
川
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

て
い
ま
し
た
。

夏
休
み
が
終
わ
る
ま
で
、
球
磨
川
が
透
明
な
川
に
戻
る
こ
と
は
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

以
来
あ
れ
か
ら
五
七
年
、
あ
の
透
視
度
三
メ
ー
ト
ル
の
球
磨
川
は

失
わ
れ
た
ま
ま
で
す
。

私
た
ち
の
源
流
水
リ
レ
ー
に
て
、
源
流
の
水
を
竹
筒
に
汲
み
上
げ

八
代
の
水
島
の
海
に
お
返
し
す
る
。

そ
れ
は
、
源
流
の
ま
ま
の
よ
う
な
水
が
八
代
の
河
口
ま
で
流
れ
て
い

た
時
代
に
時
を
戻
し
た
い
！

美
し
い
水
を
不
知
火
海
へ
返
し
た
い
！

そ
ん
な
祈
り
を
込
め
て
源
流
の
水
を
つ
な
い
で
き
た
の
で
し

た
。
水
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
、
人
を
つ
な
ぐ
、
心
を
つ
な
ぐ
こ
と

だ
と
。転　

機

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）
九
月
一
一
日
、
蒲
島
知
事

が
川
辺
川
ダ
ム
を
中
止
す
る
表
明
を
出
し
ま
し
た
。

そ
の
文
面
に
は
、「
球
磨
川
こ
そ
流
域
の
財
産
」
と
い
う
言

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
年
）
生
ま
れ
の
私
は
、
残
念
な
が
ら
、

そ
の
当
時
の
球
磨
川
を
知
り
ま
せ
ん
。
当
時
の
話
を
歯
科
医
の
那
須

智
治
先
生
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

昭
和
三
三
年
、
高
校
三
年
生
だ
っ
た
先
生
は
受
験
の
た
め
、
大
好

き
だ
っ
た
球
磨
川
で
の
魚
獲
り
を
我
慢
。
進
学
し
て
か
ら
の
夏
休
み
、

念
願
の
球
磨
川
に
潜
る
。

「
あ
れ
、
何
で
こ
ん
な
に
濁
っ
て
る
？
」

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
球
磨
川
最
上
流
部
に
完
成
し
た
市
房
ダ
ム
が

水
を
貯
め
、
放
水
を
開
始
し

私
た
ち
が
球
磨
川
源
流
水
リ
レ
ー
を
通
し
て
流
域
に
伝
え
た
か
っ

た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
？

川
は
時
と
し
て
、
氾
濫
し
、
大
切
な
生
命
や
財
産
を
う
ば
う
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
球
磨
川
が
尺
鮎
を
育

み
、
球
磨
川
下
り
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
他
所
に
な
い
独
特
な
魅
力

と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
不
知
火
海
へ
そ
そ
ぎ
、
そ
の
海
の
宝
を
支
え
る

た
だ
一
つ
の
大
河
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
こ
の
球
磨
川
が
大
好
き
！　

球
磨
川
大
好
き
！　

山
か
ら
海
へ
心

を
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と
の
川
！
」

私
た
ち
が
つ
な
い
で
き
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

こ
の
二
〇
年
で
一
番
変
わ
っ
た
の
は
、
流
域
の
人
た
ち
の
価
値
観
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
小
学
生
の
時
、
市
房
ダ
ム
に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
大
き
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
造
物
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
市
房
ダ

ム
が
で
き
た
お
か
げ
で
、
透
視
度
三
メ
ー
ト
ル
の
球
磨
川
は
永
遠
に

失
わ
れ
ま
し
た
。

参加者募集のビラ

カヌークラブの高校生も
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る
に
ち
が
い
な
い
。
私
た
ち
は
そ
う
確
信
し
た
の
で
し
た
。　
　
　
　

【
た
か
ば
・
え
い
じ
。
陶
芸
家
、
人
吉
市
】

葉
が
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
ん
な
時
代
を
待
ち
望
ん
で
い
た
の
で
す
。
私
た
ち
の
価

値
観
が
、
政
治
家
の
口
か
ら
出
て
く
る
時
代
に
な
っ
た
の
だ
と
。

私
た
ち
の
球
磨
川
源
流
水
リ
レ
ー
の
、
一
つ
の
役
割
を
終
え
た
時
で

も
あ
り
ま
し
た
。

は
た
し
て
球
磨
川
源
流
水
リ
レ
ー
は
ど
こ
へ
い
く
の
か
？

そ
ん
な
と
き
に
、
源
流
水
リ
レ
ー
に
八
代
か
ら
参
加
し
て
く
れ
た

現
在
の
実
行
委
員
長
・
松
田
浩
典
君
に
出
会
っ
た
の
で
し
た
。

彼
は
初
め
て
の
球
磨
川

源
流
に
感
動
し
て
い
ま
し

た
。子

供
た
ち
を
こ
の
源
流
に

連
れ
て
き
て
あ
げ
た
い
。
子

供
た
ち
に
球
磨
川
の
素
晴

ら
し
を
も
っ
と
伝
え
た
い
。

そ
ん
な
彼
に
こ
の
球
磨
川

源
流
水
リ
レ
ー
の
未
来
を
託

せ
た
ら
。
純
粋
に
球
磨
川

大
好
き
な
心
で
繋
い
で
く
れ

ずっと続く水島子供会

ゴールにはいつも美しい夕陽が…

絵と文／坂本福治

　

昭
和
二
十
一
年
、
朝
鮮
半
島
か
ら
引
き
揚
げ
て
、
母
の
里
天

草
に
着
い
た
。
私
は
小
学
四
年
の
年
だ
っ
た
。

　

は
じ
め
て
会
っ
た
祖
母
の
目
と
、私
の
目
は
同
じ
高
さ
だ
っ
た
。

祖
母
は
私
の
母
を
見
て
い
た
が
、
し
ば
ら
く
無
言
だ
っ
た
。
祖

母
の
目
の
下
側
か
ら
、
静
か
に
涙
が
に
じ
ん
で
上
り
、「
よ
う
帰
っ

た
な
あ
」
と
は
じ
め
て
声
を
出
し
た
。
祖
母
は
す
ぐ
さ
ま
「
カ

ン
ポ
ク
エ
ー
」
と
言
っ
た
。
何
の
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
。
サ
ツ
マ

イ
モ
を
食
べ
な
さ
い
と
言
っ
て
い
る
の
だ
と
、
母
が
通
訳
し
て
く

れ
た
。
大
き
な
ザ
ル
に
、
細
い
煮
た
イ
モ
が
干
さ
れ
て
い
た
。

　

今
夜
は
ご
ち
そ
う
と
決
ま
り
、
母
の
妹
と
か
な
り
歩
い
て
魚

屋
へ
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
何
も
な
い
。
村
の
奥
さ
ん
た
ち
が
、
私

に
わ
か
ら
な
い
言
葉
で
喋
っ
て
い
る
だ
け
。「
お
ー
い
」
と
遠
く

か
ら
声
が
し
た
。
捕
れ
た
て
の
魚
が
来
た
の
だ
。
大
き
な
ザ
ル

が
一
同
の
前
で
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
、
様
々
な
海
の
生
き
物
た
ち
が

う
ご
め
い
て
い
た
。
奥
さ
ん
た
ち
は
奪
い
合
う
よ
う
に
自
分
の

好
き
な
魚
を
確
保
し
、
金
を
払
っ
て
、
静
か
に
散
っ
て
行
っ
た
。

叔
母
が
買
っ
た
も
の
に
ナ
マ
コ
が
あ
っ
た
。

【
さ
か
も
と
・
ふ
く
じ
。
画
家
、
人
吉
市
】

その① 

母
の
里
天
草
に
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そ
ん
な
「
限
界
集
落
」
の
メ
ッ
カ
（
と

い
う
い
い
方
は
あ
ま
り
ふ
さ
わ
し
く
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
）
で
あ
る
坂
本
町
の
集

落
で
は
、
集
落
単
位
で
行
わ
れ
る
伝
統
行

事
や
伝
統
芸
能
の
消
滅
（
ま
た
は
休
止
状

態
）、
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
百

済
来
地
域
の
集
落
も
、
残
念
な
こ
と
に
限

界
集
落
と
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
こ
数
年
で
子

ど
も
の
声
を
聞
く
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
地
元
の
保
育
園
の
園
児
も
つ
い
に
10
名

あ
ま
り
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
か
つ
て

町
内
に
８
校
あ
っ
た
小
学
校
も
、
い
ま
は
一

よ
っ
て
、
そ
の
共
同
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
集
落

　

数
値
的
（
厳
密
）
に
い
え
ば
、

②
高
齢
者
（
65
歳
以
上
の
人
）
が
人
口
の

半
数
を
超
え
た
集
落

を
指
す
よ
う
で
す
。
坂
本
町
は
、
全
集

落
の
半
数
以
上
が
限
界
集
落
（
②
の
意
味

で
の
）
で
す
。
52
パ
ー
セ
ン
ト
が
65
歳
以
上

の
高
齢
者
（
２
０
１
６
年
１
月
末
現
在
）

で
あ
る
と
い
う
、
全
国
的
に
み
て
も
高
齢

化
率
が
高
い
地
域
で
す
。

旧
坂
本
村
の
坂
本
桃
子
と
申
し
ま
す
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
坂
本
、
生
粋
の
坂
本
っ

子
で
す
。
名
前
ま
で
「
坂
本
」
で
す
の
で
、

な
ん
だ
か
重
い
も
の
を
背
負
っ
て
い
る
気
が

し
て
な
り
ま
せ
ん
（
笑
）。

こ
こ
で
は
「
限
界
集
落
」
を
テ
ー
マ
に
し

ま
す
。

限
界
集
落
。
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
す
。

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
簡

単
に
説
明
し
ま
す
と

①
集
落
の
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に

限
界
集
落
便
り 

①

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
篇　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本 

桃
子

（
女
性
で
す
）
と
共
同
生
活
を
し
て
い
ま

す
。
最
近
、都
市
部
の
若
者
の
あ
い
だ
で
は
、

「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」
と
い
っ
て
、
ひ
と
つ
の
建

物
に
複
数
の
人
間
が
共
同
生
活
を
す
る
と

い
う
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
流
行
し

て
い
ま
す
。
お
金
の
な
い
若
者
に
と
っ
て
は
、

高
い
家
賃
を
払
っ
て
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
を
す

る
よ
り
、
少
し
ば
か
り
自
由
が
な
く
て
も

複
数
の
人
間
で
家
賃
や
光
熱
費
、
食
費
を

割
り
勘
に
し
、
わ
ず
か
で
も
生
活
費
を
浮

か
せ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
別
の
理
由
で
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
と
い
う
生
活
を
選
ぶ
人
も
い
る
の
で
す
が
。

（
た
と
え
ば
一
人
寂
し
く
ア
パ
ー
ト
に
住
む

よ
り
も
誰
か
と
毎
日
賑
や
か
に
過
ご
し
た

い
、
な
ど
）

そ
ん
な
都
市
部
で
の
「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」

に
少
し
憧
れ
も
あ
っ
た
私
は
、
な
ん
と
こ
の

坂
本
町
で
「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」
を
は
じ
め
る

と
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

私
は
、
い
ま
、
百
済
来
の
実
家
を
出

て
、
町
内
の
別
の
集
落
で
生
活
を
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等

の
賃
貸
住
宅
は
あ
り
ま
せ
ん
。
空
き
家
に

な
っ
て
い
た
一
軒
を
お
借
り
し
て
、
同
級
生

校
に
統
合
さ
れ
、
８
校
す
べ
て
の
校
舎
の
時

間
は
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
地
域
か
ら

子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
る
こ
と
ほ
ど

寂
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
学
校
の
統

廃
合
は
坂
本
町
の
衰
退
に
拍
車
を
か
け
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
坂
本
町
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
。
私
は
、

深
刻
な
状
態
を
む

か
え
て
い
る
ふ
る
さ

と
の
現
状
に
、
悶
々

と
し
た
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

あ
る
日
私
は
、
そ

れ
が
と
ん
だ
勘
違

い
で
あ
る
こ
と
に
気

が
つ
き
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
は
、
そ
の
こ
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と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
、
集
落
の

限
界
を
決
め
る
の
は
、外
の
人
間
で
は
な
く
、

紛
れ
も
な
く
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
住
民
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
う

ち
の
集
落
は
限
界
集
落
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、
実
際
に
こ
の
集
落
に
住
ん
で
い

る
私
が
、
限
界
ど
こ
ろ
か
無
限
の
可
能
性

を
感
じ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

【
さ
か
も
と
・
も
も
こ
。
八
代
市
坂
本
町
】

た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
他
愛
も
な
い
会
話
を

し
、
そ
の
ま
ま
家
で
お
茶
を
い
た
だ
く
こ
と

も
し
ば
し
ば
。
集
落
一
、
器
用
な
オ
ト
ウ

サ
ン
が
、
大
雪
後
に
破
裂
し
た
水
道
管
を

も
の
の
１
時
間
で
修
理
し
て
く
れ
、
し
ま
い

に
は
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
ま
で
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔

で
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
は
こ
の
集
落
だ
け
で
な

く
、
田
舎
で
あ
れ
ば
日
本
全
国
ど
こ
で
も

見
ら
れ
る
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
都
市
部
で
の
生
活
も
少
し

経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
私
に
と
っ
て
は
、
そ

ん
な
心
が
あ
た
た
か
く
な
る
出
来
事
が
真

の
生
活
の
豊
か
さ
と
、「
生
き
て
い
る
」
と

い
う
実
感
を
、
毎
日
、
あ
た
え
て
く
れ
ま

す
。
こ
れ
だ
け
「
限
界
」
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
坂
本
の
集
落
に
住
ん
で
い
る
私
で
す
が
、

ま
っ
た
く
も
っ
て
「
限
界
」
だ
と
感
じ
る
こ

こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
都
会
の
そ
れ
と

は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
お
洒
落
な
キ
ッ

チ
ン
で
は
な
く
、
昔
な
が
ら
の
土
間
。
夜
は

コ
オ
ロ
ギ
や
鈴
虫
が
布
団
の
隣
で
泣
い
て
い

た
り
、
パ
ソ
コ
ン
に
む
か
っ
て
い
る
時
に
天

井
か
ら
ム
カ
デ
が
降
っ
て
き
た
り
…
（
汗
）

あ
る
時
は
、
外
の
洗
濯
機
の
と
こ
へ
行
く

と
、
数
匹
の
鹿
が
目
の
前
を
通
過
し
た
り
。

は
じ
め
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
そ

ん
な
生
活
に
も
慣
れ
て
い
き
、
半
年
を
過

ぎ
た
頃
に
は
毎
日
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
た
ち
の
「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」
の

あ
る
集
落
で
す
が
、
世
帯
数
が
20
ほ
ど
し

か
な
い
、
小
さ
な
ム
ラ
で
す
。
人
と
人
と
の

距
離
が
近
く
、
全
員
が
支
え
合
っ
て
、
助

け
合
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
帰
宅
す
れ
ば

玄
関
先
に
大
量
の
野
菜
。
そ
れ
が
三
日
続

く
こ
と
も
ザ
ラ
で
す
。
偶
然
、
出
く
わ
し

の
概
要
が
わ
か
っ
て
不
安
が
減
り
ま
し
た
。

一
般
的
に
噛
ま
れ
た
直
後
に
は
縫
合
は
せ

ず
、
傷
口
を
丹
念
に
洗
っ
た
う
え
で
抗
菌
薬

な
ど
を
投
与
し
て
経
過
を
み
る
こ
と
が
多

い
そ
う
で
す
。
も
し
も
傷
跡
な
ど
が
残
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
半
年
ほ
ど
し
て
か
ら

形
成
外
科
で
手
術
な
ど
を
し
て
も
ら
え
る

そ
う
で
す
。
僕
以
上
に
美
紗
さ
ん
の
罪
悪

感
が
強
く
、「
や
す
み
の
顔
に
傷
が
残
っ
て

師
の
方
々
は
親
切
で
、
や
す
み
が
病
院
に

来
て
も
泣
か
ず
に
い
る
こ
と
を
ほ
め
て
く
れ

ま
し
た
。
犬
の
噛
み
傷
は
ば
い
菌
が
入
っ
て

化
膿
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
縫
わ
ず
に
水

で
洗
っ
て
テ
ー
プ
で
と
め
て
、
様
子
を
み
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
何
度
か
テ
ー
プ
が
は
が
れ

て
し
ま
っ
て
再
受
診
し
た
り
、
傷
口
か
ら
血

が
出
た
り
し
た
の
で
す
が
、
し
だ
い
に
、
よ

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
す
る
と
、「
犬
に
顔
を
噛
ま
れ
た
」

と
い
う
記
事
が
多
く
あ
り
、
経
過
や
対
応

友
人
宅
に
出
か
け
て
い
る
と
き
に
、
娘

の
や
す
み
が
犬
に
噛
み
つ
か
れ
ま
し
た
。
僕

は
そ
の
場
に
は
お
ら
ず
、
妻
の
美
紗
さ
ん
が

い
っ
し
ょ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
美
紗
さ
ん
も

あ
ま
り
に
突
然
の
出
来
事
に
気
が
動
転
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
や
す
み
が
エ
サ
を
あ
げ

よ
う
と
し
た
と
き
に
、
急
に
飛
び
か
か
っ
て

き
た
そ
う
で
す
。
小
型
犬
な
の
で
油
断
し
て

い
た
面
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

顔
面
や
腕
を
噛
ま
れ
、
顔
の
回
り
が
血

だ
ら
け
に
な
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
近
く
の

救
急
病
院
に
行
き
ま
し
た
。
看
護
師
や
医

オ
キ
ノ
の
視
点
①

子
ど
も
と
事
故
　
　
　
　
　

興
野 

康
也



27  くまがわ春秋　Vol.1　2016.4.9 26くまがわ春秋　Vol.1　2016.4.9

さ
と
か
を
考
え
て
い
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た

の
で
す
。
何
事
に
も
捨
て
身
で
挑
戦
す
る
子

ど
も
の
姿
こ
そ
が
生
き
る
こ
と
な
ん
だ
と
、

時
々
は
反
省
す
る
こ
と
が
僕
に
は
必
要
で

す
。
安
定
し
過
ぎ
て
い
る
こ
と
は
停
滞
な
は

ず
で
す
か
ら
。

【
お
き
の
・
や
す
な
り 

。
精
神
科
医
、

人
吉
市
】

調
で
面
倒
な
こ
と
の
多
い
子
ど
も
の
世
話
で

す
が
、
冒
険
な
ん
だ
と
と
ら
え
直
し
て
い

ど
む
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

親
も
子
ど
も
の
挑
戦
す
る
姿
か
ら
学
ぶ

こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
す
。
一
般
に
年
齢
と

と
も
に
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機

会
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。
僕
自
身
も
以
前
よ

り
も
保
身
に
傾
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
自

己
改
革
や
向
上
よ
り
も
、
安
定
と
か
確
実

な
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
先
の
見
通
し

の
立
た
な
い
ま
ま
に
活
動
に
飛
び
込
ん
だ

り
、
い
ま
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
に

手
探
り
で
取
り
組
ん
だ
り
。
う
ま
く
い
く

か
い
か
な
い
か
で
は
な
く
、「
未
知
な
る
も

の
へ
触
手
を
伸
ば
す
」
こ
と
自
体
が
成
長

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
に
は
必
ず
リ
ス
ク
が
伴
う
ん
で
す

ね
。
事
故
や
社
会
的
な
問
題
に
つ
な
が
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
人
の
一
生
の
な
か
で
考

え
る
と
、
幼
児
の
段
階
も
危
険
な
時
期
で

す
し
、
自
立
を
は
か
る
青
年
期
も
そ
う
だ

と
思
い
ま
す
。

子
育
て
に
話
を
戻
す
と
、
親
は
時
々
は

「
子
ど
も
が
生
き
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
危

険
が
含
ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
識

し
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
し
ょ
う
。
な
の
で

子
育
て
に
は
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
す
る
ス
リ
リ
ン
グ
さ

が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
単

す
。「
ち
ょ
っ
と
心
配
だ
け
ど
、ほ
っ
て
お
く
」

時
間
が
必
ず
発
生
す
る
の
で
す
。
な
の
で
厳

密
に
考
え
る
と
怖
い
の
で
す
が
、
実
際
に
は

そ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

で
は
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
子
ど
も
は
事
故

を
起
こ
す
の
で
し
ょ
う
か
？
子
ど
も
と
暮

ら
し
て
い
て
ま
っ
さ
き
に
考
え
つ
く
理
由
は
、

「
猛
烈
に
世
界
に
対
す
る
好
奇
心
が
あ
る

か
ら
」
で
す
。
知
ら
な
い
場
所
に
行
こ
う
と

し
た
り
、高
い
と
こ
ろ
に
登
ろ
う
と
し
た
り
、

知
ら
な
い
も
の
に
触
っ
た
り
、
食
べ
よ
う
と

し
た
り
す
る
。
そ
の
好
奇
心
は
大
変
恐
る

べ
き
も
の
で
す
。
新
奇
な
経
験
を
た
く
さ
ん

吸
収
し
て
い
く
こ
と
で
、
子
ど
も
は
理
解
や

活
動
の
範
囲
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て

未
知
な
る
も
の
に
触
れ
よ
う
と
す
る
か
ら
、

同
時
に
危
険
も
呼
び
込
む
ん
で
す
ね
。

僕
自
身
の
い
ま
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
て

も
、
成
長
し
た
時
期
は
同
時
に
ま
た
危
険

倒
・
転
落
、
火
へ
の
暴
露
な
ど
が
多
い
順
に

挙
が
っ
て
い
ま
す
。

変
な
物
を
飲
み
込
む
こ
と
。
お
風
呂
で

溺
れ
る
こ
と
。
階
段
か
ら
の
転
落
。
熱
い
も

の
に
触
っ
て
や
け
ど
す
る
こ
と
。
い
ず
れ
も

娘
の
や
す
み
や
息
子
の
響
に
実
際
に
起
こ
っ

た
こ
と
や
起
こ
り
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
ば
か

り
で
す
。
子
ど
も
は
実
は
事
故
の
塊
な
ん
で

す
ね
。

さ
ら
に
予
防
も
「
言
う
は
易
し
、
行
う

は
難
し
」
で
す
。
理
論
上
は
簡
単
で
、
ず
っ

と
見
て
い
れ
ば
い
い
だ
け
な
の
で
す
が
、
実

際
に
は
大
変
で
す
。
子
ど
も
は
ち
ょ
っ
と
目

を
離
し
た
す
き
に
机
の
う
え
に
立
っ
た
り
、

階
段
の
手
す
り
の
外
側
を
上
っ
た
り
、
と

が
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
口
に
入
れ
た
り
、
湯
舟

の
な
か
で
滑
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
複
数
人

の
子
ど
も
が
い
る
場
合
に
は
、
全
員
に
完
璧

に
目
を
届
か
せ
る
な
ど
と
う
て
い
不
可
能
で

し
ま
う
の
で
は
」
と
い
う
不
安
も
大
き
か
っ

た
の
で
、
情
報
を
知
っ
て
助
か
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
考
え
た
の
は
、「
子
ど
も
と
事

故
の
関
係
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
子
ど
も
の

死
因
の
上
位
に
事
故
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は

以
前
か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
自
分
が

実
際
に
子
育
て
を
経
験
す
る
ま
で
は
、
そ

こ
ま
で
切
実
に
は
受
け
取
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
ど
こ
か
他
人
事
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
消
費
者
庁
の

「
子
ど
も
を
事
故
か
ら
守
る
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
資
料
に
よ
れ
ば
、
０
歳
児
の
死
因
の

う
ち
「
不
慮
の
事
故
」
は
４
位
だ
そ
う
で

す
（
２
０
１
３
年
の
調
査
）。
さ
ら
に
１
～

４
歳
児
で
は
死
因
の
２
位
、
５
～
９
歳
児

で
は
１
位
と
上
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
不
慮

の
事
故
の
内
容
と
し
て
は
、
１
～
４
歳
児

の
場
合
、
交
通
事
故
、
窒
息
、
溺
水
、
転
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こ
ろ
で
観
察
を
す
る
。
声
も
か
け
な
い
。
今

で
言
う
ス
ト
ー
カ
ー
で
あ
る
。

秋
に
な
っ
た
。
こ
の
日
は
ト
キ
メ
キ
通
り

か
ら
の
行
動
が
判
明
し
た
。
人
吉
駅
前
か

ら
ト
キ
メ
キ
通
り
の
ゴ
ミ
拾
い
を
済
ま
せ
る

と
、
青
井
阿
蘇
神
社
方
面
へ
交
差
点
を
右

折
し
、
参
道
と
蓮
池
の
間
に
あ
る
土
の
部

分
の
草
む
し
り
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
私

せ
な
い
興
味
を
持
っ
た
。
こ
の
男
、
ほ
ぼ
週

末
に
は
ト
キ
メ
キ
通
り
に
現
れ
、
そ
し
て

同
じ
行
動
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。週
末
、

そ
の
男
が
現
れ
る
時
間
に
な
る
と
私
も
ト

キ
メ
キ
通
り
に
向
か
い
、
男
か
ら
離
れ
た
と

子
ど
も
で
も
持
ち
上
げ
ら
れ
る
の
で
、
誰

か
は
判
ら
な
い
が
持
ち
帰
っ
て
し
ま
い
、
そ

の
隙
間
が
格
好
の
灰
皿
と
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
の
だ
。

私
は
瞬
間
に
、
こ
の
男
に
言
葉
に
あ
ら
わ

わ
る
『
き
じ
馬
』
が
施
し
て
あ
る
。
同
じ

く
御
影
石
で
で
き
て
い
る
。

こ
の
男
、
ど
う
考
え
て
も
清
掃
作
業
員

に
は
見
え
な
い
。
す
る
と『
き
じ
馬
』を
ス
ッ

と
持
ち
上
げ
、
そ
の
中
か
ら
何
か
を
取
り

出
し
『
き
じ
馬
』
を
元
の
位
置
に
戻
し
た
。

そ
し
て
一
～
二
歩
あ
る
く
と
歩
道
の
ゴ
ミ
を

拾
い
上
げ
買
い
物
用
の
ポ
リ
袋
に
入
れ
た
。

そ
の
時
に
、
こ
の
男
は
ト
キ
メ
キ
通
り
を
清

掃
し
て
い
る
の
だ
と
解
っ
た
。
風
貌
は
、
色

白
で
メ
ガ
ネ
を
掛
け
、
す
ら

り
と
し
て
真
面
目
そ
う
な
男

で
あ
る
。
年
齢
は
五
十
代
に

見
え
た
。

『
き
じ
馬
』
の
車
止
め
で
の

行
動
は
、
ト
キ
メ
キ
通
り
を

歩
く
観
光
客
が
『
き
じ
馬
』

を
灰
皿
代
わ
り
に
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
『
き
じ
馬
』
は
、

謎
の
男
の
正
体
は
？

想
い
起
こ
せ
ば
平
成
19
年
春
の
日
曜
日
、

美
し
く
整
備
さ
れ
た
通
称
ト
キ
メ
キ
通
り

（
人
吉
駅
前
通
り
）
の
歩
道
に
設
置
さ
れ

た
車
止
め
に
モ
ゾ
モ
ゾ
と
何
か
し
て
い
る
男

が
い
た
。
こ
の
車
止
め
は
御
影
石
で
造
ら
れ

て
お
り
、
上
部
に
は
人
吉
球
磨
地
域
で
い

に
し
え
よ
り
子
供
の
遊
び
道
具
と
し
て
伝

定
住 吉

吉
則 昭

が行く
─１─

九州相良藩「吉組」大番頭　鳥飼 博 

人吉観光案内人物語

＜九州相良藩【吉組】とは＞
九州相良藩【吉組】は、およそ10年前に、主宰の「線香屋の【定吉】

（住吉則昭）」が、一人きりで人吉駅前の「からくり時計」で観
光客のみなさまのお迎えとご案内をはじめたことからスタート。その
後、晴れの日も雨の日も風の日も【定吉】は、からくり時計や青
井阿蘇神社ほか市内の観光スポットに出て、無償で観光案内をし
続けている。その真摯な姿勢に心打たれた人 が々少しずつ集まり、
2015 年 3月には人吉観光案内人団体「九州相良藩【吉組】」
が発足した。

人吉駅前で観光案内する定吉

田園シンフォニー車中にて

Ⓒ Keiichi Murakami
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あ
の
時
の
診
断
は
間
違
っ
て
は
い
な
か
っ
た

と
証
明
で
き
た
。

寒
風
の
中
を
観
光
客
に
成
り
す
ま
し
て

い
る
男
を
な
が
め
て
い
る
う
ち
に
、
一
つ
の

疑
問
が
沸
い
て
き
た
。
週
末
に
な
る
と
青

井
阿
蘇
神
社
に
出
向
き
観
光
客
に
紛
れ
込

ん
で
メ
モ
を
と
る
男
。
説
明
を
受
け
る
時

間
は
約
20
分
間
。
そ
の
疑
問
と
は
、
青
井

阿
蘇
神
社
の
宮
司
は
、
あ
の
男
に
気
付
い
て

お
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
？　

気
付
い
て

お
ら
れ
て
も
何
も
言
わ
れ
な
い
の
か
？　

何

か
言
わ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
い
つ
も
と
同
じ

よ
う
に
説
明
を
聞
き
メ
モ
を
と
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
観
光
客
に
成
り
す

ま
す
と
い
う
こ
と
は
尚
更
で
あ
る
。

次
号
は
『
職
務
質
問
』
で
す
。

【
と
り
か
い
・
ひ
ろ
し
。
人
吉
市 

】

か
と
疑
心
暗
鬼
に
陥

る
自
分
が
い
た
。
男

は
週
末
に
な
る
と
い
つ

も
同
じ
行
動
を
し
て

い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
思
っ
た
。
あ
の

男
の
血
液
型
は
絶
対

に
Ｏ
型
に
違
い
な
い
。

自
信
が
あ
っ
た
。
若

い
頃
に
は
信
じ
な
か
っ

た
血
液
型
診
断
も
、

こ
の
年
齢
に
な
る
と

経
験
値
が
物
を
言
う

の
だ
。
数
年
後
に
あ

る
出
来
事
を
き
っ
か

け
に
本
人
に
確
認
す

る
機
会
が
あ
っ
て
尋

ね
た
と
こ
ろ
、『
俺お

ら
、

Ｏ
型
ば
い
』。
や
は
り

た
と
こ
ろ
で
振
り
返
り
一
礼
を
し
て
、
置
い

て
き
た
ま
ま
の
ポ
リ
袋
の
前
に
戻
り
草
む

し
り
を
は
じ
め
た
。
そ
の
日
の
私
は
激
し

か
っ
た
心
の
出
入
り
に
疲
れ
て
し
ま
い
、
い

つ
も
の
よ
う
に
男
に
声
を
か
け
る
こ
と
な
く

そ
の
場
を
後
に
し
た
。

観
光
シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
り
に
近
い
秋
も

深
ま
っ
た
土
曜
日
に
、
青
井
阿
蘇
神
社
に

参
拝
に
出
掛
け
た
。
参
拝
者
は
襟
巻
き
に

コ
ー
ト
と
い
う
装
い
が
目
立
っ
た
。
境
内
を

見
回
す
と
、
十
数
名
の
団
体
を
案
内
す
る

宮
司
の
姿
が
目
に
入
っ
た
。頭
の
中
で
ス
イ
ッ

チ
が
入
っ
た
。
私
の
頭
の
中
の
回
線
は
正
常

に
機
能
し
て
い
た
。
そ
の
観
光
客
の
集
団
に

目
を
凝
ら
す
と
、
や
は
り
そ
知
ら
ぬ
振
り

で
観
光
客
に
成
り
き
っ
て
い
る
あ
の
男
が
い

た
。
妙
に
嬉
し
さ
が
沸
い
て
き
て
、
そ
こ
に

は
お
か
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

と
こ
ろ
が
男
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
手
帳
と
ペ

ン
を
取
り
出
し
、
宮
司
の
説
明
を
書
き
と
っ

て
い
る
で
は
な
い
か
。
な
ん
と
不
思
議
な
男

で
あ
ろ
う
か
と
思
う
と
同
時
に
、
安
堵
感

と
自
ら
の
早
と
ち
り
に
呆
れ
た
。
宮
司
が

語
る
楼
門
の
説
明
に
頷
き
な
が
ら
、
速
記

で
も
勉
強
し
た
経
験
で
も
あ
る
か
の
よ
う

な
速
さ
で
メ
モ
を
と
っ
て
い
る
。
拝
殿
、
幣

殿
、
廊
、
本
殿
と
20
分
位
の
説
明
の
時
間

を
同
じ
よ
う
に
過
ご
し
て
い
た
。

観
光
客
の
団
体
は
案
内
が
終
わ
る
と
観

光
バ
ス
が
待
つ
駐
車
場
へ
と
帰
っ
て
行
っ
た

が
、
男
は
そ
の
ま
ま
宮
司
の
後
を
気
付
か

れ
な
い
よ
う
に
一
定
の
距
離
を
と
っ
て
付
い

て
行
き
、
社
務
所
へ
と
入
っ
て
行
く
宮
司
に

神
様
を
拝
む
よ
う
に
深
々
と
こ
う
べ
を
垂

れ
た
の
で
あ
る
。
私
の
心
に
は
蓮
池
に
捨
て

た
は
ず
の
『
感
動
』
が
、
再
び
舞
い
戻
っ
て

い
た
。
男
は
、
頭
を
上
げ
る
と
鳥
居
を
出

の
心
の
中
に
「
感
動
」
と
い
う
気
持
ち
が

湧
き
上
が
っ
た
。
男
は
草
む
し
り
を
し
な
が

ら
、
参
道
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
る
。
す

る
と
、
小
旗
を
持
っ
た
バ
ス
ガ
イ
ド
が
案
内

す
る
団
体
客
が
通
り
か
か
っ
た
。こ
の
男
は
、

さ
り
げ
な
く
そ
の
集
団
の
中
に
入
り
込
ん

だ
の
で
あ
る
。
し
か
も
ゴ
ミ
の
ポ
リ
袋
は
そ

の
場
に
置
い
た
ま
ま
。
私
は
す
ぐ
に
「
感

動
」を
蓮
池
に
打
ち
捨
て
た
。
と
っ
さ
に「
こ

の
男
は
ス
リ
だ
！
」
と
思
い
、
団
体
の
最
後

尾
か
ら
男
を
見
張
っ
た
。
鳥
居
の
前
で
一
礼

を
し
て
、
手
水
舎
の
前
で
青
井
阿
蘇
神
社

宮
司
の
案
内
を
受
け
る
団
体
客
の
中
に
紛

れ
込
ん
だ
男
は
、
上
着
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を

差
し
込
ん
だ
。
も
う
何
か
盗
ん
だ
の
か
と

思
っ
た
私
は
、
団
体
客
を
掻
き
分
け
男
の

す
ぐ
後
ろ
に
立
っ
た
。
い
つ
の
間
に
誰
か
ら

何
を
盗
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
と
、
私
の
胸
の

鼓
動
は
早
く
な
っ
て
い
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

ロンドンタクシーと吉組のメンバー
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と
言
う
て
、
い
き
な
り
オ
ル
が
身
体
に
ぶ
つ
か
っ
て
き
て
な
ぁ
。
は

ず
み
ば
く
ろ
う
て
、
オ
ル
は
つ
っ
こ
け
て
し
も
う
た
け
ん
ど
、
相
手
の

腕
ば
し
っ
か
り
つ
か
ん
ど
っ
て
離
さ
ん
だ
っ
た
、
ア
イ
ヤ
ツ
の
手
が
と

れ
て
し
も
う
た
。

「
イ
テ
テ
ー
ー
ー
」

と
甲
高
い
声
ば
あ
げ
て
淵
の
な
か
に
飛
び
込
ん
で
し
も
う
た
た
い
。

こ
る
が
、
そ
の
と
き
の
手
た
い
」

と
祖
父
は
云
っ
て
、
古
い
タ
ン
ス
の
引
き
出
し
の
中
か
ら
、
黄
色
い

油
紙
に
包
ま
れ
た
骨
の
塊
を
見
せ
て
く
れ
た
。
話
の
終
わ
り
頃
に
な

る
と
、

「
山
ん
太
郎
さ
ん
は
、
川
ん
太
郎
に
な
っ
て
球
磨
川
の
淵
に
住
ん
ど

る
け
ん
、
決
し
て
、
大
小
便
な
し
て
で
き
ん
。
大
小
便
ば
し
た
ら
、

ジ
ゴ
ン
巣
ば
と
ら
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
け
ね
。

冬
に
な
っ
と
し
ゃ
が
、
川
ん
太
郎
は
山
ん
太
郎
に
な
っ
て
山
に
お
ら

す
け
ん
、

『
山
ん
太
郎
さ
ん
、
山
に
入
り
ま
す
け
ん
、よ
ろ
し
ゅ
う
頼
ん
ま
す
』

と
云
っ
て
仕
事
（
シ
ゴ
ツ
）
ば
せ
ん
な
ん
よ
。
云
わ
ん
と
し
ゃ
が
周

「
む
か
し
、
居
っ
た
。
じ
ぃ
ち
ゃ
ん
が
若
っ
か
時
分
に
な
ぁ
。

オ
ル
が
佐
敷
の
計
石
港
か
ら
、
魚
ば
大
八
車
に
い
っ
ぱ
い
載
せ
て
、

渡
村
（
現
球
磨
村
）
の
渡
し
場
ま
で
、
そ
い
ば
運
ぶ
仕
事
ば
し
よ
っ

た
タ
イ
。

そ
ん
で
、
戻
り
か
け
天
目
の
才
木
川
の
淵
で
休
ん
ど
っ
た
ら
、

生
臭
く
、
そ
う
し
て
冷
え
臭
か
ニ
オ
イ
の
風
が
ゾ
ー
ッ
と
吹
い
た

か
と
思
う
と
、
オ
ル
が
前
に
ヒ
ョ
イ
と
立
っ
て
な
ぁ
。
そ
う
な
、
身
の

丈
は
大
人
で
も
な
く
子
ど
も
で
も
な
く
、背
中
に
コ
ウ
ラ
ば
し
ょ
っ
て
、

頭
は
ベ
ッ
タ
ラ
ー
に
し
て
、
水
ば
し
た
ら
せ
て
、
立
っ
と
っ
た
い
。
そ

し
て
、

『
オ
イ
、
相
撲
ば
と
ろ
う
』

川
ン
太
郎
の
手 　

 

緒
方
雅
子

民
話
発
掘
①

家
に
は
、
小
説
家
の
芥
川
龍
之
介
の
河
童
の
絵
が
保
存
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。

芦
北
町
か
ら
八
代
市
に
引
っ
越
し
た
が
、
い
ま
で
も
、
私
の
気
分

は
芦
北
も
ん
で
あ
る
。

【
お
が
た
・
ま
さ
こ
。
八
代
市
】

り
ば
う
ろ
つ
い
て
、

『
ホ
ー
イ
ホ
イ
』

と
囃
し
て
、
セ
か
ら
し
か
タ
イ
。
そ
ん
で
、
つ
い
、

『
ホ
ー
イ
ホ
イ
』

と
返
事
ど
ま
す
れ
ば
、
う
れ
し
が
っ
て
寄
っ
て
き
て
、
山
奥
さ
ん

連
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
け
ん
。
よ
か
ね
、
こ
ん
こ
つ
ば
、
よ
く
覚
え
て

お
か
ん
ば
ワ
カ
ラ
ン
よ
」

と
云
っ
た
。
昭
和
30
年
代
の
話
で
あ
る
。

祖
母
も
同
じ
だ
っ
た
。
そ
の
頃
ど
の
家
に
も
テ
レ
ビ
は
な
か
っ
た
。

祖
母
は
、冬
場
に
は
「
雪
バ
バ
女
」
の
話
を
、夏
場
に
は
「
川
ン
太
郎
」

の
話
を
寝
物
語
で
し
て
く
れ
た
。

川
ン
太
郎
の
手
は
水
害
の
と
き
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
持
ち
主
の

川
ン
太
郎
（
山
ン
太
郎
）
さ
ん
に
届
い
た
だ
ろ
う
か
。
な
ん
だ
か
、

も
の
が
な
し
い
。

川
ン
太
郎
（
山
ン
太
郎
）
は
、
ひ
ょ
う
き
ん
で
、
鮎
や
鯉
な
ど
の

魚
が
い
っ
ぱ
い
い
そ
う
な
川
、
う
っ
そ
う
と
し
た
山
が
好
き
だ
。
そ
う

い
え
ば
、
芦
北
で
は
、
川
や
山
で
亡
く
な
っ
た
児
童
が
い
た
ら
、
お

地
蔵
さ
ん
と
し
て
供
養
す
る
習
わ
し
が
あ
る
。
佐
敷
の
旧
家
・
芥
川

絵／坂本福治
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形が
た

銅ど
う

剣け
ん

が
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
、
弥や

生よ
い

時
代

前
期
末ま

つ

か
ら
中
期
初し

ょ

頭と
う

の
亀か

め

ノの

甲こ
う

式
土
器
の

頃
で
あ
っ
た
、
と
書
い
た
。
そ
し
て
、
続
く

一
六
一
で
は
、
そ
の
年
代
に
つ
い
て
、「
北
大

久
保
Ｂ
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
土
器
（
亀
ノ
甲

式
）
に
付
着
し
た
炭
の
年
代
（
暦れ

き

年ね
ん

較こ
う

正せ
い

）

か
ら
、
二
四
二
〇
年
前
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
く
、
前
期
末
の
古
さ
だ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
」
と
書
い
た
。
さ
ら
に
「
有
明
海
沿

岸
に
住
ん
で
い
た
人
々
は
、
玄げ

ん

界か
い

灘な
だ

沿
岸
の

人
々
か
ら
細
形
銅
剣
を
手
に
入
れ
た
の
だ
ろ

う
」
し
、
そ
の
人
々
の
中
の
誰
か
が
、
細
形

銅
剣
を
携
え
て
、
九
州
山
地
を
越
え
て
球
磨

に
入
っ
た
と
書
い
た
。
そ
の
ル
ー
ト
は
、「
海

 （１）
球磨川筋の弥生時代①

熊本県立装飾古墳館長  木﨑康弘

くまがわすじの考古地誌

亀
ノ
甲
式
土
器
。

八
代
か
ら
の
入
植
ル
ー
ト
を
考
え
る

『
く
ま
が
わ
す
じ
の
考
古
地
誌
』
は
、『
週

刊
ひ
と
よ
し
』
で
こ
れ
ま
で
連
載
し
て
き
た

『
球
磨
の
考
古
地
誌
』
の
後
を
引
き
継
い
だ

歴
史
叙
述
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
そ
の
視
点
は
、

人
々
が
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
、
ど
の
よ
う
に

関
わ
り
あ
い
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
交
流
し

て
き
た
の
か
を
、
球
磨
を
ベ
ー
ス
に
据
え
な

が
ら
も
、
球
磨
川
流
域
全
域
、
さ
ら
に
は
八

代
海
沿
岸
域
に
ま
で
対
象
範
囲
を
広
げ
て
語

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
回
目
を

八
代
の
話
題
か
ら
始
め
よ
う
。

　

・　
　

・　
　

・　
　

・　
　

・

『
球
磨
の
考
古
地
誌
』
一
六
〇
で
は
、
球

磨
郡
多
良
木
町
黒く

ろ

肥ひ

地じ

の
大
久
保
台
地
に
細ほ

そ

路
で
直
接
八
代
に
到
っ
た
人
々
が
入
っ
た
り
、

海
路
な
り
陸
路
な
り
し
て
熊
本
平
野
に
や
っ

て
来
た
人
々
が
入
っ
た
り
で
き
る
大お

お

通と
お
り

峠
と
う
げ

越
え
が
現
実
的
で
あ
る
」
と
も
語
っ
た
。

で
は
、
具
体
的
に
八
代
で
そ
の
頃
の
ム
ラ

の
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ

が
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
、
話
題
と
し
て
み
よ

う
。八

代
市
内
で
は
、
二
〇
〇
〇
（
平
成

一
二
）
年
度
か
ら
〇
三
年
度
に
か
け
て
、
九

州
新
幹
線
新
八
代
・
西
鹿
児
島
間
建
設
工
事

で
破
壊
さ
れ
る
遺
跡
の
発
掘
が
行
わ
れ
て
い

た
。
そ
の
数
は
一
三
ヶ
所
で
、
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時
代
か

ら
近
代
ま
で
の
遺
構
や
遺
物
が
次
々
と
発
掘

さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
遺
跡
の
中
に
、
島し

ま

田だ

遺
跡
が
あ
っ
た
。

遺
跡
は
、
新
八
代
駅
の
北
隣
り
に
位
置
し
、

当
時
の
海
岸
線
に
近
い
沖

ち
ゅ
う

積せ
き

平
野
の
自し

然ぜ
ん

堤て
い

防ぼ
う

上じ
ょ
うに
あ
っ
た
。
発
掘
は
、
熊
本
県
文
化
課

参さ
ん

事じ

（
現
、
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
学
芸

課
長
）
の
坂さ

か

口ぐ
ち

圭け
い

太た

郎ろ
う

が
担
当
。
三
二
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
、
細
長
い
発
掘
区

で
、
二
〇
〇
一
年
八
月
六
日
か
ら
二
〇
〇
二

年
三
月
二
九
日
ま
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
発
掘

区
の
北
半
部
で
発
見
さ
れ
た
の
が
、
亀
ノ
甲

式
土
器
の
時
期
の
竪た

て

穴あ
な

式し
き

住じ
ゅ
う

居き
ょ

跡あ
と

九
基
や

土ど

坑こ
う

（
素
掘
り
の
坑
）
三
基
、
溝
一
条
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
竪
穴
式
住
居
跡
は
、
広
場
の
よ
う

な
空
白
区
を
挟
ん
で
、
発
掘
区
の
中
央
部
に

五
基
、
北
端
部
近
く
に
四
基
と
、
二
ヶ
所
に

ま
と
ま
っ
て
分
布
し
て
い
た
（
図
①
）。
こ
の

状
況
か
ら
、
未
発
掘
区
に
さ
ら
に
多
く
の
住

居
跡
が
眠
っ
て
い
る
だ
ろ
う
こ
と
が
予
測
で

き
、
ま
た
当
時
、
ム
ラ
に
は
広
場
が
配
置
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
て
く
れ
た
。
平

面
形
に
は
、
円え

ん

形け
い

が
三
基
（
中
央
部
二
基
、

北
端
部
近
く
一
基
）
で
、楕だ

円え
ん

形
が
五
基
（
中図①竪穴式住居跡・土坑・溝の分布

（NO.162）
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た
こ
と
だ
が
、
八
代
方
面
か
ら
球
磨
へ
の
入

植
も
、
あ
な
が
ち
的
外
れ
と
は
言
え
な
い
か

も
し
れ
な
い
。    　
　
　
　

参
考
文
献
『
島
田
遺
跡
』（
熊
本
県
教
育
委

員
会
、
二
〇
〇
七
年
）

央
部
三
基
、北
端
部
近
く
二
基
）
あ
っ
た
（
図

②
）。
ま
た
、
北
端
部
近
く
の
一
基
は
、
ほ
と

ん
ど
の
部
分
が
発
掘
区
外
だ
っ
た
た
め
、
不

明（
図
②
）。大
き
さ
は
、円
形
が
四
～
五
メ
ー

ト
ル
で
、
楕
円
形
が
四
～
六
メ
ー
ト
ル
×
四

～
五
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。

土
坑
の
平
面
形
は
、
円
形
二
基
と
楕
円
形

一
基
だ
っ
た
。
大
き
さ
は
、
円
形
の
も
の
が

が
り
、
調
査
区
外
に
延
び
て
い
た
。
確
認
さ

れ
た
長
さ
は
一
六
・
五
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
総
延

長
は
不
明
。
幅
は
〇
・
六
～
〇
・
七
メ
ー
ト
ル

で
、深
さ
二
〇
～
二
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
だ
っ

た
。
こ
う
い
う
溝
の
場
合
、
水
路
の
場
合
も

あ
る
し
、
集
落
を
取
り
囲
む
環か

ん

濠ご
う

の
場
合
も

あ
る
。
ま
た
、
区
画
す
る
た
め
の
溝
の
場
合

も
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
と
想
像
で
き
る
の
だ
が
、

保
存
状
態
も
手
伝
っ
て
、
発
掘
で
は
、
細
か

い
情
報
が
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、

報
告
で
は
、
用
途
は
不
明
と
結
論
付
け
ら
れ

て
い
た
。

島
田
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
ム
ラ
の
跡
は
、

線
路
部
分
の
発
掘
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
全
体
像
が
今
一
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

現
状
で

分
か
る

範
囲
で

想
像
し

て
み
よ

う
。亀

ノ

甲
式
土

器
（
写

真
①
）

を
持
っ

た
人
々

は
、
八

代
海
を
間
近
に
望
む
微び

高こ
う

地ち

に
ム
ラ
を
構
え

た
。
彼
ら
が
元
々
ど
こ
に
住
ん
で
い
た
の
か

は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
船
を
使
っ
て
有
明

海
沿
岸
の
ム
ラ
か
ら
は
る
ば
る
や
っ
て
来
た

の
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
幅
約
五
五
メ
ー
ト
ル
の

広
場
を
設
け
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ム
ラ
造
り
は

始
ま
っ
た
。
次
に
、
そ
こ
を
取
り
囲
む
か
、

そ
こ
を
介
し
て
対
面
す
る
よ
う
に
イ
エ
を
配

置
し
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
広
さ
は
、
幅

八
〇
メ
ー
ト
ル
。
広
場
の
用
途
は
は
っ
き
り

し
な
い
が
、
ゴ
ミ
穴
も
掘
ら
れ
て
い
た
よ
う

に
、
祭
り
の
場
で
は
な
く
、
日
常
生
活
で
の
、

い
ろ
い
ろ
な
作
業
や
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た

所
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
食
糧
に
す
る
た
め
に
、

弓
矢
（
石
鏃
）
で
捕
っ
た
獣
を
解
体
し
た
り
、

山
で
採
集
し
た
木
の
実
を
磨
石
・
敲
石
と
石

皿
・
台
石
で
製
粉
し
た
り
し
た
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
磨
製
石
斧
で
伐
採
し
た
木
材
を
、

削
器
な
ど
で
加
工
し
た
り
し
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

亀
ノ
甲
式
土
器
の
時
期
の
八
代
平
野
に
、

島
田
ム
ラ
以
外
に
ど
れ
だ
け
の
ム
ラ
が
あ
っ

た
の
か
は
、
定
か
で
は
な
い
。
と
は
い
っ
て
も
、

弥
生
時
代
前
期
末
か
ら
中
期
初
頭
に
か
け

て
、
弥
生
人
た
ち
が
、
ム
ラ
を
構
え
て
、
し
っ

か
り
と
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
れ
は
、
島
田
遺
跡
の
発
掘
が
明
ら
か
に
し

写真②八代からの球磨入植ルート

径
一・
六
八
～
一・

四
メ
ー
ト
ル
と

二
・
一
二
～
二
・

〇
二
メ
ー
ト
ル

で
、
楕
円
形
の

も
の
が
一・
三
二

×
一・
八
七
メ
ー

ト
ル
だ
っ
た
。

中
か
ら
甕か

め

形が
た

土

器
や
高た

か

坏つ
き

形
土

器
の
破
片
が
出

土
し
た
こ
と
か

ら
、
土
器
片
な
ど
の
ゴ
ミ
穴
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

溝
は
、
北
端
部
近
く
の
竪
穴
式
住
居
跡
の

北
側
に
あ
っ
た
。

調
査
区
北
端
か

ら
南
東
方
向
に
走

り
、
そ
の
後
東
に

Ｌ
字
状
に
折
れ
曲

写真①26号住居跡出土の亀ノ甲式土器

図②竪穴式住居跡の形

図③溝
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５
年
間
上
昇
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
中

で
も
野
菜
生
産
は
特
に
伸
び
て
い
ま
す
。

１
２
０
０
億
円
の
野
菜
産
出
額
の
中
で
最

大
は
ト
マ
ト
で
す
。
ト
マ
ト
の
産
出
額
は

４
１
０
億
円
前
後
で
コ
メ
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。
郡
築
地
区
は
こ
の
ト
マ
ト
栽

培
に
最
も
早
く
取
り
組
み
ま
し
た
。
農
業

用
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
が
誕
生
し
た
の
は

１
９
５
１
年
で
す
が
、
す
で
に
２
年
後
の

昭
和
28
年
に
は
ビ
ニ
ー
ル
を
使
用
し
た
ト

マ
ト
の
栽
培
を
始
め
て
い
ま
す
。
実
は
、
珍

し
い
ト
マ
ト
の
栽
培
を
農
家
に
紹
介
し
た
の

は
、驚
く
こ
と
に
八
代
市
の
農
政
課
（
当
時
）

で
し
た
。
最
初
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
八
代

工
業
高
校
の
生
徒
が
実
習
で
作
っ
た
ボ
ル

ト
・
ナ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま

さ
に
八
代
の
産
学
官
が
連
携
し
て
ト
マ
ト

栽
培
は
始
ま
っ
た
の
で
す
。

【
い
そ
だ
・
こ
わ
し
。
農
業
、
八
代
市
】

４
６
０
０
万
人
位
で
す
が
、
そ
の

後
人
口
は
急
増
し
、
１
０
０
年

後
に
は
１
億
２
８
０
０
万
人
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
口

増
加
は
食
糧
増
産
が
必
要
で
す
の

で
、
郡
は
食
糧
生
産
地
を
広
げ
よ

う
と
し
て
松
高
と
八
千
把
沖
に
あ

る
干
潟
に
目
を
付
け
た
の
で
す
。

１
６
０
０
年
頃
の
海
岸
線
は
松
浜

軒
辺
り
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
沖
に

向
か
っ
て
幾
つ
も
の
干
拓
地
が
出

来
上
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
は
驚
き

ま
す
。
八
代
平
野
は
面
積
の
３
分

の
２
近
く
が
干
拓
地
で
す
の
で
、

八
代
農
業
は
球
磨
川
と
氷
川
が
運

ん
だ
土
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

熊
本
県
の
農
業
産
出
額

（
３
２
５
０
億
円
）
は
こ
こ

が
起
き
ま
し
た
（
日
本
の
三
大
小
作

争
議
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
激

し
い
も
の
で
し
た
）。
事
業
の
目
的

は
、
八
代
農
学
校
（
現
県
立
八
代

農
業
高
校
）
や
八
代
女
学
校
（
現

県
立
八
代
高
校
）
そ
し
て
道
路
な
ど

の
運
営
費
に
充
て
よ
う
と
す
る
も
の

で
し
た
。
当
初
３
３
９
戸
の
農
家
で

ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
地
区
は
、
現
在

４
６
０
０
人
（
農
家
数
約
６
０
０

戸
）
が
住
む
豊
か
な
農
村
に
な
り
ま

し
た
。

郡
築
が
干
拓
さ
れ
た
１
９
０
４

年
頃
の
日
本
の
人
口
は
お
よ
そ

衰
退
が
続
く
農
村
で
、
野
菜
栽
培
を
中

心
と
し
た
経
営
で
豊
か
な
農
村
地
帯
を
築

い
て
い
る
地
区
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
八
代

市
の
郡ぐ

ん
ち
く築
と
い
う
地
区
で
、
干
拓
さ
れ
て

か
ら
１
１
２
年
の
歴
史
を
持
ち
ま
す
。
郡

築
の
地
名
は
、
当
時
の
八
代
郡
が
築
い
た

と
い
う
こ
と
か
ら
「
郡
築
」
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

干
拓
は
当
時
の
予
算
で
１
０
０
万
円（
今

の
お
金
で
２
０
０
億
円
）
と
い
う
大
工
事

で
し
た
。
法
人
の
「
郡
」
が
地
主
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
入
植
農
家
に
と
っ
て
と
て

も
厳
し
い
小
作
条
件
で
し
た
の
で
、
農
家

と
郡
と
の
間
に
小
作
料
を
巡
る
激
し
い
争
い

郡
築
干
拓
の
農
業  

①
磯
田　

毅
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人
を
雇
っ
て
木
材
生
産
を
す
る
、
そ
れ
が
家
業
で
し
た
。
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

が
山
奥
で
、い
つ
の
ま
に
か
、こ
の
仕
事
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
気
づ
け
ば
、

三
六
年
も
の
歳
月
が
す
ぎ
て
い
ま
す
。

私
が
子
供
の
こ
ろ
の
記
憶
で
は
、
木
材
の
値
段
も
良
く
、
多
く
の
み
な
さ
ん

が
山
の
仕
事
で
生
計
を
立
て
、
地
域
は
活
気
に
満
ち
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
力

仕
事
で
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
、
丈
夫
で
、「
酒
飲
み
」
で
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は

そ
う
い
う
人
た
ち
に
囲
ま
れ
て
育
ち
ま
し
た
。
環
境
は
人
を
つ
く
る
、
ま
さ
に

そ
う
で
、
私
は
そ
の
よ
う
に
し
て
育
ち
、
今
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ま
だ

若
い
気
持
ち
で
い
ま
し
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
…
と
い
う
歳
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

仕
事
に
就
い
た
頃
は
、
季
節

に
合
わ
せ
て
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。
冬
か
ら
春
に
か
け
て
は

地
拵
え
か
ら
植
え
つ
け
、
梅
雨

の
時
期
か
ら
夏
に
か
け
て
下
草

自
然
相
手
の
危
険
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
故
に
ま
た
、
仕
事
を
終
え
た
あ
と
の
達
成
感
は
例
え
よ
う
の
な
い

も
の
で
す
。

い
ま
、
古
臭
い
こ
と
を
若
い
連
中
に
の
た
ま
い
な
が
ら
、
背
中
で
い

ろ
ん
な
こ
と
を
伝
え
て
い
け
た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
か
め
だ
・
ひ
で
お
。
林
業
、
八
代
市
坂
本
町
）

そ
の
よ
う
な
機
械
を
導
入
し
ま
し
た
。
長
男
は
、
し
っ
か
り
頑
張
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
し
、
若
い
従
業
員
も
意
欲
的
に
働
い
て
く
れ
ま
す
。
た

の
も
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
会
社
と
し
て
の
形
態
も
整
っ
て
き
ま
し
た
。

私
が
仕
事
を
始
め
た
こ
ろ
は
斧
を
腰
に
差
し
、
た
ま
に
は
木
材
を

肩
に
乗
せ
る
仕
事
も
あ
り
ま
し
た
。
き
つ
い
思
い
も
い
っ
ぱ
い
し
ま
し

た
。
今
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん

刈
り
に
、
雑
木
の
伐
採
。
秋
か
ら
杉
、
檜
の
本
格
的
な
伐
採
と
い
う

サ
イ
ク
ル
が
あ
り
、
そ
の
途
中
で
間
伐
を
し
た
り
、
椎
茸
の
栽
培
な
ど

を
し
て
い
ま
し
た
。
夏
の
下
草
刈
り
で
は
、
蜂
に
刺
さ
れ
た
り
、
雷
で

怖
い
思
い
を
し
た
も
の
で
す
。

「
き
ろ
く
、
た
け
は
ち
」
と
い
う
、
今
で
は
伝
説
み
た
い
な
業
界
用

語
が
あ
り
ま
す
。
不
思
議
な
も
の
で
、
木
や
竹
は
成
長
期
に
伐
る
と
、

虫
が
つ
い
た
り
、
傷
み
方
が
ひ
ど
く
、
製
品
と
し
て
の
価
値
が
下
が
り

ま
す
。
竹
は
特
に
わ
か
り
や
す
く
一
年
で
腐
れ
た
り
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

「
き
ろ
く
、
た
け
は
ち
」
は
、
旧
暦
で
、
伐
採
を
始
め
て
良
い
時
期

を
示
す
言
葉
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
寒
中
も
伐
採
は
い
け
な
い
も

の
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
む
か
し
は
。
自
分
の
山
の
木
で
家
を
作
る
と

い
う
こ
と
が
当
た
り
前
で
し
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
と
き

は
、
月
の
満
ち
欠
け
に
も
気
を
配
っ
て
い
た
も
の
で
。

そ
ん
な
造
林
・
育
林
も
し
な
が
ら
の
林
業
で
し
た
が
、
最
近
で
は
一

年
中
伐
採
し
、
ほ
ぼ
建
築
用
木
材
を
生
産
す
る
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

木
材
単
価
の
下
落
は
著
し
く
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
よ
る
、

い
か
に
伐
出
経
費
を
削
減
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
生
業
と
し
て
の
林

業
を
つ
づ
け
て
い
く
う
え
で
の
課
題
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

長
男
が「
家
に
残
る
」と
い
う
選
択
を
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、私
も
、

事
始
め

亀
田
英
雄

林業の世界①
な
で
し
こ
の
ピ
ッ
チ
の
な
か
に
穂
希
な
く
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
華
は
消
え
し
か

風
さ
む
く
春
風
誘
う
か
梅
の
花
名
の
み
の
春
に
人
は
集
ひ
て

守
永　

和
久

久
々
に
は
ら
か
ら
と
逢
ひ
酒
を
汲
む
通
学
時
代
に
話
が
弾
む

作
小
屋
と
い
ふ
名
の
里
の
小
川
城　

菊
池
一
族
の
末
裔
住
む
と
か

河
内　

徹
夫

天
空
に
兄
の
煙
の
昇
り
往
き
八
年
後
に
姉
も
逝
き
た
り

若
き
日
の
通
学
駅
の
構
内
の
隅
に
小
さ
き
芝
ざ
く
ら
咲
く

中
村
美
喜
子

大
木
の
樫
の
木
倒
す
恐
ろ
し
さ
成
功
す
れ
ど
び
っ
し
ょ
り
汗
が

里
山
の
巨
木
倒
し
て
細
道
を
運
び
て
す
っ
き
り
五
右
衛
門
風
呂
へ

西　
　

武
喜

在
宅
の
介
護
一
月
過
ぎ
た
れ
ば
夫
も
落
ち
着
き
吾
も
安
ら
ぐ

ス
ー
パ
ー
に
老
人
食
が
並
ん
で
る
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
手
作
り
省
く

釜
田　
　

操

ニ
ュ
ー
ス
に
て
平
均
寿
命
が
世
界
一
長
寿
の
国
と
喜
ぶ
べ
き
や

朝
焼
け
に
た
な
び
く
雲
の
鮮
や
か
に
西
に
明
星
き
ら
り
と
光
る

緒
方　

保
正

寒
も
ど
り
身
体
に
ひ
び
く
日
々
な
れ
ど
春
待
つ
花
の
吾
を
癒
せ
り

お
だ
や
か
に
暮
ら
せ
る
日
々
に
感
謝
し
つ
東
北
の
人
に
思
い
を
馳
せ
る

中
原　

康
子

亡
き
夫
が
丹
精
こ
め
た
肥
後
椿
ば
っ
さ
り
切
ら
れ
寂
し
さ
つ
の
る

球
根
の
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
に
話
し
か
け
「
き
れ
い
に
咲
い
て
」
と
土
掛
け
祈
る

三
原　

光
代

大
寒
の
中
州
の
柔
き
陽
だ
ま
り
に
水
鳥
集
い
何
を
語
る
や

雉
鳥
の
声
に
応
え
て
犬
が
哭
く
未
だ
野
生
が
残
り
し
も
の
か

橋
詰　

了
一

桜
咲
く
寒
さ
の
残
る
夕
暮
れ
に
痩
せ
た
守
宮
が
茶
の
間
を
覗
く

ふ
と
目
覚
め
悩
み
の
種
の
芽
生
へ
き
て
摘
み
取
り
を
れ
ば
早
や
朝
光か

げ

が

堀
田　

英
雄

鶺せ
き
れ
い鴒
短
歌
会　
　
　
　
　
　
　

三
月
詠
草
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い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
お
宮
参
り
の
写
真
を

見
て
も
、
笑
顔
の
写
真
な
ん
て
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
母
子
手
帳
に
は
涙
も
ろ
く

な
っ
た
と
書
い
て
あ
り
、
こ
の
子
に
病
気
を

さ
せ
な
い
よ
う
に
育
て
ら
れ
る
の
か
不
安
で

不
安
で
、
一
か
月
健
診
の
時
に
産
婦
人
科
の

先
生
に
涙
目
で
そ
の
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

先
生
か
ら
返
っ
て
き
た
言
葉
は
「
大
丈
夫
、

赤
ち
ゃ
ん
は
勝
手
に
育
ち
ま
す
よ
。」
無
責

任
な
言
葉
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
は
「
心
配
し
す
ぎ
な
い
で
！
」
と

い
う
気
持
ち
を
込
め
て
の
言
葉
で
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

先
生
の
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
赤
ち
ゃ
ん
っ

て
み
る
み
る
う
ち
に
成
長
す
る
ん
で
す
ね
。

笑
う
よ
う
に
な
り
、
親
の
姿
を
目
で
追
う

よ
う
に
な
り
、
体
全
体
で
喜
び
を
表
現
し

た
り
と
表
情
が
見
え
て
く
る
と
、
こ
の
子
は

本
当
に
私
を
求
め
て
い
る
の
だ
と
愛
し
さ
が

花
が
ほ
こ
ろ
ぶ
と
、
笑
顔
も
ほ
こ
ろ
ぶ
、

そ
ん
な
良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
我
が

家
の
春
と
い
え
ば
長
女
の
中
学
へ
の
入
学
で

し
ょ
う
か
。
真
新
し
い
初
め
て
の
制
服
に

身
を
包
ま
れ
登
校
す
る
娘
の
姿
が
楽
し
み

で
す
。
私
の
子
育
て
生
活
十
四
年
を
振
り

返
り
、
苦
を
楽
と
思
え
る
ま
で
に
私
を
成

長
さ
せ
て
く
れ
た
子
供
た
ち
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

初
め
て
の
子
育
て
は
苦
と
し
か
思
え
ず
、

長
男
が
四
か
月
位
に
な
る
ま
で
よ
く
泣
い
て

い
ま
し
た
。
そ
う
、
親
の
私
が
よ
く
泣
い
て

い
た
の
で
す
。
今
と
な
れ
ば
笑
い
話
に
な
り

ま
す
が
、
あ
の
頃
の
私
は
心
が
少
し
疲
れ
て

母
親
た
ち
の
春

椎
葉 

直
美

湧
き
私
の
育
児
生
活
に
も
楽
し
さ
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

で
す
が
育
児
と
は
、
楽
し
さ
の
中
に
も

や
は
り
孤
独
を
感
じ
る
こ
と
の
方
が
多
い
も

の
で
す
。
夫
が
勤
め
に
出
て
い
る
昼
間
も
夜

中
の
授
乳
の
時
も
赤
ち
ゃ
ん
と
二
人
き
り
で
、

「
あ
ぁ
～
、
今
日
も
誰
と
も
し
ゃ
べ
ら
ん
か
っ

た
。」
と
夕
暮
れ
時
に
た
め
息
を
つ
く
こ
と

が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
人
は
弱
く
て
寂

し
が
り
屋
だ
か
ら
、
楽
し
い
こ
と
や
愛
を

求
め
て
別
な
道
へ
逃
げ
て
し
ま
い
そ
う
に
な

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
育
児
を
放
棄
し

て
ま
で
そ
の
道
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
母
親
が

十
年
二
十
年
経
っ
た
時
に
、
そ
れ
で
得
た
も

の
が
何
か
良
い
形
で
残
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
私
に
と
っ
て
三
人
の
子
供
た
ち
は
自

分
の
生
き
た
証
し
で
あ
り
、
我
が
子
ほ
ど

私
の
こ
と
を
求
め
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
と

今
実
感
し
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
母
親
を

選
ん
で
生
ま
れ
て
く
る
。
自
分
は
こ
の
子
に

選
ば
れ
た
特
別
な
人
間
な
の
だ
と
い
う
自

信
と
そ
の
幸
せ
を
、
全
て
の
お
母
さ
ん
た
ち

が
早
い
段
階
で
気
付
く
こ
と
が
で

き
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

母
親
た
ち
の
中
に
は
ど
う
し
て

も
子
供
を
育
て
る
自
信
の
な
い
人

が
い
て
、
そ
れ
が
形
と
な
り
、
子

供
へ
の
虐
待
で
あ
っ
た
り
、
離
婚

で
あ
っ
た
り
と
子
供
た
ち
の
幸
福

の
権
利
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
得
ま
す
。
し
か
し
そ
の
責
任
を

母
親
に
だ
け
押
し
付
け
る
こ
と
は

い
け
な
い
と
私
は
考
え
ま
す
。
少

子
化
対
策
で
、
母
親
た
ち
の
育
児

環
境
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
は
い

ま
す
が
、
不
安
や
孤
独
を
抱
え
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
た

ち
を
、
社
会
は
本
当
に
温
か
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
母
親
は

産
後
し
ば
ら
く
は
精
神
状
態
が
と
て
も
不

安
定
。
そ
ん
な
時
何
が
必
要
か
…
。

くまがわ春秋　Vol.1　2016.4.9

伏流水

リレーエッセイ
ふ く 　 　 　 　 りゅう  　 　 　 す い

連載その ❶ 
　標高千メートル級の山々に〝じゅーぐりーっ〟と囲まれた人吉
盆地。そこには最高級の伏流水が湧き出し、やがて清流球磨
川となり八代平野を潤して不知火海へと注ぐ。その恩恵たるや、
まさに言語に尽くせぬ偉大さである。現代に生を承けた我々もそ
れにあやかり、いささかなりとも世の伏流水とならんと願いつつ、
このバトンをつないでいきたい。（前田一洋）

三人目は瀬戸産婦人科で出産。三人目ともなると子育てにも余裕の笑みが！
（平成 18 年、瀬戸致行先生と）
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新
し
い
命
が
一
斉
に
息
吹
き
始
め
る
鼓
動
が

「
ぶ
く
ぶ
く
」「
ぼ
っ
こ
り
」「
に
ょ
ろ
に
ょ
ろ
」「
ふ
わ
ふ
わ
」･･･

生
ま
れ
た
て
の
命
は
小
さ
く
て
、
な
ん
だ
か
可
愛
い

ヒ
ヨ
コ
を
抱
く
よ
う
に
、
そ
っ
と
抱
き
し
め
て
あ
げ
な
い
と
壊
れ
て

し
ま
い
そ
う
で
す

「
ぴ
よ
ぴ
よ
」「
み
い
み
い
」「
ク
ゥ
ン
ク
ゥ
ン
」･･･

脊
梁
の
山
々
や
清
流
球
磨
川
の
ほ
と
り
は
生
物
の
宝
庫
な
ん
だ

わ
が
故
郷
の
春
は
命
の
誕
生
を
原
体
験
で
き
る
ん
だ
よ
、
知
っ
て

た
？春

と
は
そ
う
い
う
季
節
で
あ
る

然
る
に
春
の
記
憶
は
淡
く
は
か
な
い

娘
が
４
歳
に
な
る
年
～
そ
う
、
ち
ょ
う
ど
満
開
の
桜
が
、
あ
た
り

一
面
春
色
に
染
め
抜
い
た
頃
の
こ
と

自
宅
前
の
球
磨
川
の
散
歩
道
路
を
ふ
た
り
で
手
を
つ
な
い
で
歩
い

て
い
た

春
の
日
差
し
は
柔
ら
か
い

静
か
に
、
静
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
降
り
注
い
で
い
く

春
の
朝
日
は
ま
ぶ
し
く
神
々
し
い

見
え
る
も
の
す
べ
て
を
や
さ
し
く
ゆ
っ
く
り
と

し
か
し
確
実
に
淡
い
桜
色
に
染
め
て
い
く

春
の
日
差
し
は
暖
か
く
ふ
わ
ふ
わ
し
て
て
や
さ
し
い

と
り
わ
け
球
磨
川
の
せ
せ
ら
ぎ
は
、
春
の
日
差
し
を
浴
び
て
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
き
を
増
す

そ
う
そ
う
、
清
流
の
中
で
無
数
の
命
が
育
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
教

え
て
く
れ
る
よ
う
に
ね

貴
方
に
も
聞
こ
え
ま
す
か
？

る
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
世
の
中
の

母
親
た
ち
が
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

は
何
か
を
今
ひ
と
つ
考
え
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

私
た
ち
が
住
む
町
を
流
れ
る
球
磨
川

に
今
年
も
た
く
さ
ん
の
桜
が
咲
き
、
春
の

喜
び
を
告
げ
て
い
ま
す
。「
春
が
来
た
ね
。」

「
春
っ
て
い
い
ね
。」
全
て
の
母
親
た
ち
が

平
等
に
春
の
喜
び
を
感
じ
ら
れ
ま
す
よ
う

に
。

【
し
い
ば
・
な
お
み
。
団
体
職
員
、
球

磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
深
田
】

し
ょ
う
。
み
ん
な
で
助
け
合
い
母
親
を
守
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
子
供
た
ち
を

守
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
的
に
は
社
会
を

守
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
行
政
に
頼
ら
ず

し
も
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

る
は
ず
で
す
。
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
子
供
を

育
て
る
に
は
お
金
が
必
要
な
の
で
、
行
政
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

自
分
た
ち
の
子
供
を
育
て
る
お
金
は
自

分
た
ち
で
稼
が
に
ゃ
ど
う
す
る
！
と
、
昔
の

方
か
ら
叱
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
我
が
家
は

共
働
き
で
も
毎
月
家
計
は
ギ
リ
ギ
リ
。
ど

う
し
て
も
共
働
き
が
で
き
な
い
家
庭
、
ひ
と

り
親
の
家
庭
で
は
母
親
の
心
身
は
健
康
な

の
か
、
子
供
た
ち
は
健
全
に
育
て
ら
れ
て
い

私
の
場
合
、
夫
や
両
親
な
ど
私
と
向
き

合
い
話
し
を
聞
い
て
く
れ
る
人
で
し
た
。
長

男
を
出
産
し
た
の
が
こ
ち
ら
へ
嫁
い
で
一
年

も
経
た
な
い
時
で
し
た
の
で
、
私
に
は
マ
マ

友
と
呼
べ
る
人
が
い
な
く
て
、
当
時
須
恵
村

の
保
健
師
さ
ん
に
も
た
く
さ
ん
の
話
を
聞
い

て
も
ら
い
救
わ
れ
た
気
持
ち
で
い
ま
し
た
。

ご
主
人
の
仕
事
の
帰
り
が
遅
い
家
庭
、
核

家
族
で
そ
ば
に
両
親
が
い
な
い
、
友
達
も

い
な
い
、
そ
ん
な
母
親
た
ち
を
み
ん
な
が

気
に
掛
け
、
支
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
育
児
で
悩
ん
で
い
る
お

母
さ
ん
た
ち
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
も
っ

と
積
極
的
に
近
隣
の
人
た
ち
と
関
わ
り
を

持
っ
て
悩
み
を
声
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

桜
色
の
春
を
想
い
て

牛
嶋 

將
克
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笑
っ
て
い
ま
す
か

　

あ
の
日
の
よ
う
に
無
邪
気
な
目
で

　

寒
い
夜
も
雨
の
朝
も

　

き
っ
と
あ
っ
た
で
し
ょ
う
♪　

手
嶌 

葵
「
明
日
へ
の
手
紙
」
よ
り

娘
は
今
年
22
歳
に
な
る
。

父
で
あ
る
私
は
58
歳
で
あ
る
。

【
う
し
じ
ま
・
ま
さ
か
つ
。
会
社
員
、
人
吉
市
】

「
そ
ら
ぁ
、
ク
ジ
ラ
保
育
園
に
は
お
友
達
の
い
っ
ぱ
い
お
ら
す
け
ん
、

楽
し
か
ば
～
い
」

言
い
な
が
ら
、
娘
が
楽
し
そ
う
に
友
達
と
ブ
ラ
ン
コ
や
滑
り
台
で

遊
び
ま
わ
る
情
景
を
思
い
浮
か
べ
た

父
で
あ
る
私
は
思
わ
ず
顔
が
ゆ
る
ん
だ

娘
は
澄
ん
だ
大
き
な
瞳
で
私
の
顔
を
下
か
ら
覗
き
込
み
、
に
っ
こ

り
と
笑
っ
た

満
開
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
花
び
ら
が
舞
い
、
娘
の
姿
を
淡
く
や
さ
し

く
包
ん
で
い
た

娘
の
真
っ
す
ぐ
に
伸
び
た
長
い
髪
に
は
、
桜
色
の
花
び
ら
が
ひ
と

ひ
ら
、
ふ
た
ひ
ら･･･

♪
元
気
で
い
ま
す
か

　

大
事
な
人
は
出
来
ま
し
た
か

　

い
つ
か
夢
は
叶
い
ま
す
か

　

こ
の
道
の
先
で　

「
パ
パ
ぁ
、
川
ン
中
に
は
お
さ
か
な
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
お
ら
す
と

ね
ぇ
？
」

幼
い
わ
が
子
が
尋
ね
る

「
メ
ダ
カ
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
お
る
け
ん
、
の
ぞ
い
て
ご
ら
ん
」

私
が
答
え
る
と
、
娘
は
私
の
手
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
し
め
て
川
を
覗

き
込
む

「
パ
パ
ぁ
、
メ
ダ
カ
さ
ん
お
ら
っ
さ
ん
よ
ぉ
」

娘
が
残
念
そ
う
に
言
う

「
そ
ら
ぁ
、
学
校
に
行
っ
と
ら
す
と
た
い
」

私
が
ベ
タ
な
答
え
で
ご
ま
か
そ
う
と
す
る
と

「
彩
ち
ゃ
ん
も
メ
ダ
カ
さ
ん
の
が
っ
こ
う
に
い
き
た
～
い
」

娘
の
無
邪
気
な
主
張
が
か
わ
い
い

「
彩
は
ま
だ
小
っ
ち
ゃ
い
け
ん
、
た
く
さ
ん
ご
飯
ば
食
べ
ん
ば
学
校

に
は
行
か
れ
ん
ば
ぁ
い
」

私
の
意
地
悪
な
言
葉
に
娘
は
ち
ょ
っ
と
悲
し
そ
う
に
う
つ
む
く

「
ば
っ
て
ん
が
、
彩
は
来
週
か
ら
ク
ジ
ラ
保
育
園
に
行
く
と
だ
け
ん
、

よ
か
た
～
い
」

私
の
フ
ォ
ロ
ー
に
機
嫌
を
直
し
て
娘

「
お
と
も
だ
ち
た
く
さ
ん
で
き
る
か
な
ぁ
」
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御み

幸ゆ
き

笛ふ
え

田だ

熊
本
市
南
区
に
御
幸
○
○
と
い
う
地
名
が
い
く
つ
か
あ
る
、
そ
の

地
名
の
由
来
を
訊
ね
る
。

日
清
戦
争
で
得
た
賠
償
金
三
億
円
余
の
ほ
と
ん
ど
を
軍
備
拡
張
費

に
回
し
、
列
強
に
伍
す
る
国
家
体
制
を
整
え
よ
う
と
す
る
が
、
国
民

に
向
け
て
も
士
気
を
煽
る
必
要
か
ら
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な
軍
事

演
習
を
行
う
。
そ
の
第
六
師
団
、
第
十
二
師
団
の
陸
軍
特
別
大
演

習
が
熊
本
で
開
催
さ
れ
天
皇
が
統
監
さ
れ
た
。
場
所
は
近
見
近
く
の

部へ

田た

村
南
方
の
畑
の
中
だ
っ
た
。

部
田
村
は
こ
の
光
栄
を
記
念
し

て
「
御
幸
村
」
と
改
め
た
。
熊

本
市
に
合
併
し
た
後
も
、
大
字

の
上
に
御
幸
を
つ
け
て
、
御
幸
笛

田
、御
幸
木
部
、御
幸
西
牟
田（
現

在
は
御
幸
西
）
な
ど
の
町
名
を

残
し
た
。

御
幸
笛
田
と
西
福
寺
は
全
く

関
係
な
い
の
だ
が
、
天
皇
統
監
に

の
統
一
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
満
州
の
日
本
権
益
を
確
保
す

る
た
め
、
満
州
を
中
国
か
ら
分
離
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い

た
現
地
の
軍
部
（
関
東
軍
）
は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年

九
月
十
八
日
、
奉
天
郊
外
の
柳
条
湖
で
満
鉄
の
線
路
を
爆
破

し
、そ
れ
を
機
に
軍
事
行
動
を
開
始
し
ま
し
た（
満
州
事
変
）。

満
州
の
主
要
部
を
占
領
し
た
関
東
軍
は
、一
九
三
二
年
三
月
、

清
朝
最
後
の
皇
帝
溥
儀
を
元
首
と
す
る
満
州
国
を
建
国
さ

せ
、
実
質
的
に
支
配
し
ま
し
た
。
当
時
の
内
閣
は
、
満
州
国

の
承
認
に
反
対
す
る
態
度
を
と
り
ま
し
た
が
、
一
九
三
二
年

五
月
十
五
日
、
総
理
大
臣
の
犬
養
毅
は
海
軍
将
校
の
一
団
に

よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
（
五
・一
五
事
件
）。
こ
れ
に
よ
り
、

政
党
政
治
は
、
そ
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

そ
の
関
東
軍
の
参
謀
長
が
板
垣
征
四
郎
で
あ
り
、
後
に
は
陸
軍
大

臣
に
な
っ
た
人
で
、
そ
の
大
臣
の
感
謝
状
だ
か
ら
紹
介
す
る
次
第
。

感
謝
状
の
内
容
は
、
日
中
戦
争
（
支
那
事
変
）
の
協
賛
金
み
た
い

な
も
の
だ
ろ
う
が
、
西
福
寺
が
単
独
で
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
お
そ

ら
く
本
山
が
呼
び
か
け
る
半
ば
強
制
的
な
寄
付
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

安
保
関
連
法
案
反
対
、
平
和
憲
法
を
守
る
、
安
倍
首
相
退
陣
を

柱
と
し
て
立
ち
上
げ
た
運
動
体
「
戦
争
に
反
対
す
る
八
代
の
会
」
は
、

こ
の
十
八
日
に
は
早
朝
七
時
か
ら
八
時
ま
で
、
大
き
な
文
字
看
板
を

回
転
さ
せ
な
が
ら
、
道
行
く
人
や
車
に
呼
び
か
け
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
行
っ
た
。
夜
は
「
宗
教
と
戦
争
」「
七
三
一
部
隊
」
に
つ
い
て
、

会
員
提
案
に
よ
る
学
習
会
を
開
い
た
。
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
九
月
九

日
か
ら
十
九
日
ま
で
毎
日
行
い
、
そ
の
後
は
毎
週
金
曜
日
等
に
行
い
、

二
月
末
で
三
十
五
回
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
法
衣
姿
の
僧
侶
も
立
つ
。

毎
月
十
九
日
に
近
い
日
曜
日
に
行
っ
て
い
る
集
会
と
デ
モ
に
も
、
法

衣
姿
の
僧
侶
の
参
加
は
毎
回
複
数
あ
る
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
教
団
が

戦
争
遂
行
に
貢
献
し
た
の
で
な
い
か
と
い
う
反
省
か
ら
の
運
動
参
加

で
あ
る
。

九
月
十
八
日
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
十
五
年
戦
争
の
始
ま
り
「
満
州

事
変
」
が
勃
発
し
た
日
だ
か
ら
で
あ
る
。
満
州
事
変
を
中
学
歴
史
教

科
書
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

（
東
京
書
籍
平
成
二
十
二
年
度
版
）

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、
中
国
で
は
、
蒋
介
石
の
率
い

る
中
国
国
民
党
が
、
南
京
に
国
民
政
府
を
樹
立
し
、
中
国

九
月
十
八
日

昨
年
二
〇
一
五
年
九
月
十
八
日
、
西
本
願
寺
は
東
京
千
鳥
ヶ
淵

の
国
立
戦
没
者
墓
苑
に
て
、
全
国
か
ら
三
千
名
余
の
参
拝
の
下
、

第
三
十
回
「
全
戦
没
者
追
悼
法
要
」
を
営
ん
だ
。
ま
た
、
全
国

一
万
二
百
の
末
寺
に
、
こ
の
法
要
の
開
始
時
刻
午
後
一
時
三
〇
分
に

合
わ
せ
て
、
梵
鐘
か
喚
鐘
を
鳴
ら
す
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。
わ
た
し

が
住
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
西
福
寺
で
は
、
浄
土
真
宗

の
開
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
命
日
で
あ
る
十
六
日
に
毎
月
定
例
の
法
縁
を

営
ん
で
い
る
が
、
こ
の
九
月
は
本
山
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
十
八
日

に
行
う
。
今
回
は
、
鹿
本
郡
来
民
の
満
州
開
拓
団
の
悲
劇
（
二
七
五

名
の
集
団
自
決
）
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
因
み
に
、
八
月
の

定
例
法
縁
は
六
日
の
広
島
原
爆
忌
に
行
う
。

お
寺
と
戦
争 

①　

 

山
本 

隆
英

昭和 13 年に関東軍から贈られた感謝状

　

戦
争
と
い
う
非
常
事
態
に
は
多
く
の
国
民
の
犠
牲
が
あ
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
お
寺
も
例
外
で
は
な
い
。
そ
の一
端
を
旧
坂
本

村
鮎
帰
の
「
西
福
寺
」
の
資
料
か
ら
探
る
。



51  くまがわ春秋　Vol.1　2016.4.9 50くまがわ春秋　Vol.1　2016.4.9

よ
る
陸
軍
演
習
場
造
成
の
た
め
熊
本
市
に
一
円
の
寄
付
を
し
た
お
礼

状
み
た
い
な
の
が
県
知
事
か
ら
贈
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
西
福
寺
が

独
自
で
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
本
願
寺
の
熊
本
教
区
の
半
ば
強
制
的

な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。

本
願
寺
が
織
田
信
長
の
軍

門
に
下
り
た
後
、
何
か
に
つ

け
権
力
に
寸
志
を
差
し
出
す

こ
と
で
教
団
な
り
寺
院
な
り

が
安
堵
さ
れ
て
き
た
。
前
に

挙
げ
た
二
つ
よ
り
前
に
、
西

南
戦
争
に
際
し
い
ち
早
く
政

府
に
寸
志
を
届
け
て
い
る
。

戦
争
が
終
わ
っ
て
し
ば
ら
く

経
っ
た
明
治
十
三
年
に
は
、
明
治
政
府
か
ら
「
薩
摩
軍
討
報
奨
金
」

四
円
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
寸
志
金
額
を
示
す
書
付
は
探
し
あ
て
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

㊟
寸
志
と
は
身
分
を
取
り
上
げ
て
も
ら
う
た
め
上
部
に
貢
ぐ
金
品

の
こ
と
が
本
来
の
意
味
。【

や
ま
も
と
・
り
ゅ
う
え
い
。
西
福
寺
住
職
】

陸軍演習場造成の寄付へのお礼状　印欧語根「sta（立っている）」がラテン語「stare（スターレ）、立っている」
を経て、「stand（スタンド）、立つ・立っている」をはじめ、多くの同族語が生
まれました。
stay（ステイ）…（立ったままでいる）とどまる・滞在する・ある状態を続ける
stage（ステージ）…（立つところ）段階・時期・足場・舞台・上演する
statue（スタチュー）…（立てたもの）→像・彫像
stanza（スタンザ）…（止まるところ）詩の節
state（ステート）…（立っている）状態・地位・身分
　（しかと立つ・独立して）→国家・州
　（しかと述べる）→公言する「statement（ステートメント）、声明」
estate（エステート）…state（状態）→社会に　おける身分→財産の状態、特
に地所
　「standard（スタンダード）、標準・水準」は「stand（立つ）＋ hard（ハード、
しっかり）」が原義です。
　「stance（スタンス）、姿勢・構え」・「status（ステータス）、地位・分身」・「station
（ステーション）、駅・署」も同族語です。

　前の２つ「mono・uni」は「一つの・単一の」を、後の２つ「multi・poly」は「多
くの・重合の」を表す合成前綴です。
　次はよく知られている合成語です。
「monochrome（モノクローム）、モノクロ・単色画・白黒の単調な」、「monotone
（モノトーン）、単調音・単調さ」、「monorail（モノレール）、単軌（鉄道）・
１本レール」、「monologue（モノローグ）、独自・独演劇」、「unicolor（ユニ
カラー）、単色（の）」、「unicorn（ユニコーン）、一角獣」、「universe（ユニバー
ス）、宇宙（一つになって回転するもの）」
「multicolor（マルチカラー）、多種配色・多色刷りの」、「multicast（マルチキャ
スト）、多重放送の」、「multipurpose（マルチパーパス）、多目的（の）」
「polyp（ポリープ）、隆起性病変（多足が原義）」、「polyanthus（ポリアンサス）、（多
くの花の意）クリンザクラ」、「polyethylene（ポリエチレン）、エチレンの重合体」、
「polygamy（ポリガミー）、一夫多妻」など。

外来語から学ぶ英単語 （１）…… 藤原　宏

ステイ・ステージ・スタチュー・スタンザ・ステート・エステート
stay　stage　statue　stanza　state　estate

モノ　・　ユニ　・マルティ ・　ポリ
mono  　　uni　　  multi　  　poly

（363）

（364）

くまがわ英語塾

日本の経済主権が破壊されるＴＰＰ。
国会で明らかにしたくても秘密保護法で真っ暗 

「日本の農業。せまい日本でどうなる。自給率 39％はもっともっと
下がり、食の安全も心配。アベノミクスは失敗、ＴＰＰは農業だけ
の問題ではない。ＴＰＰからの撤退を迫る声は日々 高まっています。」

ひ
ろ
し
の
…

げ
っ
か
ん
・
ぎ
ひ
ょ
う
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覚
し
、
ど
う
処
分
さ
れ
た
の
か
、
是
非
紹

介
し
た
い
と
ペ
ン
を
取
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

※
人
吉
藩
の
検
地
（
免め

ん

平な
ら
し均

）

　

人
吉
藩
の
財
政
と
検
地
の
歴
史
か
ら
見

て
み
よ
う
。

　

江
戸
時
代
、諸
藩
の
財
政
は
ほ
と
ん
ど
、

農
民
た
ち
の
納
め
る
年
貢
に
頼
っ
て
い
た
。

藩
の
収
入
を
安
定
的
に
確
保
し
、
さ
ら
に

増
収
を
図
る
た
め
に
は
、
検
地
を
実
施
し

田
畑
の
面
積
や
石こ

く
だ
か高
を
再
調
査
し
、
税
率

を
厳
し
く
し
て
徴
収
す
る
か
、
新
田
開
発

に
取
り
組
ん
で
田
畑
面
積
を
拡
大
す
る
し

か
方
法
が
な
か
っ
た
。
江
戸
時
代
の
人
吉

く
が
処
罰
さ
れ
た
と
い
う
事
件
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
事
件
と
同
時
期
の
文
化

十
三
（
１
８
１
６
）
年
に
は
西
浦
（
西
裏
）

村
で
検
地
（
免め

ん
な
ら
し

平
均
）
が
行
わ
れ
、
そ
の
検

地
役
人
に
庄
屋
を
は
じ
め
村
役
人
が
米
俵
を

賄
賂
と
し
て
贈
り
、
そ
れ
が
発
覚
し
て
大
処

分
を
受
け
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　

西
浦
村
と
は
矢
黒
、永
野
、戸
越
、鹿
目
、

田
野
村
か
ら
な
る
一
村
で
あ
る
。
こ
の
西
浦

村
に
お
い
て
、
賄
賂
事
件
が
ど
の
よ
う
に
発

　

筆
者
は
今
年
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
の

「
週
刊
ひ
と
よ
し
」
で
、「
相
良
家
文
書
」

の
「
罰
帳
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
勘
定
所
関

連
の
犯
罪
と
、
そ
れ
に
対
す
る
刑
罰
に
つ
い
て

文
化
年
間
を
中
心
に
紹
介
し
て
き
た
。
最
後

に
紹
介
し
た
の
が
、文
化
十
二
（
１
８
１
５
）

年
か
ら
十
四
（
１
８
１
７
）
年
ま
で
の
三
カ

年
間
に
、
上
村
お
米
蔵
に
お
い
て
三
百
俵
ほ

ど
の
米
俵
が
盗
ま
れ
る
と
い
う
大
事
件
で
、

犯
人
た
ち
は
獄
門
・
死
罪
を
含
む
二
十
人
近

「
罰
帳
」（『
相
良
家
文
書
』）
に
見
る
人
吉
藩
の
犯
罪 

㊤
尾
方 

保
之

西
浦
村
の
検
地
役
人
へ
の
賄わ

い

賂ろ

事
件 

⑴

六
分
に
当
た
る
二
万
四
千
石
ほ
ど
が
年
貢

収
入
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
は
新
田
開
発
が
あ
ま
り
進
ま

ず
、
田
畑
面
積
も
わ
ず
か
し
か
拡
大
し
な

か
っ
た
た
め
、
生
産
高
も
年
貢
高
も
ほ
と

ん
ど
増
加
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
天

候
不
順
や
災
害
が
繰
り
返
し
発
生
す
る
よ

う
に
な
り
、
享
保
の
大
飢
饉
、
宝
暦
の
大

水
害
、
明
和
の
飢
饉
で
は
年
貢
が
激
減
し

た
。

　

藩
の
財
政
収
入
が
増
え
な
い
中
で
財
政

支
出
は
増
え
る
一
方
で
あ
っ
た
。
参
勤
交
代

に
よ
る
江
戸
経
費
の
増
加
、
幕
府
の
普
請

手
伝
い
の
負
担
増
に
よ
っ
て
支
出
が
増
加
し

て
い
っ
た
。
江
戸
中
期
に
も
検
地
を
実
施
し

て
年
貢
の
増
収
を
図
っ
た
が
、
支
出
増
に
は

追
い
つ
か
な
か
っ
た
。

　

藩
の
財
政
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
増

税
す
る
か
大
阪
商
人
な
ど
か
ら
の
借
金
し

＝
年
の
検
地
）
だ
っ
た
が
、
こ
の
石
高
が

人
吉
藩
の
朱
印
高
と
し
て
幕
府
に
公
認
さ

れ
、
幕
末
ま
で
人
吉
藩
の
表

お
も
て

高だ
か

と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
江
戸
時
代
の
初
め
か
ら
人
吉

藩
で
も
新
田
開
発
が
積
極
的
に
進
め
ら

れ
、
寛
永
十
（
１
６
３
３
）
年
や
寛
永

十
八
（
１
６
４
１
）
年
に
実
施
さ
れ
た
検

地
で
は
新
田
高
が
約
二
万
石
に
な
っ
て
い

る
。
朱
印
高
に
近
い
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の

後
、
百
太
郎
溝
や
幸
野
溝
の
完
成
に
よ
っ
て

新
田
開
発
は
さ
ら
に
進
み
、
新
田
高
が
増

加
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
十
八
世
紀

初
め
の
宝
永
６
（
１
７
０
９
）
年
の
段
階

で
は
、
田
畑
面
積
五
千
八
百
町
歩
（
水
田

三
九
三
六
町
、
畑
一
八
八
二
町
）、
新
田
高

が
三
万
八
百
石
余
（
幕
府
に
は
一
万
九
千

石
余
と
報
告
）
と
な
り
、
朱
印
高
を
加
え

る
と
総
生
産
高
（
内
検
高
）
は
五
万
三
千

石
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
四
割

藩
に
お
い
て
も
、
新
田
開
発
を
進
め
る
と

と
も
に
検
地
が
何
回
も
実
施
さ
れ
、
年
貢

の
増
収
を
図
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
。

　

人
吉
藩
の
江
戸
時
代
初
め
の
石
高
は

二
万
二
千
百
石
余
（
文
禄
五
＝
１
５
９
６相良家文書「罰帳」（広島大学図書館蔵）
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村
の
庄
屋
、
横
目
、
上
目
付
の
村
役
を

始
め
惣
組
頭
、
触
役
、
組
頭
も
本
陣
に
詰

め
て
検
地
の
手
伝
い
を
行
い
、
検
地
役
人
の

接
待
や
食
事
の
賄
い
方
を
担
当
し
た
。
村

役
人
や
村
人
に
と
っ
て
検
地
役
の
測
量
の
仕

方
、
等
級
や
石
盛
の
算
定
に
よ
っ
て
税
率
や

年
貢
が
左
右
さ
れ
る
た
め
、
役
人
の
接
待

に
は
気
を
配
り
も
て
な
し
を
行
っ
た
に
違
い

な
か
っ
た
。

一
、事
件
の
発
覚
と
村
役
人
の
処
分

　

文
化
十
五
＝
文
政
元
＝
（
１
８
１
８
）

年
六
月
、
西
浦
の
賄
賂
事
件
の
判
決
が
申

し
渡
さ
れ
た
が
、
そ
の
裁
許
書
に
よ
れ
ば

賄
賂
事
件
が
発
覚
し
た
の
は
二
年
前
の
文

化
十
三
（
１
８
１
６
）
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

西
浦
村
の
戸
越
、
永
野
、
矢
黒
村
に
お
い

て
免め

ん
な
ら
し

平
均
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ

　

※
検
地
（
免
平
均
）
の
方
法

　

検
地
の
こ
と
を
「
免め

ん
な
ら
し

平
均
」
と
い
う
。

免
と
は
年
貢
率
の
こ
と
で
あ
る
。

　

検
地
と
い
え
ば
豊
臣
秀
吉
が
天
正
十

（
１
５
８
２
）
年
か
ら
、
全
国
的
に
開

始
し
た
「
太
閤
検
地
」
が
有
名
。
こ
の
検

地
は
検
地
尺
を
六
尺
三
寸
と
し
、
こ
の
六

尺
三
寸
四
方
を
一
歩ぶ

、
三
百
歩
を
一
反
と
し

た
。
江
戸
幕
府
は
六
尺
一
分
を
検
地
尺
と

し
た
が
、
人
吉
藩
で
は
六
尺
五
寸
四
方
を

一
歩
と
し
、
三
百
歩
を
一
反
と
し
た
。（
慶

長
十
九
年
相
良
清
兵
衛
に
よ
る
検
地
は

二
百
五
十
歩
を
一
反
と
し
た
）

　

検
地
は
検
者
、
目
付
の
立
ち
会
い
の
も

と
、
検
地
役
の
算さ

ん
じ
ゃ者
、
石こ

く
も
り盛
、
野の

取と
り

、
歩ぶ

取と
り

、
竿さ

お
と
り取

（
二
人
）
が
当
た
り
、
田
畑
の

等
級
、
面
積
、
石
盛
を
算
定
し
、
年
貢
を

決
め
て
検
地
帳
に
記
録
し
た
、

か
方
法
が
な
く
、
臨
時
増
税
と
借
金
が
繰

り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
十
九
世
紀
初

め
の
文
化
三
（
１
８
０
６
）
年
の
藩
の
借

金
高
は
一
万
五
千
両（
銀
一
千
貫
余
）と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の
藩
の
一
年
間
の
経

費
に
相
当
す
る
額
で
あ
る
。

　

藩
は
「
倹
約
取
締
令
」
を
繰
り
返
し

延
長
し
、
緊
縮
財
政
に
取
り
組
む
と
と
も

に
専
売
制
の
実
施
や
法
令
の
改
正
、
検
地

の
徹
底
に
よ
る
年
貢
の
増
収
に
取
り
組
ん

だ
。
こ
の
よ
う
な
時
代
、
厳
し
い
藩
財
政
の

立
て
直
し
の
た
め
勘
定
奉
行
に
就
任
し
た

の
が
田
代
善
右
衛
門
政
典
で
あ
る
。文
化
十

（
１
８
１
３
）
年
の
こ
と
で
、
西
浦
賄
賂

事
件
の
三
年
前
で
あ
る
。
田
代
政
典
は
八

年
後
の
文
政
四
（
１
８
２
１
）
年
、
家
老

に
就
任
。
藩
の
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
が
、
天
保
十
二
（
１
８
４
１
）

年
二
月
の
「
茸
山
騒
動
」
で
自
害
し
た
。

　

其
の
方
儀
、
去
々
子
春
其
の
所
免
平
均

に
付
賄
方
請
込
罷
り
在
り
候
処
、
同
村
御

徒
士
の
者
共
よ
り
出
物
取
結
び
高
と
遣
方

相
違
せ
し
め
落
着
難
き
由
に
て
糺
し
方
願

い
出
、
僉
議
に
及
び
候
処
、
請
込
み
の
者

共
詰
中
所
々
に
て
酒
宴
を
催
し
、
其
の
外

疑
い
筋
証
人
を
書
載
せ
候
て
数
箇
條
の
訴

訟
申
し
出
、
其
の
向
々
相
糺
し
候
処
、
所
々

に
て
酒
宴
相
催
し
候
儀
詰
所
よ
り
自
分
調

へ
物
等
出
銭
い
た
し
万
出
物
取
集
め
高
並

び
に
遣
い
方
の
儀
は
何
ぞ
私
曲
筋
の
疑
い

相
見
え
ざ
る
候
に
付
右
の
段
訴
え
出
候
者

共
へ
申
し
聞
か
せ
候
処
、
又ま

た
ぞ
ろ候

岩
浪
七
兵

衛
、寺
田
平
右
衛
門
よ
り
下
見
の
砌

み
ぎ
り
よ
り
、

石
盛
以
下
の
足
軽
共
へ
賄
賂
せ
し
め
候
段

申
し
出
、
是
れ
又
相
糺
し
候
処
、
相
違
無

き
の
旨
一い

ち
い
ち々

を
相
誤
り
候
。
酒
宴
並
び
に

自
己
の
調

と
と
の
へ
も
の物

迚と
て

も
出
銭
と
は
申
し
乍
ら
、

が
あ
る
の
で
調
査
し
て
も
ら
い
た
い
と
藩
へ

訴
え
出
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
村

役
人
を
含
め
検
地
の
賄

ま
か
な
い
か
た
方
と
な
っ
た
者
た

ち
が
、
あ
ち
こ
ち
で
酒
宴
を
開
き
、
ま
た

検
地
用
に
徴
収
し
た
経
費
を
使
っ
て
自
分

用
の
品
物
を
買
い
調

と
と
の

え
て
い
る
。
そ
の
ほ
か

に
も
疑
わ
し
き
こ
と
が
あ
る
の
で
調
査
し
て

も
ら
い
た
い
、
と
数
ヶ
条
（
二
十
三
条
）
の

項
目
を
挙
げ
て
訴
え
た
の
で
あ
る
。

　

徒
士
た
ち
の
訴
え
に
よ
っ
て
僉せ

ん

議ぎ

が
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
賄
賂
事
件
が
発
覚
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
事
件
の
概
要
を
知
る
た
め
、
西
浦

村
の
元
庄
屋
溝
口
祐
左
衛
門
裁
許
書
を
見

て
み
よ
う
。

　　
　

申　

渡

　
　
　
　

西
浦
元
庄
屋

　
　
　
　
　
　

溝
口
祐
左
衛
門

た
。
村
人
や
村
役
人
に
と
っ
て
は
迷
惑
千
万

で
あ
る
。
免
平
均
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
村
の

年
貢
が
減
る
ど
こ
ろ
か
間
違
い
な
く
年
貢
増

に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

村
人
た
ち
は
話
し
合
い
、
庄
屋
を
は
じ

め
横
目
や
上
目
付
の
村
役
人
（
所
役
）
の

取
り
計
ら
い
に
よ
っ
て
、
検
地
役
人
の
石
盛

以
下
野
取
、
歩
取
、
そ
し
て
竿
取
（
二
人
）

に
賄
賂
と
し
て
、
お
米
を
贈
る
こ
と
を
決

議
し
そ
れ
を
実
行
し
た
の
だ
っ
た
。
村
人
た

ち
は
検
地
の
た
め
の
出
費
（
出
物
）
と
賄

賂
の
た
め
の
経
費
を
了
解
し
、
負
担
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
が
露
見
し
な
か
っ
た
ら
事
件
と
は
な

ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
出
費
に
納
得
し
な

か
っ
た
村
の
武
士
（
徒か

ち士
格
）
岩
浪
七
兵

衛
と
寺
田
平
右
衛
門
が
中
心
と
な
り
、
村

人
か
ら
徴
収
し
た
出
物
の
総
高
と
検
地
の

た
め
に
使
っ
た
支
出
高
（
遣

つ
か
い

方か
た

）
に
相
違
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衛
門
は
石
盛
に
借
金
を
融
通
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
四
十
日
間
の
押
込
と
な
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
上
目
付
で
賄
方
で
あ
っ
た
二
人

は
役
目
召
放
し
の
う
え
、
七
十
日
間
の
逼ひ

っ
そ
く塞

を
命
じ
ら
れ
た
。
逼
塞
と
は
武
士
や
僧
侶
に

科
せ
ら
れ
る
謹
慎
刑
で
、
門
を
閉
ざ
し
日
中

は
出
入
り
出
来
な
い
が
夜
間
は
潜
り
門
か
ら

の
出
入
り
が
許
さ
れ
た
（「
日
本
史
用
語
辞

典
」）。
二
人
の
上
目
付
は
武
士
（
徒
士
格
）

の
身
分
だ
っ
た
た
め
か
逼
塞
と
な
っ
た
が
、

刑
は
二
倍
以
上
の
期
間
と
な
っ
て
い
る
。
他

に
鬼
塚
彦
左
衛
門
ら
三
人
の
徒
士
が
三
十

日
間
の
逼
塞
と
な
っ
て
い
る
。

【
お
が
た
・
や
す
ゆ
き
、
求
麻
郷
土
研
究
会
、

錦
町
一
武
】

ろ
、
庄
屋
た
ち
は
賄
賂
を
贈
っ
た
こ
と
を
認

め
謝
罪
し
た
と
い
う
。
酒
宴
や
調
物
の
出

費
も
必
要
だ
が
、
場
所
や
時
節
を
わ
き
ま

え
て
お
ら
ず
不
謹
慎
の
至
り
で
あ
る
。
そ
の

う
え
賄
賂
を
贈
る
と
い
う
藩
の
ご
大
禁
を

犯
し
、
そ
れ
を
ご
ま
か
す
た
め
に
偽
の
帳

面
を
提
出
し
た
。
こ
れ
は
お
上
を
恐
れ
ず

我
が
侭
の
働
き
不
届
き
至
極
で
あ
る
。
よ
っ

て
「
庄
屋
役
召
放
し
、
押
込
申
し
付
る
も

の
也
」
と
申
し
渡
さ
れ
た
。

　

溝
口
祐
左
衛
門
は
西
浦
村
の
庄
屋
役
を

召
放
さ
れ
、
三
十
日
間
の
〝
押
込
〟
と
な
っ

た
。
押
込
み
と
は
、
郷
士
（
足
軽
格
）
以

下
に
科
せ
ら
れ
る
謹
慎
刑
で
、
門
を
閉
ざ

さ
せ
て
外
出
を
禁
ず
る
も
の
で
あ
る
。
庄
屋

と
同
じ
よ
う
に
役
目
召
放
し
の
上
、
三
十

日
間
の
押
込
と
な
っ
た
の
は
横
目
役
の
尾
方

万
七
を
は
じ
め
、賄

ま
か
な
い
か
た方
請
込
の
四
人
と
な
っ

て
い
る
。
も
う
一
人
の
賄
方
、
鬼
塚
清
左

場
所
時
節
を
も
相
弁
へ
ず
、
不
慎
の
至
り
に

候
。
其
の
上
御
大
禁
を
犯
し
、
殊こ

と

に
不
実

の
帳
面
を
差
出
し
候
儀
、
上
を
恐
れ
ざ
る

我
侭
の
働
き
不
届
至
極
に
候
。
仍
っ
て
庄

屋
役
召
放
し
押
込
申
付
る
も
の
也
。

　
　

六
月

　

徒
士
の
岩
浪
七
兵
衛
と
寺
田
平
右
衛
門

た
ち
の
訴
え
に
基
づ
き
、
役
所
が
「
出
物

取
結
び
高
」と「
遣
方
」を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

出
物
と
遣
方
に
違
い
は
な
く
「
私
曲
の
疑

い
相
見
え
ず
」
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
訴
え
出

た
岩
浪
と
寺
田
に
そ
の
こ
と
を
申
し
聞
か

せ
た
と
い
う
。

　

す
る
と
二
人
は
、
免
平
均
の
下
見
の
頃

か
ら
検
地
役
の
石
盛
以
下
の
足
軽
た
ち
に

賄
賂
が
贈
ら
れ
た
の
で
調
べ
て
ほ
し
い
と
再

度
訴
え
た
。

　

そ
こ
で
賄
賂
に
つ
い
て
取
り
調
べ
た
と
こ

を
並
べ
る
の
は
避
け
る
け
れ
ど
も
、
小
山
は

一
種
の
天
才
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
小
山
生
誕

一
二
〇
年
を
記
念
し
て
本
誌
は
彼
の
特
集

を
組
む
こ
と
に
し
た
。
特
集
と
い
っ
て
も
全

面
的
検
討
は
不
可
能
で
あ
る
。
彼
の
業
績

は
あ
ま
り
に
も
広
く
深
く
、
本
誌
で
は
そ
の

一
部
を
な
し
う
る
に
止
ま
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
相
良
村
で
生
ま
れ
た
天
才
を
と
り
あ

げ
る
こ
と
は
本
誌
の
任
務
で
あ
る
。初
回
は
、

初
期
の
代
表
作
『
或
る
村
の
近
世
史
』
を

と
り
あ
げ
る
。
小
山
は
明
言
し
て
い
な
い
け

れ
ど
も
、
同
書
に
い
う
『
在
る
村
』
と
は

ま
れ
た
。
小お

山や
ま

勝か
つ
き
よ清

で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

一
二
〇
年
が
す
ぎ
た
。

「
小
山
勝
清
」
と
耳
に
し
た
だ
け
で
は
、

誰
で
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
人
が
増
え
て
き

た
。
一
二
〇
年
前
に
生
ま
れ
五
〇
年
ほ
ど

前
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
も
仕
方

な
い
。『
彦
一
ト
ン
チ
話
』
や
『
そ
れ
か
ら

の
武
蔵
』
を
書
い
た
作
家
と
だ
と
い
え
ば
、

あ
の
人
か
と
思
い
出
す
人
は
か
な
り
で
て
く

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
小
山
の
業
績
全

体
を
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
。
小
山
は
児

童
文
学
・
時
代
劇
の
作
家
に
と
ど
ま
ら
な

い
思
想
家
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
彼
の
全
作
品

は
じ
め
に

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
年
）
三
月

二
九
日
、
球
磨
郡
四
浦
村
晴
山
（
現
・
球

磨
郡
相
良
村
）
で
ひ
と
り
の
男
の
子
が
産

小
山
勝
清 

生
誕
一
二
〇
年
特
集

晩年の小山勝清
（『相良村誌　資料編）より
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豊
か
な
情
緒
を
ふ
く
ん
だ
曲
線
が
、
南
国

の
深
い
空
を
か
ぎ
り
、
地
上
に
半
円
を
つ

く
っ
て
、
は
る
か
薩
摩
境
へ
と
つ
づ
い
て
い

る
。一

方
、
三
方
ケ
岳
か
ら
別
れ
た
支
流
は
、

内
大
臣
山
、
五
箇
荘
、
梶
原
山
な
ど
の
、

広
い
山
岳
地
帯
を
つ
く
り
、
残
り
の
半
円
を

描
い
て
、
同
じ
く
薩
摩
境
へ
と
走
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
其
処
に
、
一
つ
の
盆
地
が
形
づ
く

ら
れ
て
い
る
。

此
の
盆
地
―
昔
は
十
二
万
と
称
せ
ら
れ

て
い
た
。

其
の
平
野
を
取
り
囲
ん
で
い
る
山
々
、

そ
れ
は
、
緑
の
ビ
ロ
ー
ド
を
張
っ
た
、
緑
の

壁
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、そ
れ
は
、

決
し
て
、
見
る
人
の
限
界
を
は
こ
ば
な
い
だ

ろ
う
。
人
々
の
眼
は
、
慈
母
の
ふ
と
こ
ろ
へ

と
、
抱
か
れ
行
く
よ
う
に
、
深
い
緑
の
中

に
吸
い
込
ま
れ
て
行
く
。

を
利
用
す
る
。

※　

※　

※　

※　

※

《
資
料
》

「
佐
七
老
人
が
死
ん
だ
。

彼
は
、
土
着
の
百
姓
で
、
そ
の
村
は
、

南
九
州
の
き
わ
め
て
辺
鄙
な
地
で
あ
っ
た
。

豊
前
の
英
彦
山
あ
た
り
で
は
、
猶
、
巍
峨

た
る
姿
を
見
せ
て
い
る
九
州
ア
ル
プ
ス
も
、

南
へ
南
へ
と
走
る
に
つ
れ
て
次
第
に
其
の
角

を
失
い
、
衣
を
厚
う
し
て
、
此
処
、
肥
後

と
日
向
の
境
を
分
く
る
市
房
の
連
山
あ
た

り
に
な
れ
ば
、
大
空
を
斜
め
に
引
い
た
刃

物
の
よ
う
な
山
の
端
、
鋭
い
歯
の
鋸
の
よ
う

な
峰
の
形
、
多
面
体
の
宝
石
の
よ
う
に
冷

た
く
光
る
山
面
、
或
は
、
名
に
し
あ
う
名

山
に
峨
々
た
る
山
の
構
え
を
も
、
只
一
様

に
、
厚
く
、
や
わ
ら
か
な
緑
の
肉
に
包
ま
れ
、

相
良
村
に
ほ
か
な
ら
ず
、
同
書
を
と
り
あ

げ
る
こ
と
は
相
良
村
史
の
一
面
、
ひ
い
て
は

人
吉
球
磨
地
方
の
歴
史
の
一
部
を
み
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。

同
書
は
「
盗
人
記
」
で
は
じ
ま
る
。
ど

き
り
と
す
る
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。「
盗
人
」

つ
ま
り
「
泥
棒
」
の
話
か
ら
彼
は
書
き
始

め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
同
書
を

読
め
ば
直
ぐ
に
分
か
る
け
れ
ど
も
、
彼
の

才
能
は
そ
う
し
た
題
名
の
つ
け
か
た
（
ネ
ー

ミ
ン
グ
）
に
も
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

「
盗
人
記
」の
主
役
は
佐
七
老
人
で
あ
る
。

そ
の
冒
頭
を
資
料
と
し
て
引
用
し
、
ま
ず

は
、
彼
の
描
く
相
良
村
、
人
吉
球
磨
の
姿

を
ま
ず
は
み
よ
う
。
小
山
の
目
に
は
相
良

村
、
人
吉
球
磨
は
ど
の
よ
う
に
写
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
引
用
に
あ
っ
て
は
、
読
み
や

す
く
す
る
た
め
、
原
書
の
聚
英
閣
版
で
な
く

『
相
良
村
誌
資
料
編
一
』
所
収
の
改
訂
版

佐
七
老
人
の
村
は
、
そ
う
し
た
谷
の
奥

に
あ
る
、
小
さ
な
盆
地
に
あ
っ
た
。
人
家

は
、
わ
ず
か
五
六
十
戸
の
小
部
落
で
、
そ

の
附
近
に
偏
在
し
て
い
る
、
幾
つ
も
の
部
落

を
合
し
て
、
一
村
を
な
し
て
い
た
。
真
に
、

山
の
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
た
青
い
村
で
あ
っ

た
。
一
つ
の
谷
川
が
、
村
の
中
央
を
流
れ
て

い
る
。
谷
の
両
岸
に
は
、古
い
椿
が
生
い
茂
っ

て
、
澄
み
き
っ
た
水
を
、
一
層
青
く
色
ど
つ

て
い
た
。
せ
ま
い
土
地
と
て
、
平
地
は
多

く
田
畑
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
人
家
は
大
昔
、

思
い
思
い
に
山
の
斜
面
を
切
り
開
い
た
も
の

ら
し
く
、
一
軒
一
軒
が
、
小
さ
な
城
郭
の
よ

う
な
古
い
石
垣
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
、
段
々

に
、
重
な
り
合
っ
て
い
た
。」

以
上
で
あ
る
。
相
良
村
の
状
況
が
目
に

浮
か
ぶ
で
あ
ろ
う
か
。
Ｋ
川
は
、
な
に
川

の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、

て
、
山
の
ふ
と
こ
ろ
が
、
如
何
に
も
大
き
く
、

深
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
二
日
三
日
の
行

遊
に
て
は
、
路
あ
る
と
こ
ろ
す
ら
尽
く
し
き

れ
ぬ
程
、
山
は
深
く
、
谷
は
長
い
。
在
る

谷
は
、
そ
の
奥
に
、
一
つ
の
盆
地
が
開
け
て

い
て
、
幾
つ
か
の
村
落
が
営
ま
れ
て
い
る
。

是
等
谷
々
の
水
は
、
本
流
を
市
房
山
か

ら
、
支
流
を
五
個
荘
か
ら
発
し
て
い
る
Ｋ
川

に
集
め
ら
れ
、
ま
だ
草
原
の
多
い
盆
地
の
平

野
を
、
縦
横
に
う
る
お
し
な
が
ら
、
二
つ
の

山
脈
の
接
す
る
と
こ
ろ
薩
摩
境
の
大
峻
谷
を

通
っ
て
、
不
知
火
海
に
そ
そ
い
で
い
る
。

併
し
、
又
、
静
か
に
熟
視
す
れ
ば
、
そ

れ
は
、
只
平
面
な
、
ビ
ー
ロ
ド
の
壁
で
は
な

く
、
諸
所
に
、
無
数
の
、
深
い
壁
が
入
っ
て

い
る
の
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
、

其
処
へ
近
づ
い
て
行
け
ば
、
そ
れ
が
、
大
小

さ
ま
ざ
ま
山
の
破
れ
目
で
あ
る
こ
と
が
解

り
、
遂
に
、
深
い
渓
谷
と
な
っ
て
現
れ
る
。

其
の
渓
谷
を
た
ど
る
時
、
人
々
は
、
初
め

人吉盆地

相良村

小山勝清特集
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の
生
活
が
ど
う
変
化
し
た
か
、
と
い
う
レ

ベ
ル
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
説
明
に

窮
す
る
は
ず
で
あ
る
。

歴
史
学
で
は
、
戦
前
か
ら
の
論
争
と
し

て
は
講
座
派
と
労
農
派
の
対
立
が
有
名
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
両
者
の
内
容
を
知
っ
て
い

る
人
は
少
な
い
。
は
じ
め
て
聞
く
人
が
む
し

ろ
大
半
で
あ
ろ
う
。
両
派
と
は
別
に
、
分

析
が
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
い
ま
だ
に
定

説
は
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

「
文
明
開
化
」
と
い
う
素
朴
な
発
想
を
出

発
点
に
す
れ
ば
、
維
新
前
は
「
文
明
開
化

以
前
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
場
合
の

「
文
明
」
と
は
西
洋
文
明
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
維
新
に
よ
っ
て
、
旧
社
会
が
崩

壊
し
新
社
会
つ
ま
り
西
洋
的
社
会
の
方
向

へ
、
日
本
社
会
は
「
転
換
」
し
た
、
少
な

く
と
も
「
転
換
」
を
目
指
し
た
と
要
約
で

き
る
。
マ
ゲ
を
切
る
と
い
っ
た
、
西
洋
文
化

感
覚
に
お
そ
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
刀

を
と
り
あ
げ
ら
れ
た
と
き
も
だ
。
武
士
た

ち
が
相
当
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
で
あ
ろ
う

と
は
推
測
で
き
る
が
、
具
体
的
に
は
、
ほ

と
ん
ど
分
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
以
前

の
価
値
観
の
否
定
が
す
す
め
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、「
身
だ
し
な

み
の
美
学
」
を
は
る
か
に
超
え
て
、
日
本
の

社
会
構
造
を
根
本
的
に
変
え
る
も
の
で
あ
っ

た
。明

治
維
新
の
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
は
、

維
新
直
後
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
に
検
討
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
量
は
膨
大
で
あ
る
。
加
え
て
、

い
ま
な
お
、
そ
の
検
討
は
す
す
め
ら
れ
て
い

る
。
学
問
の
世
界
だ
け
で
な
く
、「
幕
末
維

新
」
論
は
日
本
人
好
み
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

特
に
、
坂
本
龍
馬
や
西
郷
隆
盛
は
人
気
者

で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
維
新
の
歴
史
的

意
味
を
説
明
で
き
る
人
は
少
な
い
。
庶
民

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
年
）
に
小
山
は
こ

の
よ
う
に
相
良
村
を
描
い
た
。
参
考
の
た

め
、
人
吉
盆
地
と
相
良
村
の
地
図
を
そ
の

資
料
と
し
て
付
け
加
え
た
。

小
山
は
相
良
村
の
近
代
を

ど
の
よ
う
に
描
い
た
か　

（
編
集
部
）

本
論
に
入
る
ま
え
に
、
予
備
知
識
を
確

認
し
て
お
く
。
そ
れ
は
明
治
維
新
に
さ
か

の
ぼ
る
。

周
知
の
よ
う
に
明
治
維
新
を
機
に
、
日

本
社
会
の
構
造
は
大
き
く
変
化
し
た
。
そ

の
こ
と
に
誰
も
異
論
は
な
い
。
武
士
が
髷（
マ

ゲ
）
を
切
り
ザ
ン
ギ
リ
頭
に
し
た
例
は
分

か
り
や
す
い
。「
マ
ゲ
は
武
士
の
命
」
で
あ
っ

た
と
い
う
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ

を
切
る
と
き
、
武
士
た
ち
は
、
ど
う
い
う

問
題
は
、
佐
七
老
人
が
ど
の
よ
う
な
人

物
で
あ
っ
た
の
か
だ
。
そ
れ
を
説
明
す
る
た

め
に
は「
在
る
村
」が
ど
う
い
う
状
況
で
あ
っ

た
か
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
。

「
人
情
の
深
い
怠
け
者
」
と

「
不
人
情
の
働
き
者
」

小
山
の
表
現
力
は
卓
越
し
て
い
る
。
彼
は

「
人
情
の
深
い
怠
け
者
」・「
不
人
情
の
働

き
者
」
と
い
う
意
表
を
つ
く
比
喩
（
ア
リ

と
キ
リ
ギ
リ
ス
に
似
た
比
喩
）
で
当
時
の

状
況
を
説
明
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
在

る
村
」（
相
良
村
）
は
、

「
も
と
も
と
は
、
土
地
が
肥
沃
で
、
天
産

物
に
富
み
、そ
の
う
え
、人
口
が
希
薄
で
あ
っ

た
。」

真
面
目
に
実
行
し
た
。
西
洋
化
は
一
挙
に

進
ま
な
か
っ
た
。
激
し
い
内
部
対
立
を
ひ
き

お
こ
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
す
す
め
ら
れ
た
。

小
山
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
面
を
『
在

る
村
の
近
世
史
』
で
書
い
た
。「
佐
七
老
人

が
死
ん
だ
」
と
彼
が
書
く
と
き
、「
佐
七

老
人
」
は
旧
社
会
に
ほ
か
な
ら
ず
、
彼
の

死
は
旧
社
会
の
消
滅
と
新
社
会
の
「
確
立
」

を
意
味
し
た
。
あ
る
人
物
の
死
を
時
代
変

化
の
指
標
に
す
る
の

は
小
山
の
特
権
で
は

な
い
。
ビ
ク
ト
リ
ア

女
王
の
死
で
イ
ギ
リ
ス

の
繁
栄
期
の
終
了
を

示
す
場
合
と
そ
れ
は

同
じ
で
あ
る
。『
三
四

郎
』
や
『
こ
こ
ろ
』

で
漱
石
が
と
っ
て
い
る

方
法
で
も
あ
る
。

の
表
面
的
な
模
倣
か
ら
す
べ
て
は
開
始
し

た
。
法
典
編
纂
す
ら
模
倣
で
あ
っ
た
。
た

と
え
ば
江
藤
新
平
は
フ
ラ
ン
ス
法
を
直
訳

し
、
そ
れ
で
す
ま
そ
う
と
し
た
。
維
新
政

府
の
首
脳
・
大
久
保
利
通
た
ち
は
自
ら
使

節
団
を
編
成
し
、
長
期
に
わ
っ
て
欧
米
諸

国
の
状
況
を
調
べ
、
西
欧
化
に
必
要
な
も

の
を
確
認
し
、
そ
の
導
入
を
は
か
っ
た
。
鹿

鳴
館
の
よ
う
な
滑
稽
と
も
い
え
る
こ
と
を

小山勝清特集
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ほ
と
ん
ど
の
地
主
は
移
住
者
（
よ
そ
者
）

と
い
う
状
況
に
ま
で
い
た
る
。
相
良
村
の
も

と
も
と
の
住
民
は
よ
そ
者
に
完
全
に
敗
北

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
小
山
の
説
明
が
史

実
に
合
致
す
る
か
は
、こ
こ
で
は
問
わ
な
い
。

小
山
が
相
良
村
の
歴
史
を
そ
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
、
こ
こ
で

は
足
り
る
。
相
良
村
の
人
に
は
否
定
し
た

く
な
る
よ
う
な
説
明
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、

小
山
自
身
が
そ
の
よ
そ
者
（
移
住
者
）
の

子
で
あ
る
。
彼
の
父
・
文
郁
は
、
熊
本
で

生
ま
れ
て
「
放
浪
者
」
に
な
り
、
最
後
に

は
、
ム
ラ
の
名
望
家
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

状
況
は
、
Ｊ
・
ハ
ー
バ
マ
ス
の
い
う
「
シ
ス

テ
ム
と
貨
幣
に
よ
る
生
活
世
界
の
植
民
地

化
」
論
に
近
い
。

（
編
集
部
）

「
生
存
競
争
の
実
践
を
経
て
い
る
の
で
、

世
を
渡
る
に
は
、
働
く
こ
と
と
、
狡
猾
で
あ

る
こ
と
と
、
不
人
情
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の

秘
訣
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
」

と
言
う
。「
土
着
の
百
姓
達
は
、
ま
ず
し

い
彼
等
を
憐
み
、
朝
ま
だ
き
か
ら
月
が
上

る
ま
で
も
野
良
を
離
れ
ぬ
彼
ら
小
作
人
達

を
、
誉
め
そ
や
し
、
色
々
と
情
け
を
か
け

て
や
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
虎
の
子
で

も
飼
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
…

人
一
倍
働
く
彼
等
は
、
少
し
ず
つ
金
を
貯
め

て
行
っ
た
」
と
書
く
。

土
着
の
百
姓
は
「
人
情
の
深
い
怠
け
者
」

で
あ
る
（
い
わ
ゆ
る
「
お
人
好
し
」
を
想

起
さ
せ
る
）。
コ
ツ
コ
ツ
金
を
貯
め
て
い
た

移
住
者
（
よ
そ
者
）
に
、
結
局
は
敗
北
し
、

田
畑
ま
で
収
奪
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、

と
こ
ろ
が
、こ
の
状
況
は
「
他
国
人
」（
旧

相
良
藩
以
外
の
土
地
の
者
）の
移
住（
侵
入
）

に
よ
っ
て
攪
乱
さ
れ
て
最
終
的
に
は
移
住
者

の
勝
利
で
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
維
新

は
激
動
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。
球
磨
人
吉

は
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
年
）
の
西
南
戦

争
の
戦
火
が
そ
れ
に
加
わ
っ
た
。
西
南
戦
争

後
、
球
磨
人
吉
に
移
住
者
が
押
し
寄
せ
た
。

そ
の
と
き
の
こ
と
を
小
山
は
書
い
て
い
る
の

だ
。
土
着
の
百
姓
・
佐
七
老
人
は
旧
社
会

で
あ
る
。「
移
住
者
」
は
新
社
会
で
あ
っ
た
。

図
式
的
に
い
え
ば
、
そ
う
な
る
。
と
こ
ろ
で

小
山
は
、
移
住
者
を

「
自
分
の
故
郷
を
食
い
つ
め
た
人
物
ら
し

く
、
大
概
は
、
着
の
身
着
の
ま
ま
の
放
浪

者
で
あ
っ
た
」

と
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
更
に
、

大
き
く
豊
か
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

新
一
年
生
は
、
不
安
と
希
望
を
胸
に
ピ
カ
ピ
カ
の
制
服
に
身
を
包

み
大
き
な
鞄
を
抱
え
て
正
門
を
く
ぐ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
学
校
に
行
く

の
が
楽
し
み
に
な
る
よ
う
な
言
葉
か
け
を
し
た
い
も
の
で
す
。
子
ど

も
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
励
ま
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
自
立
に
つ
な

が
り
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
と
は
学
校
で
、
勉
強
の
こ
と
は
塾
に
や
っ
て

お
け
ば
い
い
と
い
う
気
持
ち
で
は
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
家

族
や
家
庭
が
最
高
の
教
育
者
で
す
。
子
育
て
は
手
間
ひ
ま
か
か
る
こ

と
で
す
が
、
手
作
り
の
子
育
て
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
食
べ

る
こ
と
、
着
る
こ
と
、
寝
る
こ
と
、
そ
し
て
勉
強
す
る
こ
と
す
べ
て

に
家
庭
や
父
母
の
力
が
必
要
で
す
。

新
一
年
生
は
新
し
い
環
境
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
学
校
で
ど
ん
な

ふ
う
に
過
ご
し
て
い
る
の
か
、
子
ど
も
の
話
を
じ
っ
く
り
聞
く
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。
心
配
な
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
先
生
に
伝
え
る
こ

と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

満
開
の
桜
に
つ
つ
ま
れ
た
春
ら
ん
ま
ん
の
佳
き
日
に
、
子
ど
も
た

ち
は
入
学
式
を
む
か
え
ま
し
た
。

み
ん
な
、
か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も
た
ち
。

「
か
し
こ
く
な
っ
て
ほ
し
い
」

「
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

「
美
し
い
心
を
も
っ
た
優
し
い
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

親
の
願
い
は
み
ん
な
同
じ
で
す
。

子
ど
も
た
ち
も
新
し
い
出
会
い
の
中
か
ら
新
し
い
自
分
を
み
つ
け

マ
イ
・
ビ
ュ
ー

子
ど
も
を
真
ん
中
に
し
て 

　

 

内
田
順
子



65  くまがわ春秋　Vol.1　2016.4.9 64くまがわ春秋　Vol.1　2016.4.9

た
も
の
で
し
た
。
そ
の
花
を
み
た
と
た
ん
母
は
、

「
ま
ぁ
、
き
れ
い
な
お
花
ね
ぇ
」

と
ニ
コ
ニ
コ
し
て
私
を
む
か
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ほ
っ
と
安
心
。
母

が
喜
ぶ
姿
が
う
れ
し
く
て
う
れ
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
母

と
一
緒
に
花
を
活
け
て
部
屋
中
が
明
る
く
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
わ
が
子
に
優
し
く
笑
顔
を
向
け
て
く
れ
た
母
も
き
っ
と
幸
せ

な
時
間
だ
っ
た
と
大
人
に
な
っ
て
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
一
度

そ
ん
な
穏
や
か
で
優
し
い
時
間
に
出
会
う
と
、
ま
た
、
そ
ん
な
時
間

に
出
会
い
た
く
な
る
。
何
回
か
や
っ
て
い
る
う
ち
に
「
好
き
な
自
分
」

に
会
え
る
コ
ツ
も
つ
か
ん
で
く
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
、
き
ら
き
ら
輝
く
瞳
を
く

も
ら
せ
な
い
よ
う
に
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に
し
て
父
母
や
保
護
者
・

地
域
の
み
な
さ
ん
・
教
職
員
が
手
を
取
り
合
っ
て
、
子
ど
も
の
生
命

と
人
権
を
守
る
た
め
に
共
同
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

未
来
を
創
る
子
供
た
ち
の
が
ん
ば
り
を
い
つ
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

【
う
ち
だ
・
よ
り
こ
。
教
員
、
八
代
市
坂
本
町
】

い
ま
、
私
た
ち
大
人
は
、
複
雑
で
厳
し
い
社
会
の
中
に
生
き
て
い

ま
す
。
日
々
の
生
活
で
は
、
怒
り
た
く
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
苛
立
つ

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
気
持
ち
が
理
由
も
な
く
子
ど

も
に
向
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
自
分
が
自
分
で

嫌
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
人
と
し
て
も
幸
せ
を
感
じ
る
ひ
と

と
き
を
み
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

私
が
幼
い
と
き
、
母
か
ら
、
近
所
の
花
屋
さ
ん
で
「
好
き
な
お
花

を
買
っ
て
き
て
」
と
い
わ
れ
て
、
よ
く
お
使
い
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
鮮
や
か
な
花
が
咲
き
誇
り
、「
ど
の
お
花
に
し
よ
う
か

な
」
と
迷
い
、な
か
な
か
決
め
ら
れ
ず
、た
く
さ
ん
の
種
類
の
花
を
買
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
お
釣
り
が
ほ
ん
の
少
し
に
な
っ
た
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

「
あ
っ
、
た
く
さ
ん
買
っ
て
し
ま
っ
た
。
残
り
の
お
金
が
少
な
く
な
っ

た
…
…
ど
う
し
よ
う
。
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
買
っ
て
、
お
母
さ
ん
に

し
か
ら
れ
る
。」

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
大
き
く
な
っ
た
花
を
両
腕
に
抱
え
て
帰
っ

い
ま
し
た
。
う
ど
ん
の
入
っ
た
丼
に
カ
ワ
イ
イ
目
鼻
が
つ
い
て
い
た
り
、

頭
が
丼
で
胴
体
が
つ
い
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
中
に
、
た
だ
一
つ
、
柱
状

の
体
に
顔
と
手
足
が
つ
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
。

「
え
っ
？　

う
ど
ん
が
モ
チ
ー
フ
や
ろ
？
」

五
人
い
る
社
員
の
中
で
私
ひ
と
り
が
、う
ど
ん
の
「
麺
」
を
モ
チ
ー

フ
に
し
て
い
た
の
で
し
た
。

こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
時
々
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
み
な
ら
ず
、一
般
の
人
に
も
「
う
ど
ん
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
っ
て
言
わ
れ
た
ら
、
ど
ん
な
姿
を
想
像
し
ま
す
？
」
と
聞

い
て
い
ま
し
た
。
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
丼
に
入
っ
た
う
ど
ん
を

擬
人
化
し
た
姿
を
思
い
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
私
と
同
じ
よ

う
に
、う
ど
ん
麺
を
思
い
つ
く
人
も
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

私
を
含
め
た
何
割
か
の
人
に
と
っ
て
「
う
ど
ん
」
と
は
、「
う
ど
ん
料

理
」
の
こ
と
で
は
な
く
、「
う
ど
ん
麺
」
そ
の
も
の
な
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、香
川
以
外
で
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

「
う
ど
ん
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集

し
て
い
る
ら
し
い
で
す
よ
」

昔
、
郷
里
の
香
川
県
で
印
刷
関
連
の
仕
事
を
し
て
い
た
と
き
、
昼

休
み
に
後
輩
社
員
が
言
い
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
入
選
作
に
は

賞
金
が
出
る
と
聞
き
、
遊
び
半
分
、
社
員
み
ん
な
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
午
後
の
お
茶
休
憩
に
な
り
、
社

長
が
席
を
は
ず
し
た
の
を
見
て
、
各
々
が
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
を
見
せ
あ

う
と
…
。

「
先
輩
。
コ
レ
っ
て
…
麺
？
」

言
い
出
し
っ
ぺ
の
後
輩
が
１
枚
の
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
を
見
て
固
ま
っ
て

マ
イ
・
ビ
ュ
ー

極
私
的
・
う
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ん
の
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ん
も
美
味
し
い
で
す
よ
」
と
か
「
こ
の
辺
り
に
も
美
味
し
い
う
ど
ん

屋
さ
ん
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
教
え
て
く
だ
さ
る
方
も
多
い
で
す
。

熊
本
に
来
て
か
ら
は
、
県
内
だ
け
で
は
な
く
九
州
各
地
の
美
味
し

い
う
ど
ん
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
長
崎
の
五
島
う
ど
ん
は
有
名
な
の

で
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
分
・
佐
伯
の
「
ご
ま
だ
し
う
ど
ん
」
や
、

宮
崎
が
う
ど
ん
屋
が
多
い
県
だ
と
知
っ
た
の
は
、
わ
り
と
最
近
の
こ

と
で
す
。
中
で
も
福
岡
の
人
か
ら
は
「
香
川
の
う
ど
ん
は
、
硬
す
ぎ

ま
す
。
う
ど
ん
に
コ
シ
な
ん
て
い
り
ま
す
か
？
そ
れ
に
、
日
本
の
う
ど

ん
発
祥
の
地
は
福
岡
で
す
よ
」
と
、
お
叱
り
を
受
け
た
こ
と
も
。（
私

に
言
わ
れ
て
も
困
る
ん
で
す
が
…
）

教
え
て
も
ら
っ
た
お
店
の
何
軒
か
に
は
行
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の

う
ど
ん
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
基
本
的
に
麺
な
ら
な
ん
で
も
好
き

で
す
の
で
、
太
く
て
も
細
く
て
も
、
硬
め
で
も
や
わ
ら
か
く
て
も
、

う
ど
ん
料
理
と
と
ら
え
れ
ば
、
大
抵
美
味
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。
香

川
に
比
べ
る
と
、
お
値
段
が
多
少
高
め
に
感
じ
ま
す
が
、
そ
れ
は
、

香
川
が
安
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
気
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

た
だ
ど
う
し
て
も
引
っ
か
か
る
の
は
、「
ぶ
っ
か
け
う
ど
ん
」の
上
に
、

な
ん
や
か
ん
や
と
具
を
山
盛
り
に
し
て
い
る
お
店
が
あ
る
と
こ
ろ
。

他
県
で
は
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
ぁ
、
全
国
的
に
見
て
も
う
ど

ん
を
含
め
た
麺
料
理
の
Ｐ
Ｒ
に
出
て
来
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
ほ
と
ん
ど

が
丼
に
目
鼻
、
手
足
タ
イ
プ
な
の
で
、
九
割
が
た
は
丼
の
絵
を
描
い

て
く
る
と
思
い
ま
す
が
。

香
川
県
は
、
地
元
の
タ
ウ
ン
情
報
誌
が
起
こ
し
た
「
讃
岐
う
ど
ん

ブ
ー
ム
」
に
行
政
が
上
手
く
乗
っ
か
っ
て
、
成
功
し
た
例
で
す
。
日
本

で
一
番
狭
い
県
で
も
あ
り
、
地
域
間
の
食
文
化
の
差
が
そ
れ
ほ
ど
な
い

こ
と
も
あ
っ
て
、
全
県
挙
げ
て
う
ど
ん
一
本
で
押
せ
た
の
も
よ
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
今
で
は
、
連
休
と
も
な
れ
ば
県
外
か
ら
の
観
光
客
で

長
蛇
の
列
が
で
き
る
う
ど
ん
屋
さ
ん

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
お
か
げ
で

香
川
県
出
身
と
言
う
と
、「
や
っ
ぱ
り

う
ど
ん
が
好
き
な
ん
で
す
か
？
」「
香

川
の
人
っ
て
、
毎
日
う
ど
ん
を
食
べ

る
っ
て
ホ
ン
ト
？
」と
聞
か
れ
る
ほ
ど
に

「
香
川
＝
う
ど
ん
」
と
い
う
印
象
が

浸
透
し
て
い
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
く
る

と
、「
香
川
の
う
ど
ん
も
美
味
し
い
で

し
ょ
う
が
、
う
ち
の
地
元
の
○
○
う
ど

た
い
な
ら
天
ぷ
ら
う
ど
ん
を
頼
め
ば
い
い
の
に
、
な
ぜ
、
ぶ
っ
か
け

う
ど
ん
に
の
せ
る
か
な
ぁ
…
…
。
百
歩
譲
っ
て
別
皿
で
く
る
な
ら
ま
だ

し
も
、麺
に
直
に
の
せ
た
ら
味
が
う
つ
る
じ
ゃ
な
い
か
。
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ

載
せ
な
く
て
も
、
十
二
分
に
美
味
し
い
よ
！
み
ん
な
、
も
っ
と
麺
の

も
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
信
じ
ろ
よ
！
と
、
う
ど
ん
と
は
麺
そ
の
も
の
と

思
っ
て
い
る
私
は
と
き
ど
き
イ
ラ
っ
と
し
つ
つ
、
各
地
の
う
ど
ん
の
違

い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
が
現
在
、
ひ
そ
か
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
が
、
二
、三

年
前
に
八
代
の
ラ
ー
メ
ン
友
達
か
ら
聞
い
た
「
球
磨
郡
内
に
、
う
ど

ん
好
き
が
高
じ
て
香
川
の
店
で
修
業
し
た
人
が
い
る
」
と
い
う
話
で

す
。
修
業
は
す
で
に
終
え
て
る
ら
し
い
の
で
、
開
業
さ
れ
る
の
な
ら
、

ぜ
ひ
人
吉
市
内
か
球
磨
郡
内
に
し
て
欲
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
春
の

山
菜
、
夏
は
ア
ユ
な
ど
の
川
魚
、
秋
冬
は
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の

ジ
ビ
エ
…
と
い
っ
た
四
季
折
々
の
球
磨
の
食
材
を
使
っ
た
「
球
磨
オ
リ

ジ
ナ
ル
う
ど
ん
」
を
展
開
し
て
も
ら
え
た
な
ら
、
き
っ
と
そ
れ
目
当

て
に
日
本
中
か
ら
人
吉
球
磨
を
訪
れ
る
麺
食
い
さ
ん
た
ち
が
い
る
の

で
は
な
い
か
…
。
い
や
、
い
る
に
違
い
な
い
！
と
、
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

【
う
え
む
ら
・
か
ず
よ
。
水
俣
市
】

そ
も
そ
も
「
ぶ
っ
か
け
う
ど
ん
」
と
は
、
文
字
ど
お
り
う
ど
ん
麺
に

ダ
シ
を
直
接
か
け
て
食
べ
る
シ
ン
プ
ル
な
う
ど
ん
で
す
。
元
々
は
醤
油

を
か
け
て
食
べ
る
「
醤
油
う
ど
ん
」
と
い
う
名
称
が
、
登
録
商
標
の

関
係
な
ど
か
ら
広
く
使
え
な
く
な
り
、
考
え
だ
さ
れ
た
苦
肉
の
策
の

メ
ニ
ュ
ー
な
の
で
す
が
、
今

で
は
讃
岐
う
ど
ん
の
代
表

的
な
食
べ
方
に
な
り
ま
し

た
。「

ぶ
っ
か
け
う
ど
ん
」
は
、

麺
を
味
わ
う
も
の
だ
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
上
に
の
せ
る

の
は
薬
味
だ
け
で
い
い
。
あ

ま
り
い
ろ
い
ろ
な
具
を
の
せ

る
と
邪
魔
と
感
じ
て
し
ま

い
ま
す
。
た
と
え
る
な
ら
、

美
味
し
い
お
米
を
炊
い
て
、
塩
む
す
び
で
味
わ
お
う
と
思
っ
て
い
た
の

に
、
中
か
ら
味
の
濃
い
肉
と
か
海
老
の
天
ぷ
ら
と
か
出
て
く
る
よ
う

な
も
の
。
ガ
ッ
カ
リ
す
る
と
思
う
の
で
す
。
肉
が
乗
っ
た
う
ど
ん
が
食

べ
た
い
な
ら
、
肉
う
ど
ん
を
頼
め
ば
い
い
し
、
天
ぷ
ら
と
一
緒
に
食
べ
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治
・
大
正
期
に
活
躍
し
た
俳
人
井
上
微
笑
で
あ
る
。

明
治
36
年
２
月
、微
笑
が
37
歳
の
時
に
創
刊
し
た「
白
扇
会
報
」は
、

「
白
会
廻
報
」・「
白
扇
会
会
報
」
と
の
名
称
を
わ
ず
か
に
変
え
な
が

ら
、
明
治
41
年
に
終
刊
す
る
。「
白
扇
会
報
」
は
紙
代
・
送
料
以
外

す
べ
て
私
費
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て
い
る
。「
白
扇
会
報
」
の
最
盛
時

の
会
員
数
は
５
３
７
名
に
及
び
、
北
は
東
北
か
ら
南
は
台
湾
ま
で
、

日
露
戦
争
中
は
戦
地
に
送
ら
れ
た
。

こ
の
「
白
扇
会
報
」
で
特
質
さ
れ
る
の
は
、
漱
石
に
対
し
て
選
句
、

俳
句
の
寄
稿
を
頼
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
漱
石
に
と
っ
て
は
英
国
帰

国
直
後
よ
り
『
我
が
輩
は
猫
で
あ
る
』で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
す
る
ま
で
の
、

慌
た
だ
し
い
三
年
の
間
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
自
身
が

依
頼
に
応
じ
ら
れ
な
い
場
合
は
高
浜
虚
子
、
河か

わ

東
ひ
が
し

碧へ
き

梧ご

桐ど
う

ら
を
紹

介
し
て
い
る
。
白
扇
会
の
活
動
の
時
期
は
碧
梧
桐
と
虚
子
の
対
立
が

激
化
す
る
前
の
、
子
規
派
の
幸
福
な
時
期
で
あ
り
、
蜜
月
の
時
期
で

あ
っ
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
う
い
う
時
期
で
あ
っ
た
が

ゆ
え
に
、「
白
扇
会
報
」
が
虚
子
・
碧
梧
桐
を
始
め
と
し
て
新
派
俳

壇
の
有
力
な
人
物
を
多
数
選
者
・
寄
稿
者
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。

夏
目
漱
石
書
簡
は
、
現
在
７
通
存
在
し
て
い
る
。
明
治
36
年
５
月

か
ね
が
ね
、
地
方
か
ら
の
発
信
の
も
ど
か
し
さ
、
難
し
さ
を
味
わ
っ

て
き
た
。
現
在
は
特
に
、
一
つ
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ま
も
と
文
化
振

興
会
」
の
機
関
紙
で
あ
る
総
合
文
化
誌
「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
で
、

熊
本
ゆ
か
り
の
文
学
者
の
紹
介
文
「
は
じ
め
て
の
～
」
シ
リ
ー
ズ
の

執
筆
を
担
当
し
て
い
る
。
全
国
書
店
扱
い
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
文
化

誌
の
売
上
金
は
文
化
、
芸
術
活
動
を
支
援
す
る
有
力
な
資
金
源
に

な
っ
て
い
る
。
二
つ
は
熊
本
大
学
名
誉
教
授
首
藤
基
澄
先
生
が
立
ち

上
げ
、
主
宰
さ
れ
て
い
た
俳
句
雑
誌
「
火
神
」
で
、
編
集
長
と
し
て

編
集
に
携
わ
っ
て
い
る
。
平
成
25
年
発
行
の
「
俳
壇
抄
」
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
全
国
誌
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
誌
は
ま
だ
ま
だ
部

数
も
会
員
数
も
多
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
雑
誌
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ

る
に
は
地
道
な
活
動
を
要
す
る
が
、
そ
の
際
に
参
考
に
な
る
の
が
明

地
方
か
ら
の
発
信

〜
井
上
微
笑
と
近
代
俳
句
〜

　
 

永
田 

満
徳

功
績
を
讃
え
る
「
子
規
忌
ネ
ッ
ト
句
会
」
を
催
し
た
い
と
思
い
、
９

月
12
日
（
木
）
に
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
選
者
に
中
央
俳
壇
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
を
迎
え
て
、
投
句
は
17
日
（
火
）、
選
句
終
了
は
19
日

（
木
）
と
い
う
、
わ
ず
か
一
週
間
に
も
関
わ
ら
ず
、FaceBook
の
「
い

い
ね
」
数
は
１
０
１
名
で
、
実
際
の
参
加
は
31
名
を
数
え
、
一
人
３

句
の
93
句
の
投
稿
が
あ
り
、
北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
さ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
時
代
の
句
会
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
更
に
は
、Facebook

の
お
友
達
を
結
ん
で
い
く
内
に
、

あ
る
固
ま
り
と
な
り
、
名
称
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
を

学
長
と
す
る
「
俳
句
大
学｣

で
あ
る
。Facebook

と
い
う
ネ
ッ
ト
の

世
界
だ
け
で
な
く
、
東
京
・
九
州
・
北
海
道
と
い
っ
た
各
地
区
に
キ
ャ

ン
パ
ス
を
構
え
て
、
講
師
に
は
俳
句
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

諸
氏
を
加
え
た
組
織
で
あ
る
。
昨
年
４
月
開
講
で
、
今
年
４
月
か
ら

は
二
年
目
が
始
ま
っ
た 

。
今
年
２
月
に
は
私
を
発
行
人
と
す
る
機
関

誌
「
俳
句
大
学
」
を
刊
行
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

今
後
も
、
微
笑
の
熱
意
あ
る
活
動
に
見
習
っ
て
、
地
方
か
ら
の
発

信
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
な
が
た
・
み
つ
の
り
。
俳
人
協
会
会
員
、
熊
本
市
】

10
日
付
の
第
一
書
簡
か
ら
明
治
38
年
１
月
５
日
付
の
最
終
書
簡
の
間

で
あ
る
。
そ
の
第
三
書
簡
で
は
「
拝
啓
、
白
扇
会
報
第
九
号
わ
ざ
わ

ざ
御
送
付
被
下
難
有
存
候
、
右
会
報
は
活
版
な
ら
ぬ
処
大
に
雅
味

あ
る
や
に
虚
子
と
も
申
合
候
、
内
容
も
面
白
く
拝
見
仕
候
、
近
頃
地

方
俳
句
会
の
吟
什
見
る
べ
き
も
の
多
く
、
却
つ
て
本
場
の
東
京
を
凌

ぐ
佳
句
も
ま
ゝ
見
受
候
様
に
存
候
、
ほ
と
と
ぎ
す
杯
に
て
も
地
方
俳

句
会
の
句
の
中
に
は
大
に
ふ
る
う
て
居
る
の
が
あ
る
と
先
日
四
方
太

と
話
し
申
候
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、「
白
扇
会
報
」
を
最
大
の
賛

辞
と
も
受
け
取
れ
る
言
葉
で
誉
め
そ
や
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一

地
方
誌
に
過
ぎ
な
か
っ
た
「
白
扇
会
報
」
を
中
央
俳
壇
に
押
し
上
げ

て
く
れ
た
の
が
夏
目
漱
石
で
あ
っ
た
。
当
時
、
湯
前
と
い
う
僻
遠
の

地
で
、
中
央
俳
壇
に
衝
撃
を
与
え
、
広
範
囲
の
読
者
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
事
実
は
無
視
で
き
な
い
。

私
自
身
、
今
の
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
地
方
か
ら
の

発
信
が
容
易
に
な
っ
た
と

実
感
し
た
の
はFacebook

の
利
用
で
あ
る
。
一
昨
年
、

正
岡
子
規
を
偲
び
、
そ
の
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に
存
続
し
て
い
る
の
は
皮
肉
だ
。
書
家
で
市

販
の
筆
ペ
ン
で
作
品
を
書
く
芸
術
家
は
な
か

ろ
う
が
、
そ
ん
な
革
命
的
（
？
）
な
書
家

が
現
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
っ
て
、
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
使
う
大
量
の
墨
液
―

―
あ
れ
は
硯
で
墨
を
磨
り
そ
の
墨
液
を
集
め

た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
。
市
販
の
墨
液
か
？

　

だ
っ
た
ら
筆
の
方
も
許
さ
れ
る
は
ず
？

現
在
日
常
生
活
で
、
一
般
人
が
多
用
し
て

い
る
筆
記
用
具
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
れ
も
し
だ
い
に
影
を
ひ
そ
め
、
こ

の
文
章
の
よ
う
に
ト
ナ
ー
で
印
字
、
い
や
、

画
面
に
文
を
書
き
、
用
が
済
め
ば
消
さ
れ

て
文
字
を
残
す
こ
と
が
な
く
な
る
の
で
は
？

　

当
然
字
体
・
字
形
の
個
性
な
ど
は
消
滅

し
て
し
ま
う
。
悪
筆
家
に
は
あ
り
が
た
い
か

も
知
れ
ぬ
が
、
何
だ
か
さ
び
し
い
。
つ
け
ペ

ン
―
―
ゴ
メ
ン
、
そ
の
存
在
を
忘
れ
て
い
た
。

【
つ
る
か
み
・
か
ん
じ
。
人
吉
市
】

に
何
枚
も
重
ね
、
こ
れ
で
力
強
く
書
き
複

数
の
同
じ
文
書
を
作
る
。
市
町
村
の
役
場
の

戸
籍
係
は
、
戸
籍
を
ガ
ラ
ス
筆
で
手
書
き

し
て
い
た
。
私
の
親
た
ち
の
世
代
（
明
治
末

～
大
正
前
期
）
は
石
盤
（
こ
れ
が
ノ
ー
ト
）

に
蠟
石
で
筆
記
し
て
い
た
そ
う
だ
。
次
を
書

く
と
き
、
前
の
も
の
は
消
さ
れ
る
か
ら
一
生

懸
命
覚
え
ね
ば
な
ら
ず
、
記
憶
力
増
進
に

は
効
果
的
だ
っ
た
ろ
う
。

毛
筆
・
鉛
筆
は
ま
だ
健
在
だ
が
、
一
世

を
風
靡
し
た
万
年
筆
の
余
命
は
そ
う
長
く

は
な
さ
そ
う
…
。
万
年
筆
を
愛
用
し
た
作

家
で
「
こ
の
本
を
書
き
あ
げ
る
の
に
、
万
年

筆
を
５
本
使
い
潰
し
た
」
と
、
あ
と
が
き

に
書
い
て
い
た
人
も
い
る
。
江
戸
時
代
の
万

年
筆
＝
矢
立
、あ
れ
は
良
く
で
き
て
い
る
が
、

今
は
使
う
人
は
な
さ
そ
う
。
竹
筆
は
書
家

な
ど
が
特
殊
な
場
合
に
使
う
の
だ
ろ
う
が
、

そ
の
た
め
マ
ン
ガ
家
が
使
う
鉄
ペ
ン
と
と
も

鉄て
っ
ぴ
つ筆

・
骨こ

っ
ぴ
つ筆

︱
︱
こ
れ
ら
は
死
語
か
？

　

鶴
上
寛
治

ガ
リ
版
刷
り
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
必
須
技

術
だ
っ
た
。
今
の
パ
ソ
コ
ン
だ
。
ヤ
ス
リ
盤

に
ロ
ウ
原
紙
を
乗
せ
、
鉄
筆
で
字
や
図
を
書

き
そ
れ
を
謄
写
版
で
刷
る
。
そ
れ
に
し
て
も

あ
の
原
紙
、
ヤ
ス
リ
の
上
で
細
い
鉄
の
筆
先

の
圧
力
に
耐
え
て
破
れ
ず
（
た
ま
に
は
失
敗

し
て
破
れ
、
全
部
書
き
直
す
こ
と
も
）、
そ

の
丈
夫
さ
に
敬
服
。
佐
藤
秀
夫
著
『
学
校

こ
と
は
じ
め
事
典
』
に
よ
る
と
、
エ
ジ
ソ
ン

が
発
明
し
たm

im
eograph

を
改
良
し
て

日
本
の
堀
井
新
治
郎
が
１
８
９
４
年
に
完

成
さ
せ
た
も
の
で
、
約
60
年
に
わ
た
り
日
本

国
中
で
重
宝
が
ら
れ
た
、
と
あ
る
。
ま
た
、

樹
脂
製
だ
っ
た
ろ
う
が
骨
筆
と
い
う
物
も

あ
っ
た
。
記
録
用
紙
と
カ
ー
ボ
ン
紙
を
交
互

材料
・ツクシ：適量　・ふきのとう：適量
・天ぷら粉：適量　・氷水：適量

☆調理方法
①ツクシのはかまをはずし、水洗いをし水
気を切る。食べやすい長さに切る。

②氷水に天ぷら粉を入れ混ぜ合わせる。
③２の天ぷら衣に和えて、180℃の油でカ
ラッと揚げる。

※かき揚げの場合はアク抜きをせず、はか
まを取り除くだけでＯＫです。

☆ツクシに含まれる主な有効成分とその働き
アルカロイドを多く含むので、大量摂取
は避けたほうがよいとされています。ツク
シにはカロテンがたくさん含まれています。
ブロッコリーや芽キャベツ、オクラなどより
多い。また、カロテンだけでなく同じように
抗酸化作用が強いビタミンＥも多く含まれ
ており、野菜の中ではトップクラスの含有量
となっています。

季節感を味わうという意味で、茶碗蒸し
のトッピング・佃煮・パスタの具としても使
えます。
今回はツクシだけを使ったかき揚げでし

たが、人参・玉ねぎなどと一緒に揚げても
おいしいですよ！
混ぜる具材は、お好みで…。色んな組

み合わせで楽しんで下さい。
【もりや・ひろみ。八代市坂本町】

☆採取場所・処理
ツクシは、日当たりの良い傾斜面や休
耕となっている畑や原っぱで採取できま
す。農薬がかかっている場所等は避けた
ほうが良いと思います。
採取して持ち帰ったツクシは、洗う前に
新聞紙などの上にひろげてはかまをとりま
す。あくが強いので、指先と爪が汚れます。
収穫したその日か翌日には下処理しま

しょう。

☆選ぶポイント
ツクシの頭の部分がしっかりと締まって
いて、まだ胞子を散らしていないものを選
びます。開ききって緑色の胞子がなくなっ
ているものは枯れる手前で、茎も痩せてし
まっています。
また、はかまとはかまの間隔が短いもの
の方が成長過程にあるものでおいしいで
す。

☆下処理・アク抜きとゆで方
はかまはツクシの葉にあたるもので、ゆ

でても繊維質でかたく食べられません。
沸騰した湯の中にいれ、再び沸騰して

から10～15秒ほどゆでて冷水に放ち冷
まします。
ゆですぎると柔らかくなり過ぎるので

さっと火を通す感じです。後は数回水を
取り替えあくを抜きます。

里山の恵みをいただく ❶

森屋 浩美

ツクシのかき揚げ
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砂
漠
に
隣
接
す
る
以
上
、
そ
れ
は
当
然
の

よ
う
に
み
え
る
が
、
ド
バ
イ
は
砂
を
大
量
に

輸
入
し
て
い
る
。
砂
漠
の
砂
で
は
ド
バ
イ
が

必
要
と
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
造
れ
な
い
か

ら
だ
。ド
バ
イ
は
せ
ま
い
土
地
を
補
う
た
め
、

い
く
つ
か
の
人
工
島
を
造
っ
た
。
そ
の
造
成

の
た
め
に
は
大
量
の
砂
が
必
要
で
、
砂
を

輸
入
し
つ
つ
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
砂
を
取
り
つ

づ
け
て
い
た
。
大
量
の
砂
の
採
取
に
よ
っ
て
、

ペ
ル
シ
ャ
湾
、
ド
バ
イ
の
海
岸
線
は
変
化
す

る
だ
ろ
う
か
。
世
界
中
の
目
は
そ
こ
に
も

集
ま
っ
て
い
る
。
砂
嵐
に
苦
し
み
つ
つ
砂
を

求
め
て
や
ま
な
い
都
市
、そ
れ
が
ド
バ
イ
だ
。

ド
バ
イ
は
特
殊
で
あ
ろ
う
か
。
規
模
は

違
う
が
、
日
本
も
砂
を
輸
入
し
て
い
た
。

そ
れ
は
高
度
成
長
時
代
の
話
で
は
な
い
。
バ

ブ
ル
崩
壊
後
の
１
９
９
０
年
代
で
も
年
間
、

３
０
０
万
ト
ン
以
上
の
砂
を
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
中
国
な
ど
か
ら
輸
入
し
て
い
た
。

バ
イ
だ
。
中
東
屈
指
の
貿
易
、金
融
、リ
ゾ
ー

ト
地
、
あ
の
ド
バ
イ
だ
。

ド
バ
イ
は
石
油
の
埋
蔵
量
が
少
な
く
石

油
依
存
経
済
か
ら
の
脱
却
を
志
向
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
志
向
の
結
果
が
現

在
の
ド
バ
イ
を
も
た
ら
し
た
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に

占
め
る
石
油
産
業
の
割
合
は
１
パ
ー
セ
ン

ト
）。
そ
の
地
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
現
在

の
姿
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に

関
心
を
よ
せ
る
の
も
悪
く
な
い
が
、
こ
こ
で

は
そ
れ
に
触
れ
な
い
。

砂
漠
と
山
岳
地
帯
に
囲
ま
れ
た
亜
熱
帯

気
候
の
地
で
あ
る
。
夏
冬
の
二
期
で
、
11

月
か
ら
３
月
ま
で
が
冬
で
、
そ
の
ほ
か
夏

だ
。
冬
に
激
し
い
砂
嵐
に
み
ま
わ
れ
る
。

ド
バ
イ

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
を
構
成
す
る
首
長

国
の
ひ
と
つ
、
ド
バ
イ
首
長
国
の
首
都
が
ド

美
味
し
い
大
根
が
で
き
る
畑

上 

村 

雄 

一

採
取
行
為
な
ど
人
間
の
手
を
加
え
る
と
商

品
つ
ま
り
取
引
の
対
処
物
に
な
り
、
そ
の
価

格
は
需
要
と
供
給
に
し
た
が
う
。
商
品
と

な
る
こ
と
か
ら
違
法
採
取
も
生
じ
る
。
八

代
海
で
も
違
法
に
砂
を
採
取
す
る
例
が
あ
っ

た
。
砂
は
あ
り
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
は
有
限
で
、

そ
れ
ゆ
え
、
商
品
に
な
る
。

砂
の
動
き

砂
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
そ
れ
ほ
ど

研
究
は
進
ん
で
い
な
い
。
砂
浜
は
消
滅
し
つ

つ
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
原
因
は
厳
密
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
ま
っ
た
く
分
析
さ
れ
て
い
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
波
・
地
形
（
傾
斜
）・
波

の
方
向
・
潮
の
干
満
の
具
合
が
砂
浜
の
形

成
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
認
識
さ
れ

て
い
る
。
人
間
の
力
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

は
土
木
建
築
業
者
に
と
っ
て
最
重
要
の
課
題

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
砂
は
地
質
研
究
者
だ
け

で
な
く
土
木
業
者
も
そ
れ
ゆ
え
研
究
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
費
用
が
投
下

さ
れ
る
。
砂
は
自
然
物
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

３
０
０
万
ト
ン
と
い
っ
て
も
イ
メ
ー
ジ
で
き

な
い
が
、
積
載
量
１
０
ト
ン
の
大
型
ト
ラ
ッ

ク
で
１
ヶ
月
に
２
万
回
（
１
日
に
８
３
３

回
）
運
ん
だ
と
し
て
も
、
15
ヶ
月
ほ
ど
か

か
る
量
だ
。
国
道
２
１
９
号
線
を
１
時
間

に
３
５
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
通
行
す
る
量
だ

と
い
え
ば
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
も
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
輸
入
し

て
い
た
砂
の
量
で
あ
る
。
こ
れ
に
国
内
で
製

造
し
た
砂
が
加
わ
る
。

建
物
は
砂
で
で
き
て
い
る
し
橋
も
そ
う

で
あ
る
。
お
よ
そ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
材

料
に
し
て
い
る
製
造
物
は
す
べ
て
そ
う
で
あ

る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
一
般
に
、
75
パ
ー

セ
ン
ト
の
砂
・
砂
利
、
15
パ
ー
セ
ン
ト
の
水
、

10
パ
ー
セ
ン
ト
の
セ
メ
ン
ト
で
構
成
さ
れ
る

（
標
準
的
割
合
）
が
、
ど
の
よ
う
な
割
合

が
最
適
で
あ
る
か
を
知
る
た
め
に
は
砂
の
特

性
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
砂
の
特
性
研
究
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は
じ
め
る
と
、
川
岸
の
崩
壊
に
い
た
る
。
山

の
斜
面
の
基
礎
が
抜
か
れ
、
斜
面
の
崩
壊

に
い
た
る
恐
れ
が
あ
る
。
砂
が
堆
積
し
て
い

た
ら
、
そ
れ
を
と
れ
ば
い
い
だ
け
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
砂
が
供
給
さ
れ
ず
に
痩
せ
て

し
ま
っ
た
場
所
に
砂
を
供
給
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ド
バ
イ
は
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
砂
を
と
っ

た
が
、
そ
の
穴
埋
め
は
し
て
い
な
い
。
球
磨

川
も
同
じ
だ
。

大
根
畑

50
年
ほ
ど
ま
え
、
荒
瀬
の
河
原
に
は
大

根
畑
が
あ
っ
た
。
上
流
か
ら
な
が
れ
て
く
る

砂
で
で
き
た
畑
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
で
き
た

大
根
は
美
味
し
か
っ
た
。
山
の
栄
養
が
砂
に

ま
じ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
流
木
に

は
栄
養
が
含
ま
れ
て
い
て
、
自
然
の
肥
料

に
な
っ
た
。
流
木
は
ゴ
ミ
で
は
な
い
、
う
ま

く
利
用
す
れ
ば
宝
に
な
る
。
川
は
用
水
路

砂
の
需
給

川
は
水
を
流
す
だ
け
で
は
な
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
を
流
す
。
岩
も
、
小
石
も
、

砂
も
流
す
。
そ
れ
ら
が
流
れ
な
け
れ
ば
、

下
流
は
土
砂
だ
ら
け
に
な
っ
て
河
床
が
ひ
く

く
な
り
、
い
ま
ま
で
見
え
な
か
っ
た
岩
な
ど

が
顔
を
出
し
は
じ
め
る
。
砂
の
流
れ
を
人

為
に
よ
っ
て
せ
き
止
め
れ
ば
（
具
体
的
に
は

ダ
ム
に
よ
っ
て
）、
せ
き
止
め
た
箇
所
（
具

体
的
に
は
、
ダ
ム
）
の
上
流
で
は
砂
が
堆

積
し
河
床
が
上
昇
し
、
以
前
は
見
え
て
、

岩
が
砂
に
埋
ま
っ
て
し
ま
う
。
他
方
、
せ
き

止
め
た
箇
所
の
下
流
に
は
砂
が
供
給
さ
れ

ず
、
河
床
が
下
が
る
。
河
床
が
下
が
る
と
、

そ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ
た
岩
が
み
え
る
よ
う

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
川
岸
と
の
落
差
が
ひ

ら
き
川
岸
の
木
の
根
が
剥
き
出
し
に
な
り
、

倒
れ
は
じ
め
る
。
そ
の
サ
イ
ク
ル
が
回
転
し

な
い
側
面
が
そ
れ
ら
に
は
多
く
含
ま
れ
て
い

る
が
、
ま
っ
た
く
手
出
し
が
で
き
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
浚
渫
で
砂
浜
が
消
滅
し
た
例

を
人
間
は
知
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
対
策

も
講
じ
て
き
た
。「
養
浜
」
も
実
施
さ
れ
て

い
る
。
砂
漠
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
わ
か
り
は

じ
め
て
い
る
。
薪
の
過
剰
調
達
、過
剰
放
牧
、

過
剰
耕
作
な
ど
の
人
間
の
直
接
活
動
が
砂

浜
現
象
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
概
ね
推
測

で
き
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
は
そ
れ
ほ
ど
単
純

で
は
な
い
。
中
国
は
す
で
に
30
年
以
上
に
わ

た
り
砂
漠
対
策
を
講
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

成
功
し
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
、
北
京
周
辺

の
砂
漠
化
は
進
ん
で
い
る
。
も
の
ご
と
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
砂
は

地
質
学
者
の
研
究
対
象
で
あ
っ
た
。
あ
る
い

は
建
設
業
者
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。

美
味
し
い
大
根
は
流
れ

て
く
る
砂
が
つ
く
る
。
砂

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
け
で

な
く
、
美
味
し
い
大
根

も
つ
く
る
。

【
う
え
む
ら
・
ゆ
う

い
ち
（
編
集
部
）】

で
は
な
い
。
水
が
な
が
れ
る
な
ら
、
そ
れ
で

よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
川
は
畑
を
つ

く
る
砂
を
は
こ
ぶ
。
そ
れ
は
川
の
自
然
の
作

用
で
、
そ
の
費
用
は
発
生
し
な
い
。
車
で

運
ぶ
必
要
な
ど
な
い
。
川
と
い
え
ば
、
鮎

な
ど
の
川
魚
を
お
も
い
だ
す
人
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
そ
れ
で
よ
い
。
鮎

な
ど
魚
も
川
の
宝
物
だ
。
し
か
し
魚
だ
け

で
な
く
、
美
味
し
い
大
根
も
川
の
宝
物
だ
。

く
ま
が
わ
春
秋
歌
壇

寒
空
に
ふ
と
出
て
探
す
冬
北
斗
ぶ
れ
な
く
冴
え
る
星
を
見
た
く
て

春
雨
に
小
枝
の
先
の
白
玉
を
蕾
な
り
せ
ば
い
か
な
花
咲
く

三
原　

竹
二

さ
り
げ
な
く
別
れ
を
つ
げ
し
旧
友
の
笑
顔
が
の
こ
す
り
ん
ど
う
の
花

山
椿　

花
花
花
の
首
飾
り
幼
き
こ
ろ
の
香
り
ゆ
た
か
に

坂
本　

ケ
イ

ア
ベ
は
外
わ
れ
ら
は
内
と
豆
を
ま
く
手
づ
く
り
恵
方
で
夫つ

ま
と
酒
酌
む

友
と
酌
む
誕
生
祝
い
の
酒
う
ま
し
喜
寿
を
迎
え
て
沸
く
よ
ろ
こ
び
よ

上
田　

廸
子

島
人
は
金
も
時
間
も
人
生
も
基
地
前
に
お
く
平
和
求
め
て

八
十
路
な
る
父
母
は
試
練
の
冬
越
え
て
水
は
温
み
し
よ
う
や
く
の
春

宮
川
し
の
ぶ

こ
と
は
じ
め　

病
院
通
い
う
れ
し
く
も
薬
減
ら
す
と
医
師
の
こ
と
ば
は

日
の
光
降
り
注
ぐ
と
き
外と

に
出
で
て
野
道
歩
け
ば
土
の
匂
い
す

宮
原　

征
子

人
吉
の
つ
る
つ
る
の
湯
に
身
を
沈
め
指
折
り
数
え
短
歌
に
挑
む

寄
り
て
立
つ
基
盤
が
違
う
ア
ベ
総
理
何
を
言
っ
て
も
聞
く
耳
持
た
ぬ

胸
川
き
よ
し

「
戦
争
に
行
く
道
今
こ
そ
ふ
さ
が
ね
ば
」
の
澤
地
発
言
に
力
湧
き
く
る

署
名
し
て
も
変
わ
ら
ぬ
の
声
聞
き
つ
つ
も
戦
争
阻
止
に
今
日
も
仲
間
と

上
田　

精
一

い
も
ご
短
歌
会 
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２
番
目
に
干
潟
が
私
に
強
烈
な
印
象
を

与
え
た
の
は
、
あ
る
日
そ
の
泥
の
広
が
り
を

じ
っ
と
見
て
い
る
と
、
何
や
ら
、
表
面
で
動

く
も
の
が
目
に
入
っ
て
き
た
時
で
あ
る
。
無

数
の
カ
ニ
で
あ
る
。
見
渡
す
限
り
に
干
潟

表
面
を
覆
い
尽
く
し
て
い
る
。
何
こ
れ
～
？

と
、
た
だ
た
だ
唖
然
と
し
て
そ
の
姿
を
見

て
い
た
。
宮
崎
の
砂
浜
を
歩
い
て
も
、
時

折
で
て
く
る
小
さ
な
カ
ニ
や
貝
殻
拾
い
を

楽
し
む
ぐ
ら
い
で
、
こ
の
カ
ニ
が
う
じ
ゃ
う

じ
ゃ
い
る
様
子
は
、
少
々
お
ぞ
ま
し
く
も

目
が
離
せ
な
い
光
景
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て

い
る
。
そ
の
カ
ニ
が
ヤ
マ
ト
オ
サ
ガ
ニ
だ
と

知
っ
た
の
は
、
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
元
々
野
外
で
遊
ぶ
の
が
好
き

だ
っ
た
私
は
、
熊
本
の
山
、
川
、
海
を
子

供
と
一
緒
に
遊
ぶ
う
ち
に
、
自
然
観
察
の

世
界
に
は
ま
り
込
み
、
あ
る
時
初
め
て
干

潟
で
観
察
会
を
開
い
た
。
下
調
べ
の
時
に
初

　

宮
崎
で
育
っ
た
私
が
、
一
体
い
つ
頃
か
ら

不
知
火
海
を
母
な
る
海
と
し
て
見
つ
め
て
き

た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
八
代
海
と
い
う

呼
び
名
が
最
初
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
遠

い
記
憶
は
、
や
は
り
「
水
俣
病
の
発
生
し

た
海
」
で
あ
る
。
な
の
で
結
婚
し
て
八
代
に

住
む
と
聞
い
た
時
、
父
母
は
当
然
の
ご
と
く

反
対
し
た
が
、
そ
れ
は
殆
ど
気
に
な
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
八
代
に
住
ん
で
、

八
代
海
を
目
の
前
に
し
た
時
の
記
憶
は
、

鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
目
の
前
に
泥
の
干
潟

が
広
が
り
、
宮
崎
の
水
平
線
を
望
む
青
々

と
し
た
海
、
打
ち
寄
せ
る
波
を
見
て
育
っ
た

私
に
は
、
目
の
前
の
そ
れ
が
海
だ
と
教
え
ら

れ
て
も
、
俄
か
に
は
信
じ
が
た
く
、
八
代
に

来
て
か
ら
一
番
最
初
に
受
け
た
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
こ
の
狭
い
泥
の
よ
う
な

海
を
見
て
暮
ら
す
の
か
と
、
急
に
故
郷
の
青

い
空
と
青
い
海
が
恋
し
く
な
っ
た
。

 （１）

不知火海と私

自然観察指導員熊本県連絡会会長  つる詳子

不知火海の自然・生活

　

そ
れ
か
ら
は
、
海
の
漁
師
さ
ん
た
ち
の

話
を
積
極
的
に
聞
き
に
い
っ
た
り
、
実
際
に

船
に
乗
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
干
潟
の
観
察

会
だ
け
で
な
く
生
き
物
や
堆
積
物
の
調
査

な
ど
積
極
的
に
不
知
火
海
と
関
わ
っ
て
き

た
。
そ
う
…
知
ら
な
い
う
ち
に
、
不
知
火

海
と
呼
ん
で
い
る
自
分
に
気
が
付
い
た
。
八

代
海
と
い
う
よ
り
、
不
知
火
海
と
い
う
名

称
に
自
然
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
人
々
の

歴
史
や
、
そ
こ
に
生
き
る
生
き
物
の
豊
か

さ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
不
知
火
海
の
物
語
を
、
少
し
ず

つ
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

不
知
火
海

　

不
知
火
海
は
、
面
積
約
１
２
０
０
平
方

㎞
の
閉
鎖
性
水
域
で
あ
り
、南
北
約
70
㎞
、

東
西
は
６
～
16
㎞
と
南
北
に
細
長
い
地
形

め
て
み
る
不
思
議
な
も
の
―
干
潟

の
上
を
レ
ー
ス
の
よ
う
な
ヒ
レ
（
側

足
）
を
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
て
、
優
雅

に
滑
る
よ
う
に
進
む
ウ
ミ
ウ
シ
、

プ
ヨ
プ
ヨ
し
た
寒
天
の
よ
う
な
訳
が

分
か
ら
な
い
塊
、
潜
望
鏡
の
よ
う

な
長
い
目
を
干
潟
表
面
に
出
し
て

あ
た
り
を
伺
う
オ
サ
ガ
ニ
、
抱
え

た
貝
殻
で
身
を
隠
し
な
が
ら
歩
く

怒
っ
た
鬼
の
よ
う
な
顔
を
し
た
キ
メ

ン
ガ
ニ
、
干
潟
表
面
に
い
っ
ぱ
い
突

き
出
し
た
ゴ
カ
イ
の
棲せ

い
か
ん菅
…
…
。

干
潟
は
ま
さ
に
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
、

私
を
魅
了
す
る
に
十
分
だ
っ
た
。
し

か
し
、
観
察
会
を
重
ね
る
ご
と
に
、

こ
れ
ら
の
生
き
物
は
そ
の
種
類
も

数
も
減
少
し
て
い
く
。
こ
れ
が
、
私

が
球
磨
川
の
ダ
ム
問
題
に
目
を
向

け
た
き
っ
か
け
の
一
つ
で
あ
る
。
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な
歴
史
と
そ
の
力
に
敬
服
し
た
。
そ
こ
か

ら
10
ｍ
ぐ
ら
い
離
れ
た
時
に
、
ガ
ラ
ガ
ラ

と
大
き
な
音
を
立
て
て
そ
の
露
頭
が
崩
れ

落
ち
、
度
肝
を
抜
か
し
た
経
験
と
と
も
に
、

そ
の
時
の
こ
と
は
鮮
や
か
に
記
憶
に
残
っ
て

い
る
。

　

断
層
の
ず
れ
に
よ
り
不
知
火
海
が
誕
生

し
た
後
も
、
球
磨
川
や
そ
こ
に
流
れ
込
む

中
小
の
河
川
は
不
知
火
海
に
砂
を
供
給
し

続
け
、遠
浅
の
広
大
な
干
潟
を
形
成
し
た
。

干
潟
は
不
知
火
海
の
北
部
に
集
中
し
て
お

り
、
南
部
や
天
草
東
海
岸
は
磯
海
岸
が

多
い
。
干
潟
の
面
積
は
昭
和
52
年
に
は
約

４
０
０
０
ha
あ
っ
た
が
、
現
在
は
約
40
％

が
消
失
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
日
本

水
産
資
源
保
護
協
会
資
料
）。
し
か
し
、
こ

の
現
存
す
る
干
潟
は
依
然
と
し
て
、
不
知

火
海
に
生
息
す
る
多
く
の
生
き
物
の
産
卵

場
、
生
息
場
と
な
っ
て
お
り
、
不
知
火
海

　

25
年
ほ
ど
前
に
天
草
の
山
道
を
歩
い
て
い

て
、
道
端
の
砂
礫
層
の
露
頭
を
観
察
し
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
一
緒
だ
っ
た
地
質
の

専
門
家
に
、
球
磨
川
が
運
ん
で
き
た
砂
だ

と
教
え
て
い
た
だ
い
た
が
、
球
磨
川
の
壮
大

を
し
て
い
る
。
そ
こ
に
、
１
級
河
川
、
２

級
河
川
等
47
の
大
小
河
川
が
流
れ
込
ん
で

お
り
、
球
磨
川
が
、
唯
一
の
１
級
河
川
で

あ
り
、
１
８
０
０
平
方
㎞
と
い
う
流
域
面

積
は
、
不
知
火
海
に
流
入
す
る
河
川
の
総

流
域
面
積
の
60
％
を
占
め
る
。

　

グ
ー
グ
ル
や
ヤ
フ
ー
の
航
空
写
真
を
み
て

も
分
か
る
よ
う
に
、
八
代
平
野
の
東
に
並

ぶ
山
々
は
竜
峰
山
の
北
か
ら
球
磨
川
を
遥

拝
堰
あ
た
り
ま
で
伸
び
て
、
そ
の
ま
ま
、

高
田
、
日
奈
久
、
芦
北
に
か
け
て
一
直
線

上
に
並
び
、
ス
パ
ッ
と
き
れ
た
よ
う
に
平
野

部
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
日
奈
久
断
層
だ
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
に
天
草
の
東
側
を
見
る

と
、
戸
馳
島
、
維
和
島
、
天
草
上
島
等
々

の
東
海
岸
も
一
直
線
に
並
ん
で
い
る
の
が
分

か
る
。
不
知
火
海
は
こ
の
断
層
に
大
き
な

ず
れ
が
生
じ
、
陥
没
し
て
で
き
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
お
い
お
い
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

【
つ
る
・
し
ょ
う
こ
。
八
代
市
】

と
は
別
の
様
相
で
球
磨
川
に
対
す
る
記
憶

が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
述
べ
よ
う
。

水
を
飲
ん
で
い
た

河
口
か
ら
21
キ
ロ
の
地
点
の
集
落
（
下

鎌
瀬
）
に
私
は
住
ん
で
い
る
。
球
磨
川
全

体
か
ら
す
れ
ば
下
流
域
に
な
る
け
れ
ど
も
、

ま
と
ま
っ
た
田
畑
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
水

の
流
れ
は
速
い
。
そ
し
て
速
い
だ
け
で
な
く

清
流
で
も
あ
っ
た
。
川
漁
師
た
ち
は
「
ア

カ
ク
リ
」
で
川
の
水
を
飲
ん
だ
。
子
供
た

ち
も
飲
ん
だ
。
の
ど
が
渇
け
ば
、
す
ぐ
に

喉
を
う
る
お
せ
た
。
私
た
ち
に
は
、
球
磨

川
は
そ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。

あ
る
が
、
そ
の
時
も
球
磨
川
や
河
口
干
潟

か
ら
受
け
る
恩
恵
や
影
響
が
如
何
に
大
き

い
か
、
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

が
な
く
な
っ
た
。
渇
水
区
間
に
は
流
水
が

も
ど
っ
た
。
図
に
描
い
た
と
お
り
の
昔
日
の

球
磨
川
が
し
だ
い
に
姿
を
現
し
は
じ
め
た
。

感
激
し
た
。
河
床
の
堆
積
土
砂
は
ま
だ
残
っ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
年
月
を
経
れ
ば
元
の

状
況
（
地
形
）
に
戻
る
で
あ
ろ
う
。

55
年
ぶ
り
に
球
磨
川
の
「
復
活
」
を
目

の
当
た
り
に
す
る
と
き
、
図
に
描
い
た
と
き

の
漁
業
を
支
え
て
い
る
。
過
去
、
何
度
か

天
草
の
漁
師
さ
ん
の
家
々
を
訪
ね
、
天
草

の
漁
業
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
し
た
こ
と
が

荒
瀬
ダ
ム
の
撤
去
工
事
が
は
じ
ま
る
直

前
の
こ
ろ
だ
が
、、
提
案
す
る
者
が
あ
っ
て

ダ
ム
建
設
前
の
球
磨
川
の
姿
を
図
面
に
描

い
た
。
地
域
の
人
た
ち
の
助
け
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
瀬
・
淵
・
岩
・
渡
舟
・
川
岸

の
記
憶
を
図
面
に
書
き
入
れ
た
。
瀬
戸
石

ダ
ム
下
流
か
ら
遥
拝
堰
ま
で
の
区
間
を
描

い
た
。
撤
去
工
事
が
は
じ
ま
る
と
ダ
ム
湖

球
磨
川
私
論 

㊤

追　
　

想
　

 

元
村
順
宣
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た
。
上
級
生
は
下
級
生
の
安
全
を
み
き
わ

め
る
と
い
う
責
任
感
が
あ
っ
た
。
上
級
生
の

「
許
可
」
が
で
る
と
う
れ
し
か
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
勲
章
で
あ
っ
た
。

下　

校

小
学
校
は
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上

流
に
あ
っ
た
。
上
級
生
の
な
か
に
は
、
泳
い

で
下
校
す
る
も
の
が
い
た
。
下
級
生
は
カ
バ

ン
と
服
を
も
た
さ
れ
た
。
上
級
生
は
い
ば
っ

て
い
る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

は
川
で
遊
ん
だ
。
水
の
事
故
（
水
難
事
故
）

は
一
度
も
な
か
っ
た
。
先
生
や
家
族
（
保
護

者
）
の
気
配
り
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
上

級
生
の
指
導
も
あ
っ
た
。
上
級
生
は
下
級

生
に
、あ
ぶ
な
い
こ
と
は
す
る
な
と
命
じ
た
。

そ
れ
は
指
導
で
あ
っ
た
。
指
導
し
て
く
れ
た

上
級
生
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

ふ
と
思
い
だ
し
た
。
小
学
校
６
年
生
の

る
。
そ
の
な
か
か
ら
特
徴
の
あ
る
石
を
み
つ

け
だ
し
、
15
個
ほ
ど
先
の
川
中
に
そ
れ
を

放
り
投
げ
る
遊
び
を
し
た
。
潜
っ
て
、
そ
の

「
宝
の
石
」
を
み
つ
け
回
収
す
る
遊
び
で
あ

る
。
そ
れ
は
、だ
れ
が
最
初
に
石
を
「
回
収
」

す
る
の
か
を
競
う
遊
び
で
あ
っ
た
。水
泳（
潜

水
）
の
腕
は
そ
う
や
っ
て
自
然
に
み
が
い
た
。

上
級
生
の
許
可

川
幅
は
50
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
っ
た
。
そ

こ
で
遊
ん
だ
。
川
の
中
央
に
、
子
ど
も
が

二
人
ほ
ど
立
て
る
岩
が
あ
っ
た
。
そ
の
岩
を

「
ウ
ナ
ツ
キ
」
と
よ
ん
で
い
た
。
水
深
は
２

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
先
に
触

れ
た
よ
う
に
急
流
で
あ
る
。
泳
ぐ
と
45
度

く
ら
い
の
角
度
で
流
さ
れ
る
。
川
で
は
直
線

で
泳
げ
な
い
の
だ
。
流
さ
れ
て「
ウ
ナ
ツ
キ
」

を
中
継
し
て
対
岸
ま
で
泳
い
だ
。
そ
れ
は
、

上
級
生
の「
許
可
」が
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ

岩
で
身
体
を
温
め
て
い
た

川
は
泳
ぎ
、
魚
を
追
い
か
け
る
場
で
あ
っ

た
。
い
つ
も
川
で
遊
ん
だ
。
し
か
し
、
夏
で

も
長
時
間
に
わ
た
っ
て
川
の
な
か
に
い
る
と

冷
え
る
。
唇
は
ム
ラ
サ
キ
色
に
な
る
。
そ
の

と
き
は
、
岩
に
は
い
つ
く
ば
っ
た
。
岩
の
熱

で
身
体
を
温
め
た
の
だ
。
身
体
が
あ
た
た

ま
る
と
、
ふ
た
た
び
、
川
に
入
っ
た
。
冷
え

る
と
岩
で
あ
た
た
ま
る
。
そ
れ
を
く
り
か

え
し
た
。
身
体
は
真
っ
黒
に
焼
け
、
や
が
て

背
中
な
ど
の
皮
が
む
け
は
じ
め
る
。
し
か

し
、
い
つ
で
も
球
磨
川
で
泳
げ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
水
温
が
20
度
を
超
え
た
と
き
、

泳
い
で
よ
い
と
の
許
可
が
で
た
と
記
憶
す

る
。宝

さ
が
し

河
原
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
石
が
転
が
っ
て
い

で
し
か
通
れ
な
い
道
だ
っ
た
。
杉
山
、竹
林
、

雑
木
林
に
道
は
お
お
わ
れ
て
い
た
。
う
す

ぐ
ら
い
道
で
あ
っ
た
。

父
の
実
家
に
向
か
う
途
中
に
親
戚
の
家

が
あ
っ
た
（
三
坂
集
落
）
の
で
、
そ
こ
に

寄
っ
た
。
蒸
し
た
カ
ラ
イ
モ
を
い
た
だ
い
た
。

こ
ん
な
に
美
味
し
い
も
の
が
あ
る
の
か
と
お

も
っ
た
。
八
幡
で
味
わ
え
な
い
「
贅
沢
品
」

で
あ
っ
た
。
親
戚
が
自
前
で
作
っ
た
自
家

製
の
漬
物
も
美
味
し
か
っ
た
。
そ
れ
以
来
、

私
は
漬
物
好
き
に
な
っ
た
。

楮
木
か
ら
、
中
津
道
、
三
坂
と
い
っ
た

集
落
を
経
て
、
よ
う
や
く
、
下
鎌
瀬
（
父

の
実
家
）
に
つ
い
た
。
こ
の
と
き
か
ら
球
磨

川
と
の
か
か
わ
り
が
は
じ
ま
っ
た
。

【
も
と
む
ら
・
よ
し
の
ぶ
。
八
代
市
坂

本
町
】

で
下
車
し
た
。
こ
か
ら
渡
し
舟
を
利
用
し

て
対
岸
（
球
磨
川
右
岸
）
の
楮
木
集
落
に

渡
っ
た
。
こ
れ
が
球
磨
川
と
の
最
初
の
出
合

い
で
あ
る
。
雄
大
な
自
然
に
圧
倒
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
、
煙
突
し
か
み
え
な

い
八
幡
の
街
と
は
ち
が
う
世
界
で
あ
っ
た
。

瀬
戸
石
地
区
と
楮
木
地
区
を
む
す
ぶ
渡
し

舟
は
長
く
つ
づ
い
た
。
先
年
、
舟
頭
さ
ん

が
引
退
し
、
渡
し
舟
は
な
く
な
っ
た
。

道
路
も
現
在
と
ち
が
っ
て
い
た
。
小
さ
な

里
道
（
部
落
道
）
し
か
な
か
っ
た
。
徒
歩

と
き
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
生

徒
全
員
で
「
水
泳
競
争
」

が
あ
っ
た
。
私
の
住
む
集
落

（
下
鎌
瀬
）
の
九
人
の
生

徒
が
上
位
を
独
占
し
た
。

上
級
生
の
「
指
導
」
の
成

果
で
あ
ろ
う
か
。

出
合
い

記
憶
は
さ
か
の
ぼ
る

父
の
仕
事
と
の
関
係
で
、
私
は
、
福
岡

県
八
幡
市
黒
崎
（
現
・
北
九
州
市
西
区
黒

崎
）
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
戦
火
が
は
げ
し
く

な
っ
て
い
く
に
つ
れ
、
ア
メ
リ
カ
軍
戦
闘
機

の
爆
撃
が
強
ま
っ
た
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め

父
の
実
家
（
八
代
市
坂
本
町
下
鎌
瀬
）
に

疎
開
し
た
。
小
学
１
年
生
の
８
月
で
あ
っ

た
。当

時
は
、
鎌
瀬
駅
は
な
く
、
瀬
戸
石
駅
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こ
と
に
奇
異
に
感
じ
た
の
は
、
ど
の
子
も

「
せ
」
と
「
ぜ
」
を
「
シ
ェ
」「
ジ
ェ
」
と

い
う
具
合
に
発
音
す
る
の
だ
。
例
え
ば
私

に
呼
び
掛
け
る
時
に
は
、「
ま
い
ら
シ
ェ
ッ

シ
ェ
ー
」
で
あ
り
、「
廊
下
に
ジ
ェ
ン
の
五
円

ふ
っ
こ
け
と
っ
た
、
だ
が
っ
だ
い
よ
」

ち
な
み
に
金
剛
地
区
は
、
江
戸
時
代
に

で
き
た
広
大
な
干
拓
地
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
民
家
は
点
在
、
子
供
の
弁
当
に
入
れ

て
や
る
「
シ
ャ
（
お
か
ず
）」
が
売
っ
て
あ

る
店
ま
で
は
至
っ
て
遠
く
て
少
な
い
。

そ
こ
で
親
た
ち
は
、
毎
日
五
円
ず
つ
持

た
せ
て
や
る
の
だ
。
そ
し
て
四
時
間
目
が

終
わ
る
と
、
子
供
た
ち
は
我
先
に
学
校
近

く
の
「
い
け
ら
ミ
シ
ェ
（
池
田
店
）」
に
走
っ

て
行
っ
て
並
び
、
そ
こ
で
紅
シ
ョ
ウ
ガ
だ
と

か
塩
こ
ん
ぶ
を
買
う
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら

の
シ
ャ
は
少
量
で
も
辛
味
や
塩
気
が
強
い
た

め
工
面
し
て
食
え
ば
、
お
か
ず
と
し
て
の

か
っ
た
。
お
か
げ
で
い
さ
さ
か
戸
惑
い
も
し

た
が
、
自
分
が
使
っ
て
き
た
球
磨
弁
と
比

較
す
る
上
か
ら
も
有
り
難
か
っ
た
。
よ
し
、

こ
れ
か
ら
先
は
子
供
た
ち
を
先
生
に
し
て
、

八
代
弁
を
習
お
う
、
そ
う
心
に
決
め
た
の

だ
っ
た
。

往
時
は
人
の
長
距
離
移
動
は
汽
車
し
か

な
く
て
、
行
動
半
径
も
至
っ
て
狭
か
っ
た
。

従
っ
て
50
㎞
程
度
し
か
離
れ
て
い
な
い
八
代

で
さ
え
め
っ
た
に
行
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の

だ
。
そ
の
た
め
に
初
め
て
聞
い
た
「
や
っ
ち

ろ
弁
」
の
新
鮮
で
珍
し
か
っ
た
こ
と
。
わ
が

球
磨
弁
と
は
、ま
さ
に
大
き
く
違
っ
て
い
た
。

〇

「
シ
ェ
」
と
「
ジ
ェ
」

の
撲
滅
作
戦
授
業

「
シ
ェ
ッ
シ
ェ
や
あ
っ
て
ど
っ
か
っ
か
」

「
？
」　

昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年
の
四
月
、
八

代
市
立
金
剛
小
学
校
に
赴
任
し
、
担
当
す

る
四
年
生
の
教
室
に
行
く
な
り
こ
の
質
問
。

「
あ
ー
」、「
シ
ェ
ッ
シ
ェ
や
あ
っ
て
、
お
ろ

ん
達
が
言
う
と
の
分
か
ら
っ
さ
ん
と
ジ
ェ
ー
」

「
ほ
ん
だ
い
が
ほ
ん
だ
い
が
」。

思
え
ば
今
か
ら
約
60
年
前
、
当
時
の

「
や
っ
ち
ろ
弁
」
は
、
残
り
が
ま
こ
と
に
良

方
言
を
味
わ
う
①

　
　

失
敗
し
て
よ
か
っ
た
の
か
も
　

 

前
田
一
洋

に
す
る
の
だ
。

「
ス
エ
ス
エ
ス
エ
ス
エ
ス
エ
ス
エ
、
せ
」「
ズ

エ
ズ
エ
ズ
エ
ズ
エ
、
ぜ
」
と
い
う
調
子
で
あ

る
。や
が
て
こ
れ
が
校
内
で〝
有
名
〟に
な
り
、

四
年
三
組
は
「
ス
エ
ス
エ
学
級
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
し
別
段
に
悪
い
こ
と
で
も
な
い
の

で
、い
つ
し
か
低
学
年
の
学
級
で
も
〝
協
調
〟

し
て
下
さ
る
先
生
も
お
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

「
も
う
半
分
の
子
供
が
シ
ェ
か
ら
せ
に
直
り

ま
し
た
よ
」
と
、
嬉
し
そ
う
に
教
え
て
下

さ
る
こ
と
も
。
た
だ
引
っ
掛
か
り
マ
ン
掛
か

り
す
る
子
も
少
な
く
な
く
、「
ス
エ
ン
ス
エ

イ
、
ス
エ
ン
て
書
く
時
に
ゃ
一
に
ズ
エ
ロ
ば
三

つ
付
け
ん
ば
ん
と
れ
す
か
」
な
ど
と
、
涙

ぐ
ま
し
い
努
力
も
。

か
く
て
一
学
期
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
曲

が
り
な
り
に
も
、〝
ま
と
も
〟
に
近
い
発
音

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
す
る
と

考
え
出
し
た
の
が
、「
せ
」
を
ス
エ
に
「
ぜ
」

を
ズ
エ
に
分
解
。
そ
れ
を
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の

時
間
に
繰
り
返
し
言
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
少

し
慣
れ
て
く
る
と
次
第
に
早
く
言
う
よ
う

役
目
は
果
た
す
。

「
シ
ェッ
シ
ェ
ー
お
が
ジ
ェ
ン
の
ふ
っ
た
っ
た
」

「
お
か
ず
代
じ
ゃ
ろ
た
い
」「
は
い
、
シ
ャ

ば
買
う
ジ
ェ
ン
れ
す
」「
ほ
ら
、
こ
け
拾
ろ
っ

き
て
あ
る
。
早
よ
店
に
行
て
並
る
ば
ん

ば
ん
た
い
」「
は
い
」。〇

と
こ
ろ
で
自
分
は
、教
育
学
部
を（
や
っ

と
で
）
卒
業
仕
立
て
の
新
米
教
師
と
は

申
せ
、
一
介
の
先
生
で
あ
る
。
そ
う
い
う

観
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
聞
き
慣
れ
な
い

シ
ェ
や
ジ
ェ
の
発
音
を
放
置
す
る
わ
け
に

も
い
か
な
い
気
が
し
た
。
そ
こ
で
先
輩
方

に
相
談
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
ど
の
先
生
も

一
様
に
「
そ
ら
、
シ
て
ん
シ
ェ
ん
で
ん
同

じ
こ
っ
だ
い
が
」
と
の
こ
と
。

こ
う
な
っ
た
ら
、
ま
だ
第
二
次
反
抗

期
の
燃
え
残
り
に
火
が
つ
か
ぬ
は
ず
が
な

い
。
さ
っ
そ
く
工
夫
に
工
夫
を
重
ね
て

八代市立金剛小学校５年３組。昭和 34（1959）年２月
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能
な
限
り
に
呼
び
掛
け
、
そ
し
て
今
日
の

会
を
迎
え
た
の
だ
と
い
う
。
男
女
共
に
そ

れ
こ
そ
見
違
え
る
ほ
ど
に
成
長
し
、
そ
の
話

の
内
容
も
頼
も
し
か
っ
た
。

〇

と
こ
ろ
が
お
っ
こ
い
し
ょ
ー
。
よ
か
気
色

に
な
り
な
が
ら
も
注
意
し
て
聞
い
て
い
る

と
、
だ
れ
一
人
と
し
て
「
せ
ん
せ
い
」
と
言

う
者
は
な
く
、
み
ん
な
が
み
ん
な
「
シ
ェ
ッ

シ
ェ
ー
」
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
「
何
年
か

前
か
り
、
イ
草
ば
始
め
ま
し
た
も
ね
。
仕

事
ァ
そ
ー
ん
き
つ
う
は
あ
り
ま
す
と
あ
っ

て
、
そ
ー
に
ゃ
ジ
ェ
ン
に
ゃ
な
り
ま
す
と
で

す
け
」
で
あ
る
。

し
か
し
中
に
は
往
時
を
思
い
出
し
た
の

か
、「
ス
エ
ン
ス
エ
イ
今
日
は
存
分
飲
で
く
っ

だ
っ
シ
ェ
ー
」「
い
つ
か
『
少
年
ク
ラ
ブ
』
ち
ゅ

う
雑
誌
で
見
た
と
で
す
あ
っ
て
、
ス
エ
ン
ス

エ
イ
の
組
じ
ゃ
ス
エ
ッ
キ
（
石
器
）
ば
よ
ん

た
で
す
ど
う
。
そ
っ
で
、
今
度
の
日
曜
日

に
み
ん
な
で
待
っ
と
り
ま
す
け
、
ぜ
ひ
出
て

来
て
下
さ
い
。
宿
も
ち
ゃ
ん
と
し
て
あ
り
ま

す
」。な

ん
と
い
う
嬉
し
い
報
せ
で
あ
ろ
う
。
ま

だ
開
通
し
た
て
で
舗
装
も
し
て
な
い
球
磨

川
沿
岸
道
路
を
走
り
、
会
場
に
着
く
や
い

な
や
総
出
で
迎
え
て
く
れ
、「
シ
ェ
ッ
シ
ェ
ー

や
あ
っ
て
、
ふ
さ
し
か
ぶ
っ
で
し
た
。
早
う

上
が
っ
て
く
ん
な
っ
シ
ェ
、
み
ん
な
が
待
っ
と

り
ま
す
け
。お
な
ご
共
早
よ
う
案
内
シ
ェ
ろ
」

「
あ
ら
お
っ
こ
い
し
ょ
ー
、
シ
ェ
ッ
シ
ェ
や
お

ろ
ん
達
と
一
ち
ょ
ん
変
わ
ら
っ
さ
ん
と
ジ
ェ
」

と
き
た
。

聞
け
ば
こ
の
初
同
級
会
は
、
四
年
生
と

五
年
生
の
こ
ろ
に
私
が
ン
〝
級
長
〟
を
命

じ
て
い
た
小
林
俊
彦
・
田
口
真
一
・
藤
本

繁
成
君
た
ち
が
「
別
れ
て
十
五
年
目
の
約

束
」
を
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
い
て
企
画
し
、
可

思
わ
ぬ
副
産
物
も
で
て
き
た
と
見
え
、
ほ

と
ん
ど
の
子
供
た
ち
が
朗
読
が
好
き
に
な
り

〝
蚊
の
鳴
く
〟
よ
う
な
声
し
か
出
さ
な
か
っ

た
者
ま
で
も
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
声
で
音

読
が
。

〇

ま
あ
こ
ん
な
調
子
で
五
年
生
ま
で
持
ち

上
が
り
、
私
は
球
磨
村
一
勝
地
第
二
小
学

校
に
転
勤
。
さ
ら
に
十
年
ば
か
り
経
っ
た
あ

る
日
、
人
吉
市
の
田
野
分
校
で
授
業
を
し

て
い
る
と
、
村
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
「
八
代
か

ら
電
話
で
す
よ
」
と
。
い
そ
い
で
駆
け
付
け

る
と
、「
シ
ェ
ッ
シ
ェ
ー
金
剛
小
学
校
で
お
世

話
に
な
っ
た
小
林
れ
す
」「
な
ん
か
い
モ
ヤ

イ
の
彦
ち
ゃ
ん
、
珍
ら
っ
さ
や
」

「
シ
ェ
ッ
シ
ェ
や
、
お
ろ
ん
達
と
別
れ
て

十
五
年
目
に
同
級
会
ば
す
る
ば
い
。
そ
ん

時
ゃ
お
前
達
が
二
十
五
に
な
っ
と
っ
で
、
も

う
焼
酎
も
存
分
飲
ま
る
っ
で
、
て
言
い
な
っ

は
、何
と
も
申
し
訳
の
な
い
こ
と
ど
こ
ろ
か
、

罪
作
り
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ち
な
み
に
、
わ
が
国
で
方
言
を
国
語
の

邪
道
の
よ
う
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、「
ま
い
ら
シ
ェ
ッ
シ
ェ
」
の
発
想
と
同
じ

で
あ
っ
た
。
明
治
に
な
っ
て
〝
標
準
語
〟
を

作
り
、
学
校
で
普
及
を
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

と
こ
ろ
が
子
供
が
な
か
な
か
覚
え
て
く
れ
な

い
。
そ
こ
で
当
時
の
先
生
が
考
え
た
の
は
、

方
言
が
あ
っ
て
邪
魔
を
す
る
か
ら
だ
。
そ
こ

で
方
言
撲
滅
運
動
が
始
ま
り
、
今
日
に
至

る
ま
で
方
言
は
イ
ヤ
し
い
こ
と
ば
、
人
前
で

は
使
っ
て
は
い
け
な
い
言
葉
な
ど
と
い
う
蔑

視
や
軽
視
の
観
念
が
定
着
し
た
の
だ
。

幸
い
な
こ
と
に
初
任
地
で
の
子
供
た
ち

は
、
や
が
て
シ
ェ
も
ジ
ェ
も
取
り
戻
し
、
至
っ

て
仲
が
良
く
、
今
で
も
師
弟
の
交
流
は
依

然
と
し
て
続
い
て
い
る
。

【
ま
え
だ
・
か
ず
ひ
ろ
。
人
吉
市
】

し
）
そ
の
テ
の
本
を
買
い
、
ま
た
ヒ
マ
を
見

付
け
て
は
図
書
館
に
通
っ
た
。
お
陰
で
、シ
ェ

や
ジ
ェ
な
ど
と
い
っ
た
発
音
は
、
不
知
火
海

か
ら
有
明
海
沿
岸
の
広
大
な
地
域
に
分
布

す
る
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
こ
で
金
剛
小
学
校
の
子
供
た
ち
が
使
っ

て
い
た
「
シ
ェ
ッ
シ
ェ
ー
」
や
「
ジ
ェ
ン
」、

そ
の
根
拠
は
も
っ
と
広
大
な
も
の
で
、
大
げ

さ
に
言
え
ば
、
こ
の
地
方
の
言
語
文
化
の
一

つ
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

現
に
子
供
た
ち
が
学
校
で
は
「
せ
」「
ぜ
」

と
発
音
し
（
さ
せ
ら
れ
）
て
も
、
家
に
戻

れ
ば
じ
い
さ
ん
ば
あ
さ
ん
か
ら
両
親
兄
弟

ま
で
が
、
み
ん
な
そ
う
し
た
発
音
は
「
ジ
ェ

ン
ジ
ェ
ン
」
し
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
学

校
を
卒
業
し
社
会
に
出
て
も
同
じ
こ
と
。

そ
う
し
た
事
情
も
知
ら
ず
、
自
分
が
奇

異
に
感
じ
た
と
い
う
ば
か
り
で
、
無
理
遣

り
そ
の
矯
正
に
取
り
掛
か
っ
た
浅
は
か
さ

に
ょ
ば
か
り
集
め
と
ら
す
て
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。
お
ろ
ん
た
ち
も
、
い
つ
か
そ
っ
ば
見

せ
て
も
ら
い
ぎ
ゃ
行
こ
ご
た
っ
れ
す
」
な
ど

と
。正

直
な
と
こ
ろ
、
私
は
一
瞬
で
は
あ
っ
た

が
、
い
さ
さ
か
の
虚
し
さ
を
覚
え
ず
に
は
お

れ
な
か
っ
た
。
自
分
も
子
供
た
ち
も
、
あ

ん
な
に
一
生
懸
命
に
な
っ
て
習
得
し
た
「
せ
」

や
「
ぜ
」
が
、
十
五
年
の
間
に
す
っ
か
り
雲

散
霧
消
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
体
あ
の
努

力
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
な
ぜ
、

跡
形
も
な
く
消
え
失
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

〇

こ
う
し
た
疑
問
へ
の
答
え
を
得
る
に
は
、

や
は
り
方
言
を
根
本
か
ら
学
び
直
す
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
タ
バ
コ
を
や
め
て
（
酒

ま
で
や
め
た
ら
「
強
飲
免
許
状
」
が
剥
奪

さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
そ
っ
ち
は
我
慢
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そ
の
放
送
を
見
て
私
は
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
父
の
遺
稿
を
思
い

出
し
、
ほ
こ
り
を
被
っ
た
段
ボ
ー
ル
箱
を
開
い
て
遺
稿
を
取
り
出
し

た
。
す
る
と
日
記
帳
の
中
か
ら
、
当
時
の
広
告
紙
の
裏
側
に
青
イ
ン

ク
で
び
っ
し
り
書
き
込
ま
れ
た
数
十
枚
の
手
記
が
出
て
来
た
。
そ
れ

は
父
が
兵
隊
の
時
に
所
属
し
た
朝
鮮
の
陸
軍
航
空
隊
水ス

ウ
オ
ン原
基
地
に
か

か
わ
る
こ
と
、
復
員
し
て
か
ら
の
貧
窮
生
活
、
家
族
の
永
遠
の
旅
立

ち
、
農
地
解
放
、
精
神
科
医
と
マ
ル
ク
ス
主
義
及
び
日
本
共
産
党
な

ど
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
絶
対
に
他
人
の
目
に
触
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
念
押
し
し
て
あ
っ
た
。
何
故
、
昭
和
二
十
三

年
の
元
旦
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
書
い
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
遺
書

の
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
マ
ラ
リ
ア
を
患
っ
て
い
た
し
、

そ
う
長
く
生
き
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

広
告
紙
は
当
時
の
免
田
町
（
現
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
）
の
商
店
街
に

　

私
の
父
・
鶴
田
實
は
、
昭
和
四
十
四
（
１
９
６
９
）
年
に
五
十
九

歳
で
亡
く
な
っ
た
。
父
の
葬
儀
が
終
わ
っ
た
後
、
仏
壇
の
下
を
整
理

し
て
い
た
ら
父
が
少
年
時
代
か
ら
記
し
て
い
た
日
記
帳
、
通
信
簿
な

ど
が
沢
山
出
て
来
た
。
私
は
そ
れ
ら
の
一
部
を
形
見
に
と
思
い
、
母

の
許
可
を
得
て
私
の
居
住
地
で
あ
る
愛
知
県
に
持
ち
帰
り
、
段
ボ
ー

ル
箱
に
詰
め
た
ま
ま
四
十
六
年
間
、
一
度
も
開
封
し
な
か
っ
た
。

　

今
年
の
二
月
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
時
、

当
時
の
朝
鮮
の
開け

そ
ん城
付
近
に
住
ん
で
い
た
人
の
戦
争
体
験
談
を
放
映

し
て
い
た
。
見
る
と
終
戦
時
、
ソ
連
兵
が
怒
濤
の
ご
と
く
侵
攻
し
て

来
て
、
次
々
と
民
間
の
住
宅
を
襲
い
、
マ
ン
ド
リ
ン
機
関
銃
を
突
き

つ
け
て
金
品
を
要
求
し
、
婦
女
子
を
強
姦
。
少
し
で
も
抵
抗
す
る
と

機
関
銃
を
雨
あ
ら
れ
の
よ
う
に
乱
射
し
、
殺
戮
し
た
と
涙
な
が
ら
に

語
っ
て
い
た
。

昭
和
二
十
三
年
元
旦
に
父
が
記
し
た
遺
稿 

①
片
岡 

和
紘

皮
で
造
ら
れ
た
長
靴
、そ
れ
に
マ
ン
ト
を
着
て
徒
歩
で
自
宅
を
出
る
。

参
拝
行
き
帰
り
の
村
人
と
出
会
う
。
男
も
女
も
着
物
姿
で
下
駄
履
き

か
草
履
ば
き
だ
。
軍
隊
帰
り
の
連
中
と
も
行
き
会
っ
た
が
、
い
ず
れ

も
陸
軍
か
海
軍
の
制
服
を
着
用
し
て
い
た
。
神
社
は
大
勢
の
参
拝
客

だ
っ
た
。
戦
前
は
弟
の
春
見
や
弘
見
、
信
一
、
正
義
と
連
れ
立
っ
て

参
拝
に
来
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
う
思
う
と
ま
た
目
が
潤
む
。

　

帰
り
の
道
沿
い
の
家
々
に
は
必
ず
門
松
と
日
の
丸
が
掲
げ
て
あ

り
、
元
旦
だ
と
い
う
気
が
し
た
。
上
村
小
学
校
の
と
こ
ろ
か
ら
市
房

山
の
真
白
な
姿
が
見
え
た
。
八
時
過
ぎ
に
家
に
着
い
た
。
今
年
の
元

旦
は
生
き
て
い
る
は
ず
の
母
、
春
見
、
フ
ミ
、
ミ
ホ
、
正
義
、
信
一

が
居
な
く
て
寂
し
い
。
皆
が
地
炉
に
坐
っ
て
元
旦
の
食
事
を
食
べ
た
。

元
旦
と
い
っ
て
も
元
旦
ら
し
い
ご
馳
走
な
ど
ひ
と
つ
も
無
い
。
屑
米
に

粟
を
い
れ
て
炊
い
た
飯
、
雑
煮
、
年
末
に
漬
け
た
沢
庵
、
干
し
味
噌

だ
け
だ
。

　

そ
ん
な
中
で
今
年
一
歳
二
月
の
三
女
典
子
が
、
訳
の
分
か
ら
ぬ
言

葉
で
は
し
ゃ
い
で
い
る
。亡
く
な
っ
た
フ
ミ
や
ミ
ホ
に
良
く
似
て
い
る
。

暗
く
な
り
が
ち
な
我
が
家
に
光
を
与
え
て
く
れ
る
太
陽
だ
。
和
典
は

朝
食
が
終
わ
る
と
元
旦
の
式
典
の
為
、
霜
柱
が
立
つ
道
路
を
歩
い
て

小
学
校
へ
出
か
け
て
行
っ
た
。

在
っ
た
商
店
の
も
の
で
、「
丸
木
屋
」「
熊
本
屋
洋
品
店
」「
白
石
薬
局
」

な
ど
が
あ
る
。
父
の
遺
稿
の
中
に
は
、
部
外
の
人
が
読
ん
で
も
参
考

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
せ
め
て
「
月

刊
く
ま
が
わ
春
秋
」
の
読
者
の
皆
さ
ん
に
も
呼
ん
で
頂
き
た
く
紹
介

す
る
こ
と
に
し
た
。
中
に
は
不
快
感
を
与
え
る
も
の
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
父
の
性
格
か
ら
し
て
悪
意
は
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
お
許

し
願
い
た
い
。
以
下
は
ほ
と
ん
ど
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

一　

昭
和
二
十
三
年
元
旦
の
一
日

　

軍
隊
時
の
慣
れ
で
午
前
六
時
に
起
床
す
る
。
軍
隊
勤
務
な
ら
教
練

場
に
駆
け
足
集
合
し
、
一
斉
点
呼
を
受
け
、
次
に
体
操
が
あ
っ
た
。

つ
る
べ
で
顔
を
洗
っ
て
新
年
の
白
髪
岳
を
拝
む
。
白
髪
岳
は
昨
年
の

十
一
月
か
ら
雪
を
被
っ
て
い
る
。
薄
い
陽
光
を
受
け
て
輝
い
て
見
え

る
。
そ
れ
か
ら
玄
関
に
日
の
丸
を
掲
げ
た
。

　

昨
年
の
元
旦
は
体
調
が
芳
し
く
な
か
っ
た
の
で
自
宅
か
ら
一
歩
も

出
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
久
方
振
り
に
白
髪
神
社
に
参
拝
し
よ
う
と

思
い
、
復
員
時
に
着
用
し
て
い
た
陸
軍
の
上
下
の
制
服
、
略
帽
、
馬
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謀
本
部
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

銀
行
は
両
替
商
が
秤
に
使
っ
た
分
銅
の
形
が

由
来
で
あ
り
、
交
番
や
警
察
は
六
尺
棒
、
学

校
は
漢
字
の
文
か
ら
、
消
防
署
は
火
消
し
が

使
っ
て
い
た
「
さ
す
ま
た
」、
税
務
署
は
珠
算

の
玉
の
形
で
あ
り
、
国
土
地
理
院
は
交
番
や

郵
便
局
・
ホ
テ
ル
・コ
ン
ビ
ニ
・
百
貨
店
・
銀
行
・

駅
と
い
っ
た
18
種
類
の
記
号
に
つ
い
て
、
外
国

人
向
け
の
地
図
記
号
を
新
た
に
作
成
し
て
都

内
の
観
光
地
や
競
技
施
設
周
辺
で
配
布
す
る

よ
う
で
す
。

　

同
じ
こ
と
は
道
路
標
識
に
も
い
え
、
国
交

省
と
東
京
都
は
都
内
の
観
光
地
や
競
技
会
場

周
辺
に
お
い
て
外
国
人
旅
行
者
に
も
わ
か
り

や
す
い
道
路
案
内
標
識
に
変
更
す
る
見
込
み

で
す
。

　

外
国
人
旅
行
者
が
見
て
わ
か
り
や
す
い

道
路
案
内
標
識
は
、
例
え
ば
現
在
は
漢
字
の

「
昭
和
道
り
」
の
み
で
す
が
、
こ
れ
が
「
15

　

Show
a - dori Ave.

」
と
15
号
線
と
い
う

路
線
番
号
と
英
語
表
記
を
併
記
し
て
、
解
り

る
と
の
証
明
に
な
り
、
そ
の
結
果
が
そ
の
国
の

信
用
と
な
る
た
め
に
過
去
の
開
催
国
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
今
回
は
国
際
化
と
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
て
国
と
東
京
都
を
あ
げ

て
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
東
京
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ド
バ
イ
と

い
っ
た
都
市
に
負
け
な
い
金
融
シ
テ
ィ
ー
と
な
る

条
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
の
証
明
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
、
こ
れ
は
陸
上
競
技

や
球
技
・
水
泳
と
い
っ
た
競
技
会
場
や
種
目

を
解
り
や
す
く
絵
文
字
で
表
示
す
る
サ
イ
ン

で
す
が
、
同
時
に
ト
イ
レ
や
非
常
出
口
と
い
っ

た
施
設
の
設
備
に
も
使
わ
れ
、
１
９
６
４
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
そ
し
て
１
９
７
０
年

の
大
阪
国
際
博
覧
会
で
採
用
さ
れ
、
全
国
、

そ
し
て
世
界
に
普
及
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
道
路
標
識
や
観
光
案
内
図
の
地
図

記
号
が
東
京
の
み
な
ら
ず
全
国
で
変
貌
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
地
図
記
号
は
明
治
時
代
に
陸
軍
参

た
が
、
当
時
の
日
本
政
府
は
赤
痢
や
コ
レ
ラ
と

い
っ
た
衛
生
管
理
で
手
一
杯
の
状
態
で
あ
り
、

徴
兵
検
査
に
お
い
て
身
長
１
５
２
セ
ン
チ
以
上

の
甲
種
合
格
は
10
人
に
１
人
か
２
人
が
実
情

で
、
彼
ら
は
激
戦
の
南
方
に
派
遣
さ
れ
乙
種
・

丙
種
は
中
国
に
派
兵
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

義
務
教
育
で
の
給
食
の
栄
養
管
理
や
体
育

授
業
と
い
っ
た
国
民
の
体
力
増
強
政
策
は
昭

和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
結
果
日
本
人
の
平
均
身
長
は
男
子
に

お
い
て
は
１
７
０
セ
ン
チ
強
、
体
重
60
キ
ロ

を
超
え
、
女
子
は
１
６
０
セ
ン
チ
弱
、
体
重

50
キ
ロ
と
著
し
い
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
年
か
ら
小
・
中
学
校
に
は
プ
ー

ル
が
設
置
さ
れ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
と
い
っ
た
ク

ラ
ブ
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
た
と
記
憶
し
て

い
ま
す
。

　

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

世
界
中
か
ら
選
手
や
観
客
が
多
数
集
ま
る
た

め
に
、
開
催
す
る
こ
と
が
世
界
の
一
流
国
で
あ

　

十
一
時
過
ぎ
に
黒
田
の
正
義
と
井
上
静
子
、
露
子
さ
ん
母
子
が
年

始
の
挨
拶
に
や
っ
て
来
た
。
昨
日
、
白
菜
や
里
芋
、
漬
け
物
を
売
っ

た
金
で
買
っ
て
来
た
酢
蛸
、
酢
鯖
、
辛
子
蓮
根
、
オ
バ
鯨
、
里
芋
の

煮
し
め
が
ご
馳
走
に
出
る
。
私
が
昨
日
、
免
田
の
白
石
薬
局
で
貰
っ

た
お
屠
蘇
と
、
松
岡
で
三
一
さ
ん
か
ら
貰
っ
た
肥
後
の
赤
酒
を
お
猪

口
一
杯
ず
つ
呑
ん
で
も
ら
っ
た
。
出
し
た
ご
馳
走
に
は
誰
も
手
を
つ
け

な
い
。
ご
馳
走
は
待
っ
て
い
る
家
族
の
為
に
持
ち
帰
る
の
だ
。
三
人
と

も
三
時
過
ぎ
に
帰
っ
て
行
っ
た
が
、
井
上
静
子
姉
に
餅
を
持
た
せ
た
。

井
上
の
家
も
苦
し
い
暮
ら
し
だ
。
露
子
の
妹
達
が
腹
を
空
か
し
て
待
っ

て
い
る
だ
ろ
う
。

　

裏
の
県
道
を
酔
っ
払
い
が
大
声
を
出
し
て
通
っ
て
行
っ
た
。
か
く
し

て
元
旦
の
一
日
は
夕
刻
を
迎
え
た
。
充
実
し
た
一
日
だ
っ
た
。
今
年
こ

そ
家
族
揃
っ
て
健
康
な
一
年
を
過
ご
し
た
い
。
そ
し
て
、
せ
め
て
食
べ

る
こ
と
に
は
不
自
由
し
な
い
一
年
を
過
ご
し
た
い
と
心
か
ら
願
う
。

【
か
た
お
か
・
か
ず
ひ
ろ
。
旧
上
村
出
身
、
愛
知
県
】

各
国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
を
通
し
て
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
選

手
間
の
不
和
に
対
し
て
、「
勝
つ
こ
と
よ
り
、

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」
と
い
う
言

葉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

１
９
１
２
年
の
第
５
回
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大

会
か
ら
は
日
本
も
参
加
し
ま
す
が
、
競
技
の
結

果
は
外
国
人
選
手
と
の
体
格
差
を
痛
感
さ
せ

る
も
の
で
、
７
年
前
の
日
露
戦
争
で
の
白
兵
戦

の
結
果
で
も
こ
の
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し

い
る
ア
テ
ネ
で
開
催
さ
れ
、
マ
ラ
ソ
ン
で
地
元

ギ
リ
シ
ャ
の
ル
イ
ス
が
優
勝
し
一
躍
ギ
リ
シ
ャ

の
ヒ
ー
ロ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
２
回
大
会
は
パ
リ
に
お
い
て
万
国
博
覧

会
の
付
属
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
３
回
も
セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
お
い
て
万
国

博
覧
会
の
付
属
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

第
４
回
ロ
ン
ド
ン
大
会
か
ら
は
、
万
国
博

覧
会
か
ら
独
立
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
参
加
が

　

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
１
８
９
２
年
に

ク
ー
ベ
ル
タ
ン
が
ギ
リ
シ
ャ
政
府
の
後
援
を
受

け
１
８
９
６
年
（
明
治
28
年
）
に
、
古
代
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
①

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム苅田

吉
富
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最
近
、
地
名
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
な

か
、
そ
の
記
録
の
必
要
性
を
感
じ
た
編

集
部
で
は
、
地
名
の
重
要
性
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
平
成
８
年
に
弊

社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
字
図
で
見
る
球

磨
の
地
名
』
を
復
刻
掲
載
す
る
こ
と
に

し
た
。
著
者
の
上
村
重
次
氏
の
略
歴
は

下
記
の
通
り
。

こ
の
た
め
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ド
バ
イ
の
よ

う
な
治
安
の
良
さ
、
清
潔
さ
、
便
利
さ
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

外
国
人
や
地
方
か
ら
上
京
し
た
人
で
も
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
と
ロ
ー
マ
字
の
案
内
板
や
住
居

表
示
に
よ
っ
て
目
的
地
ま
で
迷
う
こ
と
な
く
到

達
で
き
る
で
し
ょ
う
。

【
か
り
た
・
よ
し
と
む
。
税
理
士
・
行
政
書

    

士
、
千
葉
市
】

目
、２
丁
目
と
環
状
式
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、

銀
座
は
東
京
駅
に
近
い
の
が
一
丁
目
で
、
番
地

も
皇
居
に
向
か
っ
て
１
番
、
２
番
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
都
内
に
お
い
て
は
交
通
機
関

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
ま
だ
ま
だ
日
本
語
と
英
語

の
み
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
施
設
に
お
い
て
案

内
板
は
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
ハ
ン
グ

ル
文
字
で
併
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
が
安
心
し
て
住
め
る
都
市
東
京
、

や
す
い
道
路
標
識
に
改
善
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

住
居
表
示
板
は
政
令
指
定
都
市
に
お
い
て

は
京
都
市
を
除
い
て
く
ま
な
く
表
示
さ
れ
て

お
り
住
所
を
探
す
の
は
簡
単
で
す
が
、
現
状

は
銀
座
１
丁
目
２
─
３
と
い
う
表
示
で
す
。

街
区
表
示
板
で
は
ロ
ー
マ
字
併
記
が
一
般
的
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
簡
単
な
地
図
を
示
す
と
よ

り
便
利
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
東
京
で
は
皇
居
に
近
い
方
を
１
丁

復
刻
掲
載

『
字
図
で
見
る
球
磨
の
地
名
』

　

字
図
で
見
る
球
磨
の
地
名 

①　

上
村
重
次

上村重次（うえむら・しげじ）＝昭和２
年宇土市生まれ。元熊本日日新聞社記
者。この『字図で見る球磨の地名』の
ほかに『九州相良の寺院資料』『玉名
の地名』などの著書がある。

　

は  

じ  

め  

に

　

地
名
に
は
誰
で
も
親
し
み
を
感
じ
る
が
、

地
名
の
意
味
や
由
来
と
な
る
と
難
解
で
あ
る

し
、
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
地
名
説
話
は
余
り

に
も
コ
ジ
ツ
ケ
が
露
骨
で
あ
る
た
め
、
耳
を

ふ
さ
ぎ
た
く
な
る
。
そ
の
よ
う
な
現
実
を
知

り
な
が
ら
あ
え
て
書
き
た
く
な
っ
た
の
は
、
地

名
研
究
者
の
間
で
も
地
名
の
原
点
と
も
い
え

る
小
字
地
名
が
軽
ん
ぜ
ら
れ
、
論
考
に
字
図

を
示
す
と
い
う
方
法
論
さ
え
確
立
し
て
い
な

い
現
状
に
黙
っ
て
お
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

　

地
名
は
何
は
と
も
あ
れ
土
地
区
域
の
名

称
で
あ
っ
て
、そ
の
区
域
の
所
有
（
占
有
）

者
が
誰
で
あ
る
の
か
の
表
現
で
あ
る
。
自

分
の
所
有
地
か
他
人
の
も
の
か
、
公
有
か

共
有
地
か
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
す
る
の

が
地
名
の
効
用
で
あ
る
。
所
有
関
係
の
区

分
を
明
確
に
し
て
い
る
の
が
字
名
地
番
で

あ
り
、
字
図
で
明
示
さ
れ
る
。

　

字
図
は
切
絵
図
と
か
字
限
図
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
区
域
の
境
界
を
区
切
っ
た
図
で
あ

り
、
切
絵
図
の
〝
切
〟
は
〝
限
り
〟
の
こ
と

と
理
解
さ
れ
る
。
○
○
辺
と
か
×
×
あ
た
り

で
は
地
名
と
し
て
は
と
ら
え
よ
う
が
な
く
〝
ど

こ
か
ら
ど
こ
ま
で
〟
と
い
っ
た
区
切
り
、
境
界

が
な
く
て
は
地
名
と
は
言
え
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
見
解
に
立
っ
て
球
磨
地
域
の
地

名
を
考
え
て
み
る
の
が
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
ね

ら
い
で
あ
る
。
従
来
の
地
名
伝
承
や
用
字
に

基
づ
い
た
地
名
解
釈
か
ら
離
れ
て
、
字
図
に

従
っ
て
近
隣
字
名
と
の
関
連
を
踏
ま
え
な
が

ら
球
磨
地
域
の
市
町
村
字
名
を
考
え
て
み
た

ら
、
筆
者
自
身
が
驚
く
よ
う
に
異
説
・
珍
説

の
展
開
に
な
っ
た
。

　

明
治
前
期
の
町
村
小
字
調
査
に
よ
る

と
、
熊
本
県
の
町
村
数
１
２
８
１
、
字
名

４
万
３
１
４
３
、一
町
村
平
均
字
名
数
33
・

67
で
あ
る
の
に
対
し
、
球
磨
郡
は
42
町
村
、

４
１
３
５
字
名
で
、
一
町
村
平
均
字
数
98
・

45
と
県
平
均
の
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

球
磨
地
域
、
す
な
わ
ち
相
良
氏
領
内
で
早
く

か
ら
町
村
の
広
域
化
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

復
刻

掲
載

明治前期・熊本県町村
一町村当たり字数濃淡図

明治前期・熊本県町村
字数郡別分布表
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を
示
す
と
と
も
に
、
現
状
は
町
村
・
大
字
界

で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ム
ラ
境
を
表

現
す
る
境
界
地
名
を
各
地
に
残
す
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
字
名
は
境
界
地
名
の
原
点
で
あ
る

か
ら
、
と
く
に
こ
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
考

察
を
す
す
め
た
。

　

執
筆
に
当
た
っ
て
は
主
と
し
て
次
の
文
献
、

資
料
に
よ
っ
た
。

▽
字
図
─
関
係
市
町
村
字
図
を
基
に
作
成
し

た
▽
明
治
前
期
熊
本
県
町
村
字
名
分
類
索
引

（
上
村
重
次
編
、
熊
本
地
名
研
究
会
刊
、

平
成
元
年
）
▽
日
本
地
名
索
引
（
国
立
科
学

博
物
館
・
金
井
弘
夫
編
、
ア
ボ
ッ
ク
社
刊
、

１
９
８
１
年
）
▽
大
和
地
名
大
辞
典
（
大
和

地
名
研
究
所
編
・
刊
、
昭
和
27
年
）
▽
日
本

方
言
大
辞
典
（
小
学
館
刊
、
１
９
８
９
年
）

▽
地
名
の
研
究
（
柳
田
国
男
、
角
川
書
店
、

昭
和
43
年
）
そ
の
他
は
本
文
に
カ
ッ
コ
書
き
で

明
記
し
た
。

に
山
江
村
大
字
山
田
乙
字
蓑
原（
ミ
ノ
バ
ル
）

が
現
存
す
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

　

関
係
町
村
字
図
を
合
成
し
て
み
る
と
、
蓑

原
は
現
行
字
図
で
は
東
・
西
・
南
・
北
の
四

字
名
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
山
田
甲
、
相
良

　

箕
意
之
原
（
ミ
コ
コ
ロ
ノ
ハ
ラ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︱
山
江
村
︱

　

人
吉
市
の
「
願
成
寺
文
書
」（『
熊
本
県
史

料
』
中
世
篇
第
三
）
の
中
に
沙
彌
蓮
佛
―
相

良
長
頼
―
寄
進
状
が
あ
っ
て
、
箕
意
之
原
と

梨
原
（
な
し
の
き
は
ら
）
と
い
う
地
名
が
登

場
す
る
。

　

梨
原
は
人
吉
市
の
旧
大
村
字
上
・
下
梨
原

（
ナ
シ
ノ
キ
ハ
ル
）
が
あ
り
、
現
行
字
名
は

大
字
高
野
字
上
・
下
梨
木
原
（
ナ
シ
キ
ハ
ラ
）

と
な
っ
て
い
る
が
、
字
図
で
み
る
と
願
成
寺
と

近
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
蓮
佛
寄
進
の

梨
原
は
現
存
字
名
の
上
・
下
梨
木
原
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
箕
意
之
原
に
つ
い
て
は
同
じ
標

記
の
地
名
が
球
磨
地
方
に
は
現
存
せ
ず
、
文

字
面
か
ら
の
追
求
で
は
箕
意
之
原
の
地
域
を

判
定
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
梨
原
の
地

名
は
寄
進
状
記
載
の
標
記
の
ま
ま
の
姿
で
現

存
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
箕
意
之
原

だ
け
が
幻
の
地
名
と
な
っ
て
い
る
の
は
何
故
で

村
大
字
深
水
、
柳
瀬
、
人
吉
市
旧
大
村
と
接

す
る
境
域
の
地
名
で
あ
り
、
人
吉
市
側
の
字

名
は
境
松
（
サ
カ
イ
マ
ツ
）
お
よ
び
寺
尾
（
テ

ラ
ヲ
）
で
あ
る
。
境
松
は
境
界
松
に
ち
な
む

地
名
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
寺
尾

は
寺
崎
・
寺
先
と
同
書
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
近
く
に
は
寺
は

な
い
の
で
〝
願
成
寺
の
先
〟
の
意
と
想

定
さ
れ
る
。

　

箕
は
穀
物
の
カ
ラ
と
実
を
分
け
る

農
具
の
名
称
で
あ
る
が
、
チ
リ
取
り

の
意
も
あ
る
。
ま
た
二
十
八
宿
の
一
、

東
北
方
を
示
す
語
で
も
あ
る
。
掃
治

（
除
）
は
箒
・
塵
取
（
箕
）
で
別
称

さ
れ
る
し
、
願
成
寺
の
東
北
方
に
あ
る

荒
野
を
蓑
原
と
仮
定
す
れ
ば
、
箕
意

之
原
と
蓑
原
は
同
じ
地
名
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
木
ノ
国
が
紀
伊
ノ
国
と
標

記
さ
れ
た
よ
う
に
、
蓑
原
は
箕
意
之
原

（
ミ
イ
ノ
ハ
ル
）
と
書
か
れ
、〝
み
こ

こ
ろ
の
は
ら
〟
は
雅
称
と
推
理
す
る
。   

（
注
）
仁
和
元
年
は
１
２
４
０
年

あ
ろ
う
か
。
ナ
ゾ
解
き
の
原
点
に
立
っ
て
寄
進

状
を
検
討
し
て
み
る
。

　

沙
彌
蓮
佛
相
良
長
頼
寄
進
状

　
　

寄
進

　
　

願
成
寺
為
掃
治　

箕
意
之
原
竝
梨
原
荒

　
　

野
事　

右
件
荒
野
、為
寺
掃
治
、且
常
々

　
　

荒
野
也
、
停
止
地
頭
領
家
万
雑
公
事
、

　
　

可
随
彼

　
　

寺
開
発
、
仍
為
後
々
生
来
之
證
文
、
所

　
　

寄
進

　
　

文
如
件

　
　

仁
治
元
年
庚
子
壬
十
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
頭
沙
彌
蓮
佛

　

こ
の
寄
進
状
は
平
仮
名
書
き
の
案
文
を

伴
っ
て
い
て
、
箕
意
之
原
は
〝
み
こ
こ
ろ
の
は

ら″
と
読
み
、
当
時
は
荒
廃
し
た
原
野
に
な
っ

て
い
た
の
を
願
成
寺
の
営
繕
費
用
に
充
て
る
た

め
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。〝
為
掃

治″
と
い
う
用
語
と
〝
箕
意
之
原
〟
と
い
う
地

名
標
記
に
注
目
し
な
が
ら
思
案
し
て
い
る
う

ち
に
、〝
箕
意
之
原
〟
を
ミ
イ
ノ
ハ
ル
→
ミ
ノ

ハ
ル
と
読
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、
願
成
寺
の
近
く

　

身
ノ
平
（
ミ
ノ
ヒ
ラ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︱
免
田
町
︱

　

前
項
で
箕
意
之
原
は
蓑
原
の
こ
と
と
推
理

し
た
が
、「
箕
と
蓑
は
モ
ノ
が
違
う
」
と
し
て

異
論
が
多
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
〝
ミ
ノ
地

名
〟
に
宛
て
ら
れ
る
漢
字
は
多
様
で
あ
り
、

球
磨
地
方
の
市
町
村
小
字
で
み
る
と
、
山
江

村
の
蓑
原
の
他
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
・
多
良
木
町
黒
肥
地
字
蓑
迫
（
ミ
ノ
サ
コ
）・

同
蓑
田（
ミ
ノ
ダ
）・
相
良
村
柳
瀬
字
蓑
毛（
ミ

ノ
モ
）・
錦
町
西
字
蓑
毛
田
（
ミ
ノ
モ
ダ
）・

免
田
町
字
身
ノ
平
（
ミ
ノ
ヒ
ラ
）・
相
良
村
川

辺
宇
実
（
ミ
ノ
リ
）
―
人
吉
市
蓑
野
町
（
ミ

ノ
ノ
）
は
昭
和
十
七
年
の
成
立
―

　
『
日
本
地
名
索
引
』
は
見
野
、
美
濃
、
美

野
、
三
野
、
三
納
、
箕
、
見
能
、
水
縄
、
実
、

南
な
ど
を
ミ
ノ
と
読
ま
せ
る
地
名
を
多
数
あ

げ
て
い
る
。
岐
阜
県
南
部
の
旧
美
濃
国
は
三

野
・
御
野
・
美
乃
・
三
乃
な
ど
と
書
か
れ
て

い
た
が
律
令
制
に
よ
っ
て
美
濃
に
改
定
さ
れ
た
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わ
→
み
の
う
）
は
基
準
線
を
出
す
た
め
の
道

具
と
し
て
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ

の
用
語
が
地
名
に
転
用
さ
れ
た
の
は
、
区
域

の
基
準
、
す
な
わ
ち
境
界
線
の
表
現
と
考
え

ら
れ
る
。

　

旧
筑
前
・
筑
後
の
国
境
域
に
あ
る
連
山
が

耳
納
山
地
と
呼
ば
れ
た
の
は
〝
水
縄
山
地
〟

に
原
意
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
和
歌

山
・
奈
良
県
境
の
高
野
竜
神
国
定
公
園
の
箕

峠
（
ミ
ノ
ト
ウ
ゲ
・
９
２
３
ｍ
）は
ま
さ
に〝
水

縄
峠
〟
と
同
意
と
言
え
よ
う
。

　

箕
意
之
原
の
原
地
名
と
推
定
し
た
山
江
村

の
蓑
原
が
村
境
地
に
あ
る
の
も
、
箕
、
蓑
、

耳
納
・
水
縄
が
同
義
で
あ
る
こ
と
の
裏
付
け

と
な
ろ
う
。

　

免
田
町
の
身
ノ
平
は
〝
水
縄
の
へ
り
〟
の
意

で
、
現
況
は
町
村
界
で
は
な
い
も
の
の
、
古

く
は
村
境
の
辺
（
へ
ら
→
ひ
ら
→
平
）
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
美
濃
部
、
身
延
（
ミ
ノ
ベ
）

も
同
意
地
名
と
言
え
よ
う
。

※
次
号
は
人
吉
市
「
駒
井
田
」
の

　

由
来
に
迫
り
ま
す
。

　

福
岡
県
浮
羽
郡
と
八
女
郡
の
郡
境
に
連
な

る
耳
納
山
地
（
ミ
ノ
ウ
さ
ん
ち
）
に
つ
い
て
は

①
神
功
皇
后
が
連
れ
て
き
た
新
羅
人
の
耳
を

納
め
た
②
安
部
貞
任
の
末
子
が
こ
の
地
に
来

て
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
の
で
「
貞
任
は
敗

死
し
た
ぞ
」
と
言
っ
て
証
拠
と
し
て
貞

任
の
耳
を
届
け
、
そ
の
耳
を
山
に
埋
納

し
た
、
な
ど
の
山
名
由
来
説
が
伝
え
ら

れ
る
（『
福
岡
県
百
科
辞
典
』）。

　

耳
納
山
地
は
水
縄
山
地
と
も
書
か

れ
る
。
明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
施

行
の
際
、
耳
納
山
地
中
央
部
の
北
に

あ
っ
た
森
部
・
石
垣
・
益
生
田
の
三
村

が
合
併
し
て
水
縄
村
（
ミ
ノ
ウ
む
ら
）

と
な
り
、
昭
和
二
十
九
年
に
田
主
丸

町
の
一
部
と
な
る
ま
で
水
縄
の
村
名
は

続
い
た
。

　

三
カ
村
合
併
に
ち
な
ん
で
三
村
協

和
の
願
い
を
こ
め
て
三
縄
→
水
縄
の
発

想
に
な
っ
た
の
か
、
古
く
か
ら
耳
納
が

水
縄
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
は
わ
か

ら
な
い
。
普
通
名
詞
の
水
縄
（
み
ず
な

（『
日
本
地
名
ル
ー
ツ
辞
典
』）
も
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
当
て
字
に
基
づ
い
て
三
つ
の
野
、
朝

廷
の
禁
野
、
野
の
美
称
と
い
う
よ
う
に
地
名

語
源
説
は
多
様
で
あ
る
。

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

５
月
21
日 

ツ
ク
シ
イ
バ
ラ

ウ
オ
ー
ク
の
参
加
者
募
集

　

あ
さ
ぎ
り
町
か
ら
錦
町
木
上
に

か
け
て
の
球
磨
川
河
畔
（
左
岸
）

を
歩
き
な
が
ら
、
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の

可
憐
な
花
を
楽
し
む
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
大
会
が
５
月
21
日
、
く
ま
川
鉄

道
お
か
ど
め
幸
福
駅
発
着
の
コ
ー

ス
で
あ
り
、
現
在
参
加
者
を
募
集

し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
お
か
ど
め
幸
福
駅
前

で
午
前
８
時
半
か
ら
受
け
付
け
、

同
９
時
半
に
出
発
す
る
が
、
主
催

者
は
く
ま
川
鉄
道
を
利
用
し
て
の

参
加
を
求
め
て
い
る
。
参
加
費
は

昼
食
、
記
念
品
、
保
険
料
を
含
め

て
小
学
生
以
上
１
５
０
０
円
、
幼

児
は
保
険
料
の
み
の
２
０
０
円
で
、

先
着
１
０
０
人
で
締
め
切
る
。。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
実
行
委
員
会

事
務
局
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
す
な
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
遠
山
さ
ん
（
☎

０
９
６
６
・
４
５
・
５
７
７
７
）
ま

で
。

　

森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
を
流

域
圏
と
し
て
捉
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
の
研
究
を
目
的
と
す
る「
不

知
火
海
・
球
磨
川
流
域
圏
学
会
」

の
平
成
28
年
度
の
研
究
発
表
会
が

６
月
５
日
（
日
）
午
後
１
時
よ
り
、

上
天
草
市
大
矢
野
町
の
熊
本
県
水

産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
室
で
開

か
れ
る
。

　

今
回
は
天
草
文
化
協
会
会
長
の

平
井
建
治
さ
ん
の
「
天
草
概
史
～

群
都
が
富
岡
か
ら
本
渡
へ
～
」
と

題
す
る
基
調
講
演
が
あ
り
、
会
員

の
高
橋
徹
さ
ん
に
よ
る
「
淡
水
産

ア
オ
コ
毒
素
ミ
ク
ロ
シ
ス
チ
ン
に
よ

る
海
域
の
汚
染
」、
天
草
市
立
御

所
浦
白
亜
紀
資
料
館
学
芸
員
の
廣

瀬
浩
司
さ
ん
に
よ
る
「
天
草
御
所

浦
の
化
石
と
地
質
」、
熊
本
里
海

作
り
協
会
の
城
本
祐
助
さ
ん
に
よ
る

「
く
ま
も
と
里
海
作
り
協
会
の
活

動
」
な
ど
の
研
究
発
表
が
あ
る
他
、

ポ
ス
タ
ー
発
表
も
あ
る
。

　

同
会
で
は
一
般
の
参
加
を
広
く

呼
び
か
け
て
お
り
、
当
日
会
場
に

て
新
規
入
会
手
続
き
も
受
け
付
け

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
同
事
務

局
☎
０
９
６
４
・
２
６
・
２
０
０
３

の
佐
藤
さ
ん
ま
で
。

▼
４
月
５
日
〜
４
月
17
日

「
二
科
会 

巡
回
展 

熊
本
」（
熊
本

県
立
美
術
館
分
館
）
絵
画
で
入

選
し
た
人
吉
市
の
堀
田
英
雄
さ
ん

の
「
時
間
は
全
て
消
し
て
」
が
展

示
さ
れ
る
ほ
か
、
昨
年
９
月
８
日

に
亡
く
な
っ
た
西
峯
多
木
次
さ
ん

の
絵
も
追
悼
展
示
さ
れ
る
。

▼
４
月
13
日
〜
５
月
８
日

「
相
良
７
０
０
年
の
遺
産 

郷
土
の

石
塔
拓
本
展
」（
人
吉
ク
ラ
フ
ト

パ
ー
ク
石
野
公
園
展
示
室
）
人

吉
球
磨
地
方
に
残
る
石
塔
や
庚

申
塔
、
墓
碑
な
ど
益
田
啓
三
さ

ん
と
溝
下
昌
美
さ
ん
の
拓
本
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
約
60
点
を
展
示
す
る
。

天
草
の
歴
史
と

環
境
を
学
ぶ

６
月
５
日
の
流
域
圏
学
会
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故
・
東
儀
一
郎
さ
ん
の
写
真
に
読
者
は
驚

か
れ
た
で
あ
ろ
う
。
写
真
の
存
在
は
早
く
か

ら
知
っ
て
い
た
が
、
内
容
を
整
理
す
る
余
裕

が
な
く
公
開
で
き
な
か
っ
た
。
記
録
を
死
蔵
・
風
化
さ
せ
る
わ
け
に
い
か
な
い

の
で
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し
た
。
山
下
清
画
伯
の
写
真
は
数
枚
あ
る
。
次
号
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
★
編
集
作
業
は
楽
し
か
っ
た
。「
源
流
水
リ

レ
ー
」、「
定
吉
が
行
く
」、「
限
界
集
落
便
り
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
よ

う
な
記
事
を
掲
載
で
き
た
。
球
磨
川
流
域
は
ま
さ
に
人
材
の
宝
庫
で
あ
る
と

改
め
て
知
っ
た
。
編
集
者
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
、
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
。
★

元
の
地
名
が
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
上
村
重
次
先
生
の
『
字
図

で
見
る
球
磨
の
地
名
』（
弊
社
出
版
）
を
資
料
と
し
て
掲
載
し
た
。
本
誌
で
し

か
で
き
な
い
措
置
で
、
少
し
ば
か
り
自
負
し
て
い
る
。
★
平
成
９
年
９
月
９
日

に
「
週
刊
ひ
と
よ
し
」
は
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
に
倣
い
、
本
誌
も
４
月
９
日

に
刊
行
し
た
。〝
四
苦
八
苦
〟
し
そ
う
な
日
づ
け
だ
が
、
苦
労
し
な
け
れ
ば
良

い
月
刊
誌
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
の
自
戒
の
意
味
も
そ
れ
に
含
め
た
。

　

編
集
後
記

次号予告 子ども特集「むかしの遊び、いまの遊び」

く
ま
が
わ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
４
月
の
主
な
行
事
）

【
４
月
11
日(

日)

】

▽
人
吉
球
磨
地
域
の
小
中
学
校
入
学
式

▽
二
科
展
「
熊
本
巡
回
展
」（
県
立
美
術
館
分
館
、
〜
17
日
）

【
13
日(

水)

】

▽
相
良
７
０
０
年
の
遺
産 

郷
土
の
石
塔
拓
本
展
（
〜
５
月
８
日
、

人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
石
野
公
園
展
示
室
）

【
15
日(

金)

】

▽
特
別
展
覧
会
「
京
都
相
国
寺
と
金
閣
・
銀
閣
の
名
宝
展
」（
八

代
市
立
博
物
館
、
〜
６
月
５
日
）

▽
い
ち
ご
杯
九
州
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
大
会
in
氷
川
（
氷
川
町
不
知

火
干
拓
貯
水
池
）

▽
牛
深
ハ
イ
ヤ
祭
り
（
天
草
市
牛
深
町
、
〜
17
日
）

【
17
日(

日)

】

▽
や
ま
え
つ
つ
じ
祭
り
（
山
江
村
丸
岡
公
園
）

▽
阿
吽
の
会
「
墓
地
清
掃
」（
人
吉
市
田
町
了
清
院
跡
）

【
21
日(

木)

】

▽
市
房
山 

山
開
き
（
水
上
村
湯
山
）

▽
求
麻
郷
土
研
４
月
例
会
「
あ
さ
ぎ
り
町
（
上
地
区
・
岡
原
地
区
）

文
化
財
調
査
」

【
22
日(

金)

】

▽
第
17
回
「
黄
玄
会
展
」（
〜
25
日
、
人
吉
市
イ
ス
ミ
本
店
地
下

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
）

【
24
日(

日)

】

▽
東
北
支
援 

祈
り
…
追
悼
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
in
人
吉
球
磨
（
人
吉

市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

▽
お
ど
ん
な
日
本
一 

高
校
生
弓
道
大
会
（
人
吉
市
弓
道
場
）

【
29
日(

金)

】
昭
和
の
日

▽
急
流
と
鍾
乳
洞
の
里
ま
つ
り
（
球
磨
村
球
泉
洞
一
帯
）

▽
湯
前
潮
お
っ
ぱ
い
祭
り（
湯
前
町
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
広
場
な
ど
）

▽
天
草
西
海
岸
陶
器
市
春
の
窯
元
め
ぐ
り
（
苓
北
町
及
び
天
草

市
天
草
町
、
〜
５
月
８
日
）

【
30
日(

土)

】

▽
日
本
百
名
城
人
吉
お
城
ま
つ
り
（
〜
５
月
１
日
、
人
吉
城
跡

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
及
び
九
日
町
通
り
）

【
５
月
８
日(

日)

】

▽
五
木
の
ふ
る
さ
と
新
緑
祭
り
（
五
木
村
子
守
唄
公
園
）

※
こ
の
欄
へ
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


